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例

1 .本書は、秋田空港アクセス道路整備事業に係る埋蔵文化財発掘調査報告書である。

2.本書は、 1998年(平成10年度)に発掘調査された、雄和町に所在する奥椿岱遺跡の調査結果をまと

めたものである。

3.調査の内容については、すでにその一部が報告会資料・年報などによって公表されているが、本

報告書を正式なものとする。

4.本書は、第2章第2節、第3節、第4節(1 )は秋田県立新屋高等学校の藤本幸雄教諭に執筆を依

頼した。それ以外の執筆-編集及び遺物写真撮影は、藤原可が行った0

5.本書に使用した地形図は、建設省国土地理院発行25，000分の l、50，000分の 1r羽後和田ム秋田
県秋田土木事務所作製し000分の 1工事計画図である。

6.第5章の自然科学分析は、炭化材の樹種同定と放射性炭素年代測定及び火山ガラス比分析・重鉱

物組成分析を株式会社パレオ・ラボ、黒曜石産地同定を有限会社遺物分析研究所に委託し、その

報告を掲載したものである。

7.空中写真は、小川航空株式会社に撮影を委託した。

8.本書を作成するにあたり、以下の方々からご指導、ご助言を賜った。記して感謝申し上げる次第

である。(五十音順、敬称略)

岩見誠夫大野憲司熊谷太郎小林克鈴鹿良一庄内昭男富撞秀之能登谷宣康

藤本幸雄藤原妃敏本間宏森幸彦

凡 ou 
1 .遺構番号は、種類ごとに略記号を付し、種別を関わず検出順に連番としたが、整理作業段階で欠

番としたものもある。また、遺構-遺物には下記の略記号を使用した。

遺構 S 1→竪穴住居跡、 SK→土坑、 SN→焼土遺構、 SKT→陥し穴遺構(Tピット)、 SK

P→柱穴様ピット、遺物P→土器、 S→石

2.遺跡の基本層位と遺構の土層図中の土色表記は、農林省農林水産技術会議事務局監修、財団法人

日本色彩研究所邑票監修『新版 標準土色帖Jによった。

3.挿図中の遺物番号は、遺構内外の出土及び土器-石器を間わずに通し番号を付しであり、その番

号は写真図版中の遺物番号と対応している。

4.土層番号に用いた数字は、口一マ数字を基本層位に、算用数字を遺構土層に使用して区別した。

5.石器実測図では、縁辺部に微小剥離痕がある場合は、その範囲を平面外形に沿って矢印で示した。

6.各種遺構一覧表の出土遺物数は、遺物番号をつけて取上げたものの点数を示し、数点を一括して

取上げた遺物もあり、実際の出土数は一覧表の数字より若干多い。

7.遺構実測図中の「建議」は土器類、「轟Jは石器類を示した。なお、遺物の出土地点を平面分布図(平

面図)と遺構全体を透視した垂直分布留(土層断面図・エレベーション図)の 2種類に示した。遺構

内から出土した遺物で、出土地点の記録がない遺物も本報告書に掲載したものもある。また、違

う遺物でも同一地点から出土したものもある。

8.挿図に使用したスクリーントーンは、下記のとおりである。

協物地山 磨

- 11 
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関版2 ①S 102竪穴住居跡(南サ ②S 1021日炉(南→) ③S 102旧炉断割り状況(東→)

④S 102新炉(南→) ⑤S 102新炉断割り状況(西→)

図版3 ①S 103竪穴住居跡(北→) ②S 103炉(北→) ③S 103炉断割り状況(西→)

④S 103濯物出土状況(南西→) ⑤S 103遺物出土状況(北東→)

図版4 ①S 105竪穴住居跡(西→) ②S 105炉(西→) ③S 105炉断割り状況(東→)

④S 105土層断面(南け ⑤S 105遺物出土状況(北斗

図版5 ①S 1 10竪穴住居跡(北→) ②S 1 10炉(東→) ③S 1 10炉断割り状況(臨→)

④S 1 10遺物出土状況(西→) ⑤S 1 10遺物出土状況(商→)

図版6 ①S K16土坑(南→) ②S K16土磨断面(南→) ③S K17土坑(北一-+)

@SK17土層断簡(南→) ⑤S K18土坑(西→) ⑥S K18土層断面(南→)

⑦S K19土坑(北→) ③S K19土層断面(東→)

図版7 ①S K20土坑(西→) ②S K20土器出土状況(北→) ③S K21土坑(西→)

④S K21土層断面(南→) ⑤S K22土坑(南ーサ ⑥S K22土層断面(北→)

⑦S K23土坑(南東→) ③S K23土層断面(北→)

図版8 ①S K26土坑(北→) ②S K26土層断面(北→) ③S K27土坑(北→)

④S K27土層断面(北→) ⑤S K28土坑(北→) ⑥SK28土層断面(北→)

⑦S K29土坑(北斗 ③S K29土層断面(北→)

図版9 ①S K30土坑(南→) ②SK30土層断面(北→) ③S K31土坑(南→)

④S K31土層断面(北→) ⑤S K40土坑(南→) ⑥S K40土磨断面(南東→)

⑦S K41土坑(南→) ③S K41土層断面(南東→)

図版10 ①SKTOl Tピット(間→) ②SKT01土層断面(西け

③SKT11Tピット(西→) ④SKT11土層断面(東→)

国版11 ①SKP柱穴様ピット群(東→)@持殊地形(西→)

図版12 ①特殊地形確認状況(西→) ②特殊地形A-B付近(東→)

③特殊地形C-D付近土層断面(北→) ④特殊地形C-D付近(北→)

⑤特殊地形1-J . Q付近-R土謄断面(西→) ⑥特殊地形A付近(北→)
⑦特殊地形u-v付近(北→) ③特殊地形Y-Z付近(南サ

図版13 遺構内出土遺物(1)土器

図版14 遺構内出土遺物(2)土器

図版15 遺構内出土遺物(3)石器

図版16 遺構内出土遺物(4)石器

図版17 遺構外出土遺物(1)土器

図版18 遺構外出土遺物(2)土器

図版19 遺構外出土遺物(3)土器・土製品

国版20 遺構外出土遺物(4)石器

図版21 遺構外出土遺物(5)石器

図版22 遺構外出土遺物(6)石器

図版23 遺構外出土遺物(7)石製品・黒曜石

図版24 炭化材樹種顕徴鏡写真(1)

図版25 炭化材樹種顕微鏡写真(2)

図版26 炭化材樹種顕徴鏡写真(3)

図版27 炭化材樹種顕徴鏡写真(4)と炭化種実
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l童はじめに

第 1節発掘調査に歪る経過

秋田空港は、昭和56年の開港以来、秋田県の空の玄関としてその利用客は年々増大し、首都圏をは

じめ国内の主要都市を結ぶ県民の足として、その地位は年々高まっている。

平成3年7月には東北横断自動車道秋田線の開通、平成5年11月には日本海沿岸東北自動車道

岩城河辺聞の留の施行命令が出され、本県の高速交通体系の整備は確実に進んでいる。こうした中、

これら高規格道路網と秋田空港を規格の高い道路で産結して、同空港の広域アクセス性を更に拡大強

化することが強く県の内外から要望されている。

このことを受け、秋田空港アクセス道路整備計画が立てられ、伺道路は、秋田市御所野から河辺町

戸島、雄和町榛台を経て秋田空港に至る総延長5，820mの高規格道路で、戸島地内で日本海沿岸東北

自動車道ι連結する計爾である。また、当該道路は、その他の高規格道路の整備と棺まって秋田市を
中心とした周辺地域全体の広域交流ネットワークを形成するとともに、県立中央公窟やミネソタ州立

大学秋田校等の各種公共施設を有機的に連絡することにより、これら施設の利便性の向上を図るほか、

秋田地域テクノポリス等の開発基盤としても主要な役割を担うものと期待されている。

平成8年6・7月に同道路の予定路線について、県教育庁文化課が踏査・試掘等の遺跡分布調査を実施

し、奥椿岱遺跡の存在を確認した。この遺跡分布調査の結果を受けて、秋田県埋蔵文化財センターが

平成10年4月21日から4月248までの期間で遺跡範囲確認調査を行ない、事業計画路線内における遺跡

の広がりが明らかになった。

同年6月29日から10月20日まで、

とっfこ。

に先立って事前調査を実施し、同遺跡の記録保存の措置を

第2節調査要項

遺跡名

所在地

調査期間

調査面積

調査主体者

調査担当者

総務担当者

奥椿岱遺跡

秋田県河辺郡雄和町榛)11字奥捧岱195-B外

平成10年6月 29 日 ~10月 20 日

6，600nf 

秋田県教育委員会

藤原 可(秋田県埋蔵文化財センター調査課学芸主事)

山崎真理子(秋田県埋蔵文化財センター非常勤職員)

拓(秋田県埋蔵文化財センター非常勤職員)

小西 秀平(秋田県埋蔵文化財センター非常勤職員 6月 29 日 ~8月 7 日)

菅原 晃(秋田県増蔵文化財センター総務課主査)

佐藤 幸嗣(秋田県埋蔵文化財センター総務課主事:現教育庁福利課主事)

佐々木敬隆(秋田県埋蔵文化財センター総務課主事)

八文字 隆(秋田県埋蔵文化財センター総務課主事)

調査協力機関秋田県秋田土木事務所雄和町教育委員会 河辺町教育委員会
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第 l節遺跡の立地

奥椿岱遺跡は、秋田県の中央やや南西部にある雄和町にあり、東経140
0

11'51""北緯39
0

に

位置する。本遺跡の北西3.5同にはJ 和庇駅があり、和田釈の北約500mで国道13号線に至る。本遺

跡の北東約2.5切には、七曲海空港工業団地造成工事及び東北横断自動車道秋田線建設事業に伴なう

発掘調査が行われた七曲台があり、また南東約2kmには昭和56年に開港した秋田空港、北西5回には秋

田市御所野がある。

この地域を含む地形は、第2節以降で具体的に触れるものとするが、東から山地、丘綾・台地、沖積

平野、丘陵から成る。本遺跡は丘陵-台地すなわち雄物川の支流である岩見)11が、その下流域左岸に

形成した標高約60mの河岸段丘上にある。

- 3 -



第2章遺跡の立地と環境

第 2節地形-地質の概観

本遺跡の分布する地域は、秋田平野の南東部にあたり、ほぼ標高130m以下の丘陵部を主とするが、

雄物川と岩見JII沿いには標高120m以下の段丘群も発達しており、秋田平野の中では最も段丘の広く

分布する地域である。このような事情により、従来、この地域の丘陵群についての調査研究は内藤

(1965)、白石(1976)、NAKATA(1976)、藤問、他(1976)等をはじめとして多数報告されている。

本報告ではこれらの研究と今回の調査結果にもとづき記述することにする。

本地域を含む秋田平野南東部、東部は大きく見て、(1)北東部の太平山地、 (2)南部の出羽丘陵、

(3)沖積平野と3区分される。このうち太平山地はほぼ標高700mからし200mの急峻な山地であり、壮

年期の開析された地形を特徴としている。地質は中生代白亜紀の花こう岩質岩類を主とし、部分的に

これらに捕獲される黒雲母片岩、角閃岩、黒雲母片麻岩等、阿武隈帯の延長と見られる変成岩類も分

布している。これらの岩石は山地の南西部に広大な流域をもっ岩見川により浸食運搬され、現河床お

よび段丘堆積物中に多量に混入している。これらを吉期岩類とすれば、太平山地周辺部には新第三紀

中新世の変質火山岩類が山地と丘陵の境界方向でほぼ北西-南東に帯状に分布しており、太平山地か

ら離れるにしたがって順次若い年代を示している(第3図)。地下深所で冷却国結した花こう岩質岩類

が地表に広大な面積を占めて分布することからも推察されるように、太平山地は隆起運動を続ける地

塊であり、新第三系に不整合におおわれるほか、断層関係で接することも多い。山地周辺部から丘陵

部にかけて帯状に分布する中部ないし上部中新統の頁岩を主とする女)11層、黒色泥岩を主とする船川

層等はこの隆起運動により著しい変形をうけ、急傾斜して岩見川や太平川の支流等では逆転傾斜を示

すこども多い。出羽丘陵は雄物川左岸の高尾山をほぼ北端とする南北に連なる丘陵であり、新第三紀

中新世の変質火山岩類、頁岩、黒色泥岩を主とし、ほぼ南北性の斡を持つ摺曲構造をしめしている。

これに中新世中~末期の火山岩類の分布が加わり南部で500m程度の突出した起伏も示すが、多くは

400 m以下の南北性の尾根の卓越する丘陵である。この摺曲構造は第四紀を通じて活動してきたもの

であり、背斜軸部は隆起傾向を示し、向斜軸部は沈降傾向を示して特に雄物川沿いでは大曲、仙北に

かけて河成段丘の高度が低下すること (NAKATA、1976)等が知られている。出羽丘陵の摺曲帯と

してのまとまりは、日本海沿岸部を北上する北由利衝上断層群を西縁としており、その内部の背斜軸

部では雄物川は先行谷を作って曲流し段丘群の発達も良い。本遺跡を含む地域が段丘群の発達が良い

のもこのような事情による。出羽丘陵は巨視的には雄物川により北端を区切られた形ではあるが、南

北性の摺出軸は更に北方に延びており、八橋や手形山付近、金照寺山等の残丘状の高まり、丘陵的地

形にも段丘聞が見られる。出羽丘陵の太平山地への延長を地形的に隔てているのは秋田市東方の太平

から南ないし南東にのびる和田向斜構造である。和田向斜を構成する地層は、中期中新統の女川層を

最下位に、後期中新統の船)11層、鮮新統の天徳寺層(シルト岩を主とし砂岩を含む)鮮新統上部の笹岡

(貝類化石に富む海成層で砂岩を主体とする)、そして更新統中~下部の高岡層(棟、砂、亜炭層を

含む陸成層)等であり、段丘形成年代以前の中期更新世まで秋田油田地域の堆積盆に堆積していた地

層群である。本遺跡はこの和田向斜の西翼に相当しており、シルト岩を主とする天徳寺層が中小河川

の谷底に分布している。遺跡南方の秋田空港南西部で道路工事のため大規模な露頭が出現した。そこ

での観察によれば、暗灰色のシルト岩がN26E、50Eの走向傾斜を示し、挟在する砂岩と灰白色シル

- 4 -



第2節地形・地質の概観
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第3図秋田地域の新生界の地震国註l

ト岩には2，--，-，1ill単位の厚さでスランピング構造が発達している。和田向斜は摺曲帯として北方に延び

る出羽丘陵内において、内陸部である大曲・仙北と八郎潟-男鹿半島東部の両沈降帯の境界に位置し、

更新世中期頃までの堆積作用を継続した構造的な盆地を形成しており、スランピング構造等の存在は

天徳寺層堆積期における活発な地殻変動と堆積盆地の動揺的性格を示している。

沖積平野は雄物川と岩見川合流点付近から北方に広く広がっており、縁辺部で標高8~10m 、秋田

市街地等では5m程度である。これは河川下流部で低下するというよりは沖積平野そのものが形成時

期の異なる2段3面の地形面よりなることの反映である( 1984)。このことは沖積面を各河川沿い

に中流域まで追跡することで知ることができるが、特に岩見川沿いで本遺跡北方の戸島から沖村にか

けて明らかに段化していることがわかる。沖積平野の地質はその形成過程を反映し、 8~10m の高位

面は砂磯層よりは粘土、泥炭層等が上部に発達することが多く、それ以下の中位、低位の聞は河床性

の砂際、粘土等よりなることが多い。海岸部においては中位面、高位面をおおって砂丘砂が堆積して

おり、厚さは時に20mを超える。
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第2章遺跡の立地と環境

直面:内藤(1965)の椿台面、白石(1976)の椿台面ム御所野面、 NAKATA(1976)のTsubakidai車

に相当する。いずれも椿台の地名を採ったように、椿台を中心にほぼ60mの標高で分布する。岩見)11

沿いでは宜簡の下位にせまいながらも連続分布するが、むしろ雄物川との合流部の内側から北にかけ

て広がっており、後述するより低位の段丘群が明らかに岩見川沿いの分布をとるのとは趣を異にする。

堆積物は本遺跡、における露頭も含めて4個所で観察した。このうち御所野東部の国道脇では上部7m

ほどの観察ではあるが円磨度O.7~0. 8、最大磯径の平均が7.5~12mmで、花こう岩類が40%、五英斑岩

が20%、硬質泥岩10%を含む砂磯層が見られた。また、)11添小学校脇では植生のため充分な観察はで

きなかったが、 27mほどの層厚で花こう岩類が45%、安山岩類17%の他、硬質泥岩20%、碁石状の黒

色硬質泥岩が3%見られ、最大磯径の平均も4.2~8. 7c血と比較的小さい。更に本遺跡の東北東約11anの

県道脇の湧水地点では、 12m以上の砂層と磯層が見られ、機種は花こう岩類が50%、安山岩類が20%、

石英斑岩と流紋岩類がともに15%で最大の磯径の平均は各岩種6.1 ~ 10cmとやはり上位、下位の段丘

瞭より明らかに小さい傾向を示している。本遺跡における掘削では、表面から20cmで黒色腐植土層が

あり、その下に約90~110cmで、赤褐色風化土層が見られ、更じ下に70~80c医で明青緑色の中~粗粒砂

があってより下位の生痕の見られる粘土質砂層、含細擦砂層に漸移している。そして周辺での掘削

工事による露出状況も加えると、この含細穣砂層はただちに径1~7cm大の円擦の密集したレンズ状磯

層を含む粗粒の砂層に漸移するものと考えられる。このように、 E面の堆積物は穣層であっても磯径

が小さく径がそろって円磨度が高い傾向があり、砂層をともなって層厚は20mを超えて厚い。内藤

(1965)は、本面の堆積物が谷埋的で厚いことと宝竜崎面構成層の下位にも分布する可能性を指摘し、

リス・ウルム問氷期の甑進にともなう下末吉段丘相当面であることを推定している。以上の点から考

えて直面は海岸とは言えないまでも、河口域からそれほど離れてない氾濫原的な地域に形成されたも

のであろう。後述するように、下位の町、 V、VI:面等の堆積物の下に、侵食簡を介して明らかに層相

の異なる砂層、磯層あるいは御所野北西部における泥炭層などが認められるのは、このような直面構

成層の一部であると考えることで説明できる。

N商:岩見川の中流から下流にかけ左岸に連続的に分布する。中流部の上野東方で標高80m、下流

の戸島付近で45m程度と高度を下げ、御所野では40-----，45mとなる。

堆積物は白熊付近で花こう岩類が35%、石英斑岩が25%と多く、次いで変質安山岩類と凝灰岩類が

それぞれ18%、12%を占めて岩見)11流域の段丘群とほぼ共通の機種構成を示している。最大の棟径の

平均は13.5~20cm と大きし内磨度の岩種ごと平均もO. 5~0. 7と上位の車問構成層より低い。白熊付

近では全層厚20m 以上の段丘磯層が見られるが上主幹部5~8m程度がこれら磯径の比較的大きい河床堆

積物であるのに対し、中~下部は砂層を所によっては半分程度ともなって、磯層も最大径平均が上位

の河床磯より小さい特徴を示す。和田付近ではこのような層相であるが、御所野では横山付近での国

道切割で、 30mほどの高低差の露頭において、中~下部の20mほどが泥炭質粘土層(ヒシの化石を含

む)と斜交ラミナの発達する砂層からなる例もある。これらのうちN面の形成にかかわった堆積物は

上半部5~8m の河床性の磯層であり、すでに述べたように中~下部の堆積物は直属を構成したものの

一部と考えられる。

V面 :N面とは標高差3~5m で低位側につく平坦な段丘面であるが、岩見)11 中流域で左岸沿いに分

布して高度を下げ、上野での70m から中~下流の大張野で55~60m、下流の丸山の南方で30~35m ま

- 8 -



第3節段丘群について

で順次低下する。御所野の南部で35'"'-'30mであるが、この付近は人工改変が著しい。

堆積物はlV面と同様であり、河床堆積の磯層を主として層厚も8m程度である。 磯種構成は七曲東

方と下流の畑谷付近でともに花こう岩類が50%、 40%を占め、次いで石英斑岩や流紋宕が13~20%を

占めるなど岩見)11流域の磯種構成にほぼ一致する値を示し、最大径平均や円磨度も上位のlV面と似た

傾向を示している。lV面とV面は岩見川中流域では相ともなって分布する。この特徴は雄物川流域で

も認めることができ、淀川との合流付近や強首で面の形態とともに対比の手掛かりにした。

vr面:岩見川沿いにはほとんど分布せず、御所野付近と雄物)11沿いに断片的に分布する。中でも御

所野北西の宝竜~奇や雄物川下流の豊岩小山では平坦な段丘面が発達し、標高は20~30m である。人工

改変により判定しにくいが3m程度の段差で2面に分かれることもある。堆積物は宝竜崎において上部

8mの層厚が本酒の構成層と考えられ、最大磯径の平均値は花こう斑岩の22cmを最大に泥岩の8.5cmま

でとV面、五7商と似ている。傑種は花こう岩類が37%、石英斑岩ないし花こう斑岩が20%、流紋岩が

22%であり、他に安山岩類を11%、泥岩を6%含んでいる。一方雄物川沿いの小山では上部7mが河床

堆積の層相が明瞭な本面構成層で、下部は砂層の中に大きさの比較的そろった、磯径も小さい磯がレ

ンズ状に含まれるなどE面構成層の一部と推定できる。磯種は安山岩類が35%、花こう岩類が22%、

泥岩が12%含まれ、岩見川沿いの段丘群とは明らかに異なっている。最大磯径の平均値は花こう岩類

の13cmから頁岩の7cmまでであるが、石英斑岩、安山岩類等は11cmとなる。

四面:岩見)11上流の岩見では100mの標高であるが下流に向かつて急激に高度を下げ、中流の赤坂付

近で30mまで低下して沖積面と交差する。同様の形態を示す段丘面は旭川や太平川、淀川等にも発達

しており、高度変化の著しい点と堆積物が2'"'-'3m未満という薄さが特徴である。岩見川上流の小平の

北西では花こう岩類が75%を占め、最大磯径の平均値も花こう岩類で、は16cm、流紋岩で;20cmと大きい。

面の形態から見て赤平付近より下流では沖積面の下に伏在すると見られ、内藤(1965)は四ツ小屋付近

での試錐データからこのことを指摘している。また、淀川流域での本段丘堆積物に含まれる泥炭の花

粉分析によれば、明らかに寒冷な古気候が指示されており、最終氷期に向かう海水準の低下に対応し

た一時期の、河床面という本段丘の性格が明らかにされている(臼回、他1979)。本段丘は岩見川上流部

で5mほどの比高で2面に段化するとともに、太平川上流の野田付近で争奮地形を示している。

(2)対比

段丘面の形成時代を決めるには、他地域の段丘との対比を行うか、含まれる堆積物の中に鍵層とな

る火山灰を探すかなどによることが多いが両者が一体となって行われることも一般的である。すでに

記載したように本地域の段丘群の堆積物中に火山灰は未発見であり、鍵膚による対比は現時点で不可

能である。しかし、段丘面の形態と他の段丘との関係、堆積物の厚さと層相、機種構成等を総合的に

検討することにより、例えば直面は最終間永期に、あるいは班面は最終氷期直前の海面低下期にと大

枠は設定することが可能である。また雄物川沿いに断片的に分布する商を辿ることにより、西仙北町

の雄物川右岸に広がる段丘群との対比も可能となる。ここでは盟国に対比できるやや高い(40'"'-'45m) 

段丘面の下位に明瞭な段丘崖をもって広い面が分布し、かっこの菌は5mほどの段丘崖をもって2面に

分かれている。このような形態的特徴からこれらの分割し得る段丘面を上位から百頭、 V面に対比す

ることができる。ここでN面に対比できる商の構成層は厚い泥炭層(8m淳さ)を上部に含み、内部に

洞爺火山灰(約10万年前)を含んでいることが知られている(白石、 1994)。以上の対比により N面は約

9 -
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第4節特殊地形の検出

次に特殊地形であるが、平面図でEを通り北東~南西にのび、 Cで分校してBの2m深度の穴と東

にのびる。またDからGへ穴状の形態を示しGの東側ではやはり北東方向に溝状にのびるようであるo

Hでも2m深度で穴状に見られるが、これはD~Eの穴・溝と関係あるものと考えられる。これらの溝、

穴について産状を記載すれば、溝状の地形はEで、幅70cm程度、深さ1mほどで内部は黒色有機質土が

不規則に堆積した様子を示し、 Eでは花こう岩のこぶし大円磯もl偲含まれている。また、 Eの北東

延長のCでは西側が垂直の境界で2m切れ込み、それを埋積して赤褐色風化土層の落ち込んだ麿と植

生による黒色土層が不鮮明ながら交互に堆積している様子が観察できる。この堆積物のうち黒色土層

中には炭火物が多く含まれており、年代測定結果は本報告書に別記しているが6，310:::t60yrBPおよ

び6，250土60yrBPが得られていて、縄文時代早期の年代を示している。したがってこの溝状地形の

形成はそれ以前であり、北東から東にのびて時々赤褐色風化土層が崩濯して堆積し、その間に草木が

成育する溝状の地形がかなり以前から存在したことになる。ところで本遺跡の東側は谷地形になって

おり、この溝状の地形はこの谷地形に合流してゆく形態を示しているように見える。以上はCの観察

からの推論であるが、 Eではあまりに幅がせまくしかも深い点、そしてG、目、 Dでは不規則な黒色

有機質層が、堆積した形態だけでなく墨流し状に見られるなど理解に苦しむ産状を示している。しか

し不規則とみられる黒色有機質層も、ほぼ線状にのびる形態を示し、かっ含まれる明青緑色塊状砂層

にはしばしば断面が円形~楕円形で斑紋状に見られる場合も多いことから、木材の根か枝の溶脱し

た跡と考えれば説明がつくものと思われる。本遺跡における理面構成層が堆積した後に、地形面に自

生した樹木が倒木となったとすれば地層中に乱れが生ずるはずであるがそのような現象は認められな

い。したがって国層構成層が堆積した当時に、すでに流木が埋積したと考えられる。その後この樹木

は地下水により溶脱され、地層中に空洞が形成されたまま時代が経過したものであろう。同様の空洞

は、例えば鷹巣町七日市の国道改良工事現場において十和田火山起源の高市軽石質火山灰(火砕泥流

堆積物)中に直径15cmほどで形成され、そこから地下水が流れ出していたケースがあげられる。また、

空洞ではないが、八郊潟東岸の鹿渡の丘陵直下で、風成砂層(古砂丘砂層)中に痘径20cmほどで黒色の

有機質土が円~楕円形断面で多数見られるのを観察したことがあるが、これなども風成砂に立木が埋

没して形成されたものであろう。

以上をまとめると、本遺跡における特殊地形は、地層中に埋没した樹木が原因で空洞が生じ、それ

が東側の谷地形の侵食と谷頭部の拡大で崩壊して、ガリないし溝状の地形を作ったことに起因すると

考えられる。

註1 第3図「秋田地域の新生界の地質問Jは『日本の地質(共立出版).]掲載の「秋田地域の新生界の地質図(藤岡ほか、 1976、
1977;大沢ほか、 1981;日田ほか、 1979などにもとづき岡本編図)Jを一部修正したものである。

参考文献

藤間一男・大沢穣・池辺 穣(1976): 1羽後和田地域の地質J(5万分のl図幅) 地質調査所、 65P
町田洋・新井房夫(1992):1火山灰アトラス」 東大出版会，1-272P
内藤博夫(1965):1秋田県岩見川流域およびその周辺の段丘についてJ~第四紀研究4.]23-34P 
中JII久夫(1961): 1本邦太平洋沿岸地方における海水準静的変化と第四紀編年J ~東北大地質古生物研邦報54D-61 P 
N AKA T A， T (1976): Quarternary Tectonic Movements in Centra1 Tohoku District， Novtheast ]apan. 
Sei， Rep.TohokuUniv.， 7th ser.， 26， 213-239P 

E本の地質「東北地方j編集委員会(1989):日本の地質21東北地方j 共立出版、 158-169P 
白石建雄(1976):1岩見)11流域の河岸段丘群J ~秋田大学教育学部紀要(自然科学)26.]、117-127P
白石建雄(1994):1秋田大学屈折率測定システムと測定例JI秋田地学第44号」、 18-22 P 
臼田雅郎・村山 進・白石建雄・高安泰助・乗富一雄(1979): 1秋田県総合地質国幅 (5万分の1)~刈和野よ問説明書j

秋田県、 77P
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第 2章遺跡の立地

調査区中央部東側LR60・61・62グリッ久 LS60・61・62グリッ iヘLT60・61・62グリッド、 MA
60・61・62グリッドに位霞する。以下調査日誌をもとに精査の過程・様子を記すことにする。 8月48

(火)に地山精査のためジョレンをかけている過程で、土坑状の黒色土円形フランとしてSK13と約

2m北側に離れた位置にS区比として確認した。早速精査を開始し、次の日には2mほど掘り下げてい

るが、底部を確認していなし 10 お盆休み明けの8月18日(火)には両遺構とも確認、面から2.55m掘り下

げているが、底面を確認するまでには至っていない。この段階で底部に向かうにつれて広がっている

ことを確認し、フラスコ状土坑(S F)として精査していくことにした。 8月初日(木)には再選構と

も2.70mの深さまで掘り下げている。また、それらより東側に3mほどいったところにも同じような

した。 S F24とS区F25とした。 8月21日(金)S K F 13から東及び北東方向に、また

S三F25からは福西方向に溝がのびているのを確認した。一部掘り進めるがトンネル状になるために、

一豆、崩落を防ぐための策を講じた。この段階で、 SKF13とSK F 24. S K F 25が地下でつながっ

ているのではないかという見通しをもった。 8月25日(火)S K F 13とSKF25が地下でつながり、同

S三 24ともつながりそうであるという見通しをもった。 9月3自(木)4基のフラスコ状土坑の写

¥その後確認面の平面図及び底部未検出の状態で土層断面図の作成に取りかかる。埋土

は各層が混じりあった感じではなく、レンズ状の堆積状態が観察されるなど、自然堆積であると判断

した。この頃より来跡者が多くなり、地下に掘り下げるタイプの粘土採掘坑ではないかと指摘される

ことが多くなった。 9月21日(月)から、安全に作業を進めるため、確認面から全体を掘り下げる調査

に切りかえる。 9月28日(月)S K F 13とS五F24を結ぶトンネル状溝をTL S 五F13とS五F25を結

ぶトンネル状講をT2、SI三 13から南側へのびているトンネル状溝をすに SKF24から北側へのひ、

ているトンネル状溝をすム更にす2から枝状に南側にのびているトンネル状溝をT5とした。次の目、

T2から枝状に北東方向に伸びているT5を確認した。 10月に入り、掘り下げた深さが2.90mにも

している。 S F 14からもこのレベルで北西及び北東方向にのびる2条のトンネル状の溝を検出し

た。規模は先に検出したものより小さい規模であり、人が一人通れるかどうかという程度である。こ

時間的なことを考え掘り下げを終えた。 10月15日(木)

10月19日(月)エレベーション図、平面図の作成。 10月初日(火)

1 、 える。

ってきたが、以上述べてきたことから判断して、性格不明遺構S

13として整理にあたってきた。出土した遺物は無く、流れ込みと思われる土器破片すら出土してい

い。ただし、底部2ヵ所から採取した炭化材の放射性炭素年代測定を委託・実施した結果、 T2の底

部から採取してきた炭化材からは、放射性炭素年代値が、 6，310土60 4，360年入

S三F13から採取してきた炭化材からは、放射性炭素年代値が、 6，250

BC 5，225年と、縄文時代前期頃であるという

ら しし ふぐ し10

- 14 
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第2章遺跡、の立地と環境

ム62.400111

特殊地形 (A-B)

1.黒褐色土(lOYR2/3)

2.暗褐色土(lOYR3/4)

3.褐色土(lOYR4/6)

え_c_G2. 500m 

13.暗褐色土(10YR3/4)

14.にぶい黄褐色土(lOYR5/4)

15.にぶい黄褐色土(lOYR5/4)

16.にぶい黄褐色土(10YR5/3)

17.明褐色土 (7.5YR5/8)

特殊地形 (C-D) 

旦旦G2.100m

特殊地形 (E-F)

1 .黒褐色土 (10YR 2/2) 

黒褐色土(lOYR2/3)

暗褐色土 (10YR3/3)

4.褐色土 (7.5Y R 4 /6) 

5.陪褐色土(lOYR3/3)

6.暗褐色土 (10YR3/4)

7.褐色土(lOYR4/4)

8.黒褐色土(lOYR3/2)

F 

4.黒褐色土(10YR3/2)

5.黒褐色土(lOYR3/1)

6.褐色土(10YR4/4)

7.にぶい黄褐色土(10YR5/3)

8.にぶい黄色土 (2.5Y6/4)

黒褐色土(lOYR2/3)

暗褐色土(lOYR3/3)

3.暗?昌色土(lOYR3/3)

4.黒褐色土(lOYR3/2)

5.褐色土(10YR4/6)

6.黄褐色土 (2.5Y5/4)

7.黒掲色土(10YR3/2)

8.褐色土(10YR4/6)

9.にぶい黄褐色土(lOYR4/3)

10.暗掲色土 (10YR3/3)

11.黒色土 (10YR2/1)
9.黒褐色土(10YR3/1)

10.黄褐色土 (2.5Y5/4)
9.オリーブ黄色土(5 Y 6/3) 13. 11層と同じ。

12.黄褐色土 (2.5Y5/4)

13.黒褐色土(lOYR3/1)

14.褐色土(lOYR4/4)11.にぶい黄褐色土(lOYR5/3)

12.にぶい貰褐色土(10YR4/3)

10.オリーブ黄色土(5 Y 6 /3) 14. 12閣と同じ。

11.暗褐色土 (7.5YR3/3) 15.10層に黒褐色土少量混入。
15.褐色土 (10YR4/6)

12.褐色土(10YR4/6) 16.暗褐色土(lOYR3/4)
16.褐色土(lOYR4/4)

K62.000m 

特殊地形 (K-L)

1 .黒色土(lOYR1.7/1)

2.黒褐色土(lOYR3/2)

3.福色土 (10YR 4/6 ) 

4‘褐色土(lOYR4/6)

5. 黒モミオで (10YR1.7/1) 

6.黄褐色土 (10YR5/6)

7.黄褐色土 (2.5Y 5/4) 

8.褐色土(lOYR4/4) 特殊地形(I-J) 

9.寅褐色土 (2.5Y 5/4) 1 .にぶい黄褐色土(lOYR5/3) 

10.にぶい黄褐色土(10YR4/3) 2.灰貰掲色土 (10YR4/2)

11.明褐色土 (7.5YR5/8) 3.暗褐色土(10YR3/4)

12.明褐色土 (7.5YR5/8) 4.褐色土(lOYR4/4)

13.暗褐色土(lOYR3/4)17.褐色土(lOYR4/6) 5.褐色土 (7.5YR4/6)

14.黄樺色土(lOYR6/4)18.黄褐色土 (2.5Y 5 /6) 6.褐色土 (7.5YR4/6)

15.黄褐色土(10YR5/6)19.黄褐色土 (2.5Y5/6) 7.灰寅褐色土(lOYR4/2)

16.黒褐色土(lOYR2/3)20.黒掲色土(10YR2/3) 8.褐色土 (7.5YR4/6) 

21.黒褐色土(lOYR2/3) 

22.明寅褐色土(10YR 6/6) 

23.黒褐色土(lOYR3/2)

24.明褐色土 (7.5YR5/8)

25.黒褐色土(lOYR2/2)

26.黒褐色土(lOYR3/4)

27.樺色土 (7.5YR6/8)

28.黒掲色土(lOYR3/2) 

29.燈色土 (7.5YR6/8)

L 

G 62.，IOOm 

17.オリーブ黄色土 (5Y6/3)

18.黄褐色土 (2.5Y5/4)

19.黒色土(lOYR2/1)

20.黄掲色土 (2.5Y5/4)

21.褐色土(lOYR4/6) 日

1.黒褐色土(10YR2/2) 16.によ九、黄褐色土(10YR4/3)

2.暗褐色土(10YR 3/4) 17.にぶい黄褐色土(lOYR5/4)

3.黒褐色土 (7.5YR3/2)18.にぶい貰褐色土(10YR4/3)

4.寅褐色土(10YR5/6) ※1、2、3、8層が黒褐色系土層。

5.寅褐色土(lOYR5/8) 6、10層が黄色系地山土層。
6.褐色土 (10YR4/6)

7.明黄褐色土(lOYR6/6)

8.暗褐色土(lOYR3/4)

9.褐色土(10YR4/4)

10.黄褐色土(lOYR5/6)

11.現黄褐色土(lOYR6/6) 

12.黄褐色土(lOYR5/6)

13.にぶい賞掲色土(lOYR5/4)

14‘寅褐色土 (2.5Y 5/4) 

15.黄褐B土(lOYR5/6)

母国 特殊地形二上層断面図

- 16 



第5節

太平山地に水源を有する雄物川の一支流岩見}11沿いの段丘上には、旧石器時代から中世にいたる実

に多くの遺跡の存在が確認されている。台地全体が本格的に発掘調査されるようになったのは、岩見

}IIの北側にある和田丘陵の御所野台地からである。向台地にある遺跡群の発掘調査は、昭和56年から、

秋田市がニュータウン構想、として同地380hαを開発するのに先駆けて、 31遺跡、を事前調査したことに

始まる。その後、昭和53年新秋田空港建設計画に伴って、空港及びその周辺地域に対して、産業立地

の視点から基礎調査がなされ、その適地として、河辺町松関l集落の南側の岩見}II左岸の河岸段丘に位

寵する七曲台地が選定された。工事に先立ち、昭和58年、 59年の2ヵ年にわたって11遺跡の事前調査

が実施された。また、河地区ではその後、昭和60年に東北横断自動車道秋田線建設に伴う6遺跡、の発

掘調査を実施している。更にその後、平成9年、 10年、 11年の3ヵ年にわたって日本海沿岸東北自動車

道秋田象潟線建設工事に伴なって、 6遺跡の発掘調査が事前に実施されている。この地域における遺

跡の分布状況は、前述の調査された遺跡群のほか、平成9年の秋田空港アクセス道路整備事業の分布

調査などにより、次第に明かにされてきている。昭和60年3月に刊行された「七曲合遺跡群発掘調査報

告書Jによれば「この地域における遺跡数は、未命名のものも含めて67ヶ所を数えるに至っているjと、

報告されており、また、翌昭和61年11月に刊行された「東北横断自動車道秋田線発掘調査報告書1Jで

は更に8遺跡多い75遺跡と報告されている。そして近年確認されている遺跡を含めると100遺跡を超え

るものと思われる。以下では、発掘調査の実施されている遺跡を中心として概観してみる。

遺跡の大部分が御所野台地と戸島丘陵の平坦面標高30~60m前後に立地していることが確認できる。

和田丘陵には、その地形が急峻なせいもあってわずかに戸島館、和田城が確認されているに過ぎない。

県内における旧石器時代の調査例ほ、他の時代に比べ少ないのであるが、七曲台では、風無台 I遺

跡、風無台亙遺跡、松木台五遺跡、松木台盟遺跡の4遺跡、御所野台地では、下堤G遺跡、地蔵EEB

遺跡、下堤D遺跡の3遺跡が調査されているだけである。この内風無台rr遺跡及び松木台rr遺跡では、

台形様石器を主とする石器群があり、県内で初めて!日若器時代の遺構が検出された下堤G遺跡では、

米ケ森型台形石器を中心としており、石器組成に大きな違いをみせているのには興味深い。岩見}[[を

挟んで左右両岸における違いなのか今後の調査に注目したい。

縄文時代に入ると遺跡の数が一段と多くなる。時代は縄文持代前期から縄文時代晩期まであり、そ

の中でも特に縄文時代中期の遺跡が多く、御所野丘陵部における当該期の遺跡数は25を数えるまでに

至っている。その中で、中期後葉に属する住居跡は20遺跡で、約230軒検出されている。一方、

丘陵部における当該期の遺跡の中で注目されるのは、平成9年度に調査された松木台車遺跡(第2次調

査)である。中央に土坑墓としての可能性がある遺構と広場を設け、それを間むように住居や建物の

建つ環状集落として報告されている。特に住居の中に作られた複式炉の掘り込み部が、集落の中央を

向いていることや、廃絶に際しても決まりごとがあったと考えられている。

弥生時代になると遺跡の数は極端に減少する。御所野丘陵部では、地蔵田B遺跡、坂ノ上F遺跡、

狸崎A遺跡、湯ノ沢A遺跡、湯ノ沢F遺跡、湯ノ沢I遺跡、大杉沢遺跡があり、戸島丘陵部では、風

無台 I遺跡、風無台五遺跡、石坂台 I遺跡、石坂台rr遺跡、松木台 I遺跡がある。この中で閣の史跡

に指定された地蔵田B遺跡は、集落を楠で臨んだと思われる遺構が検出され、秋田県における弥生時

ヴ

i



第 2章遺跡の立地と環境

代の社会構造を知る手がかりを得たことになる。

古代においては、坂ノ上豆、湯ノ沢F、野形、深田沢、下堤A、下堤呂、下堤C、下堤D遺跡、大

杉沢遺跡、風無台 I遺跡、松木台五遺跡のみである。湯ノ沢F遺跡は、木棺を用いて埋葬された平安

時代土坑墓が40基検出されており、鉄万-帯金具-鉄鎖などが伴出している。

中世になると、先にも述べたように、 和田城跡、の他畑谷館など七つの域館が確認されてい

る。

以上、岩見)1[の河岸段丘…和田丘陵及び御所野丘陵にある遺跡を中心に述べてきた。ここ数年の間

に、日本海沿岸東北自動車道建設工事に伴なう緊急発掘調査など、この地域において再び大規模な開

発が行われるようになった。まだ報告書が刊行されていないが、平成9年度調査の松木台直遺跡(第2

次調査)、井戸尻台 I 遺跡、上野遺跡、平成11年度調査の岱 I~岱直遺跡などの整理が進むにつれ、

今後更にこの地域における歴史の全容が明らかにされることであろう。

註2 第4節に掲載した「特殊地形」は、検出して間もない頃、 SKF13・14・24・25フラスコ状土坑として調査を進め、その後SX

13・14・24・25性格不明遺構としていたものであるが、考古学的・地質学的見地から検討した結果、最終的に特殊地形とし

たものである。
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第2表周辺遺跡一覧表

番号 遺跡名 遺跡地図登録番号 所 在 地 調査年など 内 ，廿守鳥ー・ 文献

鎌 塚 1-280 秋田市豊岩石田坂字鎌塚 須慈器赤渇色土器 14・24
2 石田坂 1-281 秋田市農岩石田坂字上野 縄文(土器・石器) 14・24
3 小友沢 1-323 秋田市豊岩豊巻字小友沢 須恵器赤褐色土器 14・24
4 小勝田 1-324 秋田市豊岩豊巻字小勝田 フレーケ須恵骨量 14・24
5 内縄尻 1-325 秋田市豊岩豊巻字内縄尻 縄文(土器石器) 14・24
6 諏 訪 1-326 秋田市豊岩豊巻字諏訪 須恵音量赤褐色土器 14・24
7 白華域 1-329 秋田市豊岩豊巻字杉ノ下外 中i止城館(::t郭郭・帯f郭空調.~郭、陶磁器) 13・14・24
8 柳沢館 1-339 秋田市下浜入国字柳沢 中世減館(郭腰郭空侃.~郭) 13・14・24
9 坂 本 1-342 秋田市下浜名ヶ沢字坂本 製鉄炉鉄浮・繍'fIロ炉壁 14・24
10 久五郎館 1-343 秋田市下浜名ヶ沢字浦田坂本 中世城館(主郭庭図跡) 13・14・24
11 フ 館 1-344 秋田市下浜名ヶ沢字蓬田坂本 中世域書官 13・14・24
12 下堤 B 1-282 秋田市四ッ小屋小阿地字下堤 S62 縄(竪文穴中住期居集跡落・須(~恵E穴器伎)居跡・ニ七坑)、平安集落 9・14

13 下堤 A 1-283 秋田市四ッ小屋小両地字下堤 S 62 縄ト文土中坑期)平集安落集(~務E穴(竪住穴居住跡居・跡フラ土ス師コ器状)ピッ 9・14

14 下堤 C 1-284 秋田市四ッ小屋小阿地字下堤 S61、62 縄滋文・須(土恵器器))、奈良 +師 8・14

I 15 下堤 D 1-286 秋田市四ッ小屋小向地字下堤 S 56 !日石器、縄文則期中j窃集落、平安集落 14 
16 地 方 1-287 秋田市上北手強田字堤ノ沢 S61 縄文文晩期中期(土集坑落主主()援穴伎居跡・扱立柱建物跡)縄 7・14

1117 8 9 

ぷ口、 口υ 1-288 秋田市上北手猿田字堤ノ沢 S 61 縄文中期(察穴伎居跡土坑) 7・14
台 A 1-290 秋田市上北手古野字台 S 60 縄文中期集落(竪穴住居跡土坑土器石音寺) 6・14
坂ノ上 A 1-291 秋田市四ッ小屋小阿地字坂ノ上 縄構文)中期後期集落(~穴住居跡土坑配石遺 14・25

220 1 
坂ノ上 B 1-292 秋田市四ッ小屋小阿地字坂ノ上 縄文ililJ切(土器石俸) 14・25
域ノ上 E 1-293 秋田市四ッ小屋小阿地字坂ノ上 S 58 

焼窯)

て11' 製鉄炉炭 4・14

22 域ノ上 F 1-294 秋田市四ッ小屋小問地字坂ノ上 S 59 縄跡文)古中代期(土集師落器(竪・須穴恵住器居)跡土坑)、弥生(住居 5.14 

22226 3 4 5 

坂ノ上 D 1-295 秋田市四ッ小鹿小同地字坂ノ上 S 57 縄文中j関晩期(土器石器) 26・14
坂ノ上 C 1-296 秋田市四ッ小屋小阿地字坂ノ上 S 57 縄文中期娩期(土器石器) 26・14
下堤 F 1-297 秋田市四ッ小屋小阿地字下堤 S 59 縄文目trJ弱中期集落(竪穴住居跡土坑) 5・14
下堤 E 1-298 秋田市四ッ小屋小阿地字下堤 S59 縄文中期集落(笠穴住居跡土坑) 5・14

27 下堤 G 1-299 秋田市四ッ小屋小阿地字下堤 S 57 土旧坑石器)、縄文前期、縄文中期集落(竪穴住居跡 3・14

28 湯ノ沢 D 1-300 秋田市四ッ小屋未戸松本字湯ノ沢 S 59 、平安(炭焼 5・14
芸者)

29 深田沢 1-301 秋田市上北手古野字深田沢 S59 平須安慈集器落)(搬立柱建物跡竪穴住居跡・土師器・ 5.14 

30 野 形 1-302 秋田市上北手御所野字野形 S58 平安(怒穴住居跡・窯跡・土坑) 4・14
31 坂ノ下館 1-303 秋田市西ッ小屋小陣地字披ノ下 中世域自富 13・14
32 小阿地古墳 1-304 秋田市四ッ小屋小河地字坂ノ下 平Ji&安器古)墳(八花鏡・5主万蕨 ノJ

タ百 14 

33 坂ノ下 I 1-305 秋田市西ッ小屋小阿地字坂ノ下 縄文(土器石器) 14 
34 境ノ下 E 1-306 秋田市四ッ小屋小阿地字坂ノ下 線文(土器・石器)、奈良平安(須王室器) 14 
35 狸崎 A 1-307 秋田市西ッ小屋小問地字狸崎 S 59 縄(土文坑前墓期)弥集生落((住~居穴跡伎)居跡土坑)、縄文晩期 5・14

36 狸崎 B 1-308 秋田市四ッ小屋小陣地字鹿崎 日3、4 弥!日石生器(土、総器1) 10・11.14

37 秋大農場 1-309 秋田市四ッ小屋小阿地字狸崎 14 
38 地蔵田 A 1-310 秋田市四ッ小鹿未戸松本字地蔵田 H4、5 坑!日)石、弥器生、総(土文器前)期、平・中安期(須集葱務器(、 一』 11.14 

39 地蔵田 B 1-311 秋田市四ッ小屋未戸松本字地蔵田 S60、日7 生!日石集器洛、(総榔文木列中期跡集)落(竪穴住居致、'土坑墓)弥 6・14

40 湯ノ沢 C 1-312 秋田市西ッ小屋未戸松本字地蔵田 S 58 縄文中j悶集落(竪火住居跡土坑)、弥生(土器) 4・14
41 湯ノ沢 A 1 3 つ1ld つ 秋田市田ッ小屋未戸松本字湯ノ沢 358 

跡)

f認穴{体E耳i討"・十.Hl.J 弔五三i二({4二院 4・14

42 湯ノ沢 B 1-314 秋田市四ッ小鹿未戸松本字湯ノ沢 S57 
音器須慈音寺)

山.+坑入f安(土部 3.14 

43 野 :J:1ll 1-315 秋田市田ッ小康未戸松本字湯ノ沢 S57 縄文中期集落(竪穴住居跡土坑) 3.14 
44 湯ノ沢 I 1-316 秋田市四ッ小屋未戸松本字湯ノ沢 S60 弥生(土坑)、平安(土例器) 6・14

446 5 
湯ノ沢 E 1-317 秋田市田ッ小屋未戸松本字湯ノ沢 S 58 縄文後期(土坑石組遺構) 4・14
湯ノ沢F- 1-318 秋田市四ッ小屋未戸松本字湯ノ沢 S58、60 弥貨生・鍔(帯土金坑具土)坑裳)，f'tl 凶均 単品 4・14

47 湯ノ沢 H 1-319 秋田市西ッ小屋未戸松本字湯ノ沢 S58 縄文中期集落(土器石器)、弥生(土器) 4・14
湯ノ沢 G 1-320 秋田市四ッ小麗未戸松本字湯ノ沢 S58 縄文後期(土然石器) 14 
古野館 l…321 秋田市上北手古野四枚田 中世j成品宮(主事s.郭膝郭・帯郭空郷) 13・14
狐森 1-332 秋田市豊岩小山字狐森 縄文(土器石器) 14・24
山ノ沢館 1-333 秋田市下浜八回字山野沢 中i!i:城館(郭) 13・14・24
小山館 1-340 秋田市農岩小山字袖ノ沢 中i!i:域館(石毒症フレーク) 13・14・24
強清水 1-341 秋田市下浜八田字強清水 H8 縄文前期中葉(土坑柱穴状遺構) 26・14
堂平 33-12 河辺町諸井字山根108外 土郎官号須窓器石斧 14 
野田 33-13 河辺町諸井字中道206外 14 
和田域 33-14 河辺町和田字岡村148外 中世城館(~搬帯事ß.土E塁陶月刀人'首) 13・14
戸島館 33-16 河辺町戸島字戸島館79の5 中世主主館(~扱帯郭土塁陶片万人骨) 13・14
畑谷館 33-17 河辺町畑谷字蟹沢132 中世波書宮(~掘:l二塁土器片石室接) 13・14
風無台 I 33-18 河辺町松決j字風無台127 S58 

石奮l生旧B石)石穆、古器器)代、縄縄個{文掘文文I間 長除後物落期跡(竪日+穴ニ器銑住}円居筒跡F土層器d式B3E K 
1'14 

60 風無台 H 33-19 海辺町松制字風無台110 S 58 1.14 

- 20 -



第5節歴史的環境

番号 11 遺跡名 遺跡地図登録番号 所 在 t也 調査年など 内 容 文献

61 風無台 E 33-20 河辺町松淵字風無台127 S59 ゴニ坑1議事j片 1.14 
62 風無台 V 33-21 両辺町松淵字風無台72 S59 縄文中期後期(土器石器) 1.14 
63 お坂台 I 33-22 再辺町戸島字石坂台14 S 59 縄|ぬj文弱中(ご七j!J]器集・石落器(竪)、穴弥伎生居(土跡器)、)縄文前期後期 1.14 

64 石坂台五 33-23 河辺町戸島字石坂台52 S59 一.，会4 十吾号ー:広告号 1.14 
弥生(土器)

65 石坂台 E 33…24 河辺町戸島字石坂台232 S 59 縄文中期後期晩期(土器 Z玉音寺) 1.14 
66 松木台 I 33…25 河辺町松関j字松木台97 S 59 縄文前期中期後期(土器石器)、弥生(土;絞) 1.14 
67 松木台亙 33-26 河辺町松関i字松木台81 S59 !日石器、縄文後期晩期(土紫 1五銭)、古代(J不) 1.14 
68 餅田沢 I 33-27 河辺町松関i字餅田沢58 S 58 縄文(土器石紫) 1.14 
69 餅田沢 E 33-28 河辺町松関j字餅田沢56 S 58 縄居文跡中)期集落(竪穴住居跡)、縄文後期(感穴住 1.14 

70 松沢域 33-29 河辺町和田字松沢59のl 中世城館掬ゴ二塁) 13・14
71 長者森 33-30 河辺町和田字鶏沢183のl 須窓昔号 14 
72 坂本館 33-31 河辺町和田字舘脇18外 中世l成総 13・14
73 山崎山 34-1 雄和町田草JlI字山崎山 2買怒号号 14 
長者屋敷 34-2 雄和町棒川字長者屋敷38-1外 須恵昔号石.~ 14 
岩の沢 34-3 雄和町下黒瀬字湯野白岩の沢1 須J必号苦 14 
袖の沢 34… 4 雄和町椿JII字袖の沢87外 土器石器 14 
椿川館 34-5 雄和町椿川字地張山 中i担:城館(土器石器) 13・14
地張山 34-6 雄和町椿)'1字地張山58 土器布告号 14 
関田 34-7 雄和町椿JII字関田75 土器 14 
堤根 34-8 雄和町椿JII字堤根45 土器 14 
平沢 34-9 雄和町平沢字袖又11外 風字硯須窓器 14 
白山 34-10 雄和町平沢字白山70外 T:i器 14 
平沢舘 34-11 雄和町平沢字湯の沢73 中世j成館 13・14
自根館 34-12 雄和町平沢字水沢125 中i!t減館(珠洲陶片天日茶碗:zëj貫i 井戸~，ff.) 13・14
中大部 34-13 雄和町石田字中大部127外 須怒号号土師器 14 

86 小平の揃 34-14 雄和町平尾鳥字小平87 湯治場跡 14 
87 御倉館 34-15 雄和町平黒鳥宇中間26 縄文土器石~ 14 
88 菅生沢柵 34-16 雄和町平尾鳥字長田139、140 井戸跡 14 
89 平尾鳥域 34-17 雄和町平尾鳥字細田27 中1生成主官(建物跡升戸閥、土塁) 13・14
90 滝の沢 I 雄和町椿)'1字滝ノ沢 S 56 縄文前期(二lニ音量的節下隠 d'iI;) 22 
91 滝の沢 E 雄和町椿)'1字滝ノ沢 S 56 縄文土器 Z玉音量 22 
92 駒坂袋 I 雄和町棒)'1字駒援袋 S 56 ム引ノ、縄文前期 22 

2人コ円

93 駒坂袋 E 雄和町椿)'1字駒坂袋 S 56 総文晩期CH:賠鈎;)、縄文中期(土器) 22 
94 軽井沢 A 雄和町椿川 S 55 縄文土号号石器

(分布のみ)

95 軽井沢 B 雄和町椿)'1 S 55 縄文土援石器

日上
軽井沢 C 雄和町椿)'1 S 55 縄文ゴニ紫石器

上祭沢 河辺町戸島字上祭沢38上野3 H1 竪穴住E奇跡 21 
駒坂合 I 河辺町戸島字北ノ沢83 日l 縄文(土総石器) 21 

99 駒坂台 E 河辺町戸島字北ノ沢80 H1 
思縄近文代支前前(炭畑期焼~窯中問期)後団捌組(土炉器盤石石器遺)構 土居 石

21 

口百子 1:1坂台 N 河辺町戸島字七曲石坂台271外 S 60 2 

け川11110口02 3 1 4 

石坂台v[ 河辺町戸島字七白石坂台233外 S60 縄文l胤}切(ニiニ怨石総)、弥生 2 
石坂台四 河辺町戸島字七曲石坂台214外 S 60 縄文11IJ矧 i長期 lぬj綴(土禄石襟)、弥生(土器) ワ

石坂台¥1lI 河辺町戸島字七曲石坂台168-3外 S 60 総文中期後J!J](~穴住居劾;土器万吉~)、弥生 2 
石坂台lX 河辺町戸島字七曲石坂台281…1外 S 60 縄/ゴ文二百号中・目j!J]録集)務(竪穴住E奇跡)、縄文後期晩期 I 2 

ロ05 松木台国 河辺町戸島字松木台57外 S60・H9 j切 3!鬼2j号問、(縄土文諒 口

品可1守1主、 2・19

t子古野 秋田市上北手古野字向老方16外 H6 
秋大農場南 秋田市四ッ小屋未戸松本学地蔵田 H3 平|日安石(器t:E、厨縄劾文;) 

(感穴住115跡・土坑) 10 

円E子 井戸尻台 I 河辺町戸島字井戸尻台49外 H9 
弥生(ゴニ -~if)

綴yU免j羽 19 
H10(塚)

109 井戸尻台E 河辺町戸島字井戸尻台 総文11寺代(石匙) 15 
110 上 野 河辺町戸島学上野119-3外 日9 銚縄文)(土紫石総)、弥生命代~ì'喜(!迄穴H'Ii5 19 

111 奥椿岱 雄和町椿)'1字奥椿岱195-4B外 H10 寸.!i'f)副TIす伴、1m 20 
lぬ刻 J税、三j，(-I喜吾}

112 岱 I 河辺町畑谷字岱217-1外 Hll 総文(土器石器) 17 
113 岱 E 河辺町畑谷学岱134外 H11 縄文中期(!忍穴住居劾:土坑) 17 
114 岱 国 河辺町畑谷学岱286外 H11 縄文ニ(ゴニ務土石自1滋H持))、弥生(土坑ー土紫)古11:(竪 17 

115 上野立 再辺町戸島字上野32-1 縄文時代(土J:jcゴ二号号) 15 
116 大堤山 河辺町戸島学大堤山27…2 i~'f~j時代(者奇跡オニ~) 15 
117 重要 沢 I 河辺町畑谷字蟹沢143-10 日11 縄文時代(フレーク) 15 

(範確のみ)

118 未命名 河辺町戸島

1 l219 0 
杉ノ下 1-330 秋田市豊岩豊巻字杉ノ下 須怒号号 14 
中山 1-355 秋田子1J聾岩豊巻学中山 石器 14 
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第3章発掘調査の概要

第五7層 明褐色土(lOYR4/6) :粘性有、しまり強、やや赤味を帯びた粘土質の地山膚である。

※牧草地における互層に関しては、その造成及び耕作の時に撹乱を受けており、殆ど存在しない。

牧草地(立一時、藍-F) 

1 b層 黒褐色土(5YR2/2):しまり強、シルト質の表土層であり、耕作土である。麿厚は20~

40cmである。

第直属 結褐色土(lOYR3/3) :しまり強、やや粘土質の地山瀬移層である。層厚は5~30cmであ

る。

第五7層 明褐色土(7.5YR5/8):粘性有、しまり強、粘土質で堅いやや赤味を帯びた地山層であ

る。層厚は100cm前後である。

(真一題)

第 1b層 黒褐色土(5YR2/2):しまり強、シルト質の表土層であり、耕作土である。層厚は約

20cmで、ある。

第E層 暗褐色土(lOYR3/3) :しまり強、やや粘土質の地山漸移層である。層厚は約20cmである。

第五7層 明褐色土(7.5Y R5/8):粘性有、しまり強、粘土質で堅いやや赤味を帯びた地山膚であ

る。層厚は約120cmである。

第V層 オリーブ黄色土(5Y6/3):粘性有、しまり強、白色の粘土層である。

第百層 黄褐色土(2.5Y5/4):シルト質で、 V層と四層の漸移層である。

第百a層 オリーブ色土(5Y5/4):粘性無、しまり強の砂層である。

第百b層 オリーブ色土(5Y5/4):粘性無、しまり強の微粒子砂層である。

第理c層 オリーブ色土(5Y5/4):しまり強のシルト質層である。

第1唖層 明褐色土(7.5Y R5/8):しまり強、赤味の強い酸化した層である。

第JXa層 黄褐色土(2.5Y5/3) :しまり強、シルト質層である。

第JXb層 黄褐色土(2.5Y5/3):しまり強、粗砂層である。

第JXc層 黄褐色土(2.5Y5/3):しまり強、砂磯層である。

第2節調査の方法

発掘調査はグリッド法を用いた。調査区全域にグリッドを設定するため、調査区の北西側約刊行lほ

ど離れた位置にある、 3級基準点3-10を用いて、調査区の中心付近に中心杭(MA50)を打設した。こ

の中心杭を原点とする、国家座標第X系の南北方向に南北基準線Y軸を設定した。この基準線と車交

して、原点の中心杭を通る線を東西基準線X軸とし、これらX、Y両軸に4mx4m方娘メッシュを割

り付けた。また、南北基線には、北に4m進む毎に51、52、53・・・南に4m進む毎に49、錦、 47・・・と増

減する2桁の算用数字を付した。東西基線には、西に4m進む毎にMB、MC、MD...と正)1慎に、東

に進む毎にLT、LS、LR...と逆)1慣にアルファベット2文字の組み合わせを付した。各グリッドの

名称は、南東隅の交点の算用数字とアルファベットを組み合わせて、 MA50、MB51、MC52・・・の

ように呼称した。

遺構等の実測は、各グリッド杭を利用して測量し、縮尺は原則として20分のlとした。ただし、細

- 24 -



IIIIIIIIIILI J 

第2節調査の方法

G:l.:300m 

一一一一一一76
一一一一一-75

W 

一一一一70

1 b 表土:黒褐色土 (5YR2/2)
理 地山漸移層:暗褐色土(lOYR3/3) 
N. 地山土:明褐色土 (7.5YR5/8)
v. 白色粘土層:オリーブ黄色土 (5Y6/3)

一一一一一-G5 I V[. シルト層:黒褐色土(10YR3/2)
Wa 砂層:オリーブ色土 (5Y5/4)
Wb シルト・砂層:オリーブ色土 (5Y5/4)
四c シルト層:オリーブ色土 (5Y5/4)
VlII. 酸化土層-明褐色土 (7.5YR 5/8) 
DCa シルト 砂層:黄褐色土 (2.5Y 5/3) 

一一一-()O l衣 b 粗砂層“黄褐色土 (2.5Y 5/3) 
DCc 砂牒層・黄褐色土 (2.5Y5/3)

一向一一一一55

一一一一一四時50

一一町一45

一一一一-40

一四四一同一一九日

一一一一一-:l0
町田一一一一一 29

V 

VI 

V五a

iml-、
.ll 

V1Ic 

VllI 

医a

lXb 

lXc 

第12図 基本土層図案潟地点、と基本土層図(1)

F
h
J
V
 
つω



部
ω

湖

掛
高
一
謹
州
内

3
藷
端

F 

しまり仁1:1程度。粘性無

基本土器

(北側雑木林) 1 a. 表ニ黒色土(lOYR 2/1 ) 

II. 黒掲色土(lOYR:I/2) しまり中程度。

ID. 地i上!漸移層:詰褐色土(lOYR3/3) 粘性有

E 1;:1ユ()()m

しまり強。

D ~1)() 1l1 C 

まり強。(中央牧草地) 1 b.表土:黒褐色二上 (5YR2/2)

亜. 池山漸移層(lOYR3/3) しまり強。

t0 
σコ

J _Lli:l川 11

()2m  

基本土層間



部状況を表現するため適宜10分のlの縮尺で作成し、それぞれにレベルを記入した。これらの遺構平

面図と調査範囲図等から遺構配置図など必要な図面を作成した。

発掠調査における写真撮影は、遺跡や遺構・遺物を対象とする地上撮影を行ない、写真は35mm判カ

メラにモノクロフィルム、カラーリバーサルフィルムを装着し、必要に応じてネガカラーも用いた。

3節調査の経過

6月29日 河辺町戸島にある「戸島ふるさとセンター」にて作業員説明会を行う。午後に発掘器材を搬

入し、事務所周辺の草刈等、環境整備を行った。重機による表土除去及びグリッド杭打設

λ
ノ

7月 1日 ベルトコンベアー設置後、調査区北端から粗掘りを開始するo ME75区より最初の黒擢五

出土する。

7月3日 調査区北端71ラインまで粗掘りが終了する。 MC72区より土偶の足、 MG72区より最初の

石匙、 M註73区より最初の石箆が出土する。

7月6日 木根の除去と掘り下げの足りない部分の掘り下げを行ったo ME73区よりミニチュア土器、

MH72区より石錘、 MF71区より握痕がついた土製品が出土する。

7月10日 MD7012互において、 Tピットと思われるプランを確認する。 MG70区より凹石、 MG73区

より補修孔のある土器片が出土する。

7月14日 基本土層断面図の作成を開始する。

7月16日 MC67区より弥生土器数点が出土する。

7月2113 MF68区より砥石、 MD68区より最初の石鍛が出土する。

7月24日 MC らSKTllを検出する。

7月3113 雄和収蔵庫への遺物の搬入作業を行う。

8月3日 S 1 10より炉として使用されていた埋設土器を検出する。

8月4日 10の複式炉の調査を開始する。太田町立太田中学校の大野教頭先生の引率で、

ィールドワークのため、 6日までの予定で来跡する。

8月17臼 S 1 02の炉検出状況写真を撮影するo Tピット2基の精査を開始する。

8月18日 S 05の炉検出状況写真を撮影する。 SK19より土器が伏せた状態で出土する。
(設1)

8月24自 調査区東側のSX群の周辺部全体を掘り下げ、プランを確認する。 S 03の完掘写真を撮

る。 SK20より完形で出土した土器の写真を撮影する。

8月25日 S X13とSX25が地下でつながり、炭化物が検出された。文化諜の冨樫課長、

県秋田土木事務所小野課長補佐、地権者の山内氏が遺跡視察のため来跡する。

8月27日 LT  よりミー こL した。県秋 じめ4名が

め来跡、する。

9月 l臼 田 田 る口

9月2日 S を作成する。

9月3日 S る。 SK26より

-27 



第

る。また、 SK28よりほぼ完形の土器が伏せた状態で出土した0

9月48 50ラインまで粗掘りを終了した。

9月9日 B48区からほぼ完形の土器が出土し、 RP05として調査を開始した。

9月118 調査区東側の SX群の掘り下げを開始する。雄和町教育委員会職員・教育長及び県秋田土

が、遺跡の視察のため来跡する。

9月18日 S 40より炭化した木の実(栗)2点が出土した。雄和町立戸米川小学校の6年生15名が遺跡

め来跡する。雄和町教育委員会の職員数名が視察のため来跡する。

9月21日 40ラインまで粗掘りを終了した。

9月258 F よりミニチュア土器が出土した。

9月28日 13とSX25を結ぶトンネルの途中から、

よる排土除去を行う。

トンネルが伸びていることを確認する。

9月29日 S 02、

作成する 0

8日 S 区40より炭化した木の実(粟)4点が出土した。午後から、県秋田土木事務所の小野課長

10の炉 り、構築状況 した後、 し、土層断面図を

補佐をはじめ6名が視察のため来跡する。

7日 航空写真撮影のため調査区内のかたづけを行う。ベルトコンベア一、発電機を返却する 0

10月9日 午後より雄和収蔵庫への遺物の搬入作業を行う。その間に航空写真の撮影を行う。

12日 地山のレペリングを北端から開始する。

13日 調査区東側のS 群の全景写真を撮影する。シートや器材等の用具洗いを行う 0

15日 文化庁の小林克文化財調査官、文化課の武藤祐浩学芸主事が来跡する。

16日 地山のレペリング及びS 群平面図の作成を終了する。発掘器材-用具の搬出を行う。

198 調査長東側のS 群の土層断面図を作成する。午後に県秋田土木事務所の小野課長補佐が

来跡 フ。

20日 う。午後に、各方面へ発掘調査が終了したことと、

る。

を終 る。

註l 本文仁1=1のSX群及びSX13・14・24・25性格不明遺構は、検出当時、 SKF13・14・24・25フラスコ状土坑として調査を進め、
その後SX13・14・24・性格不明遺構としたものである。更にその後考古学的な見地からはもとより、地質学的な見地か
らも検討した結果、最終的に特殊地形としたものである。
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第 l節検出遺構と出土遺物

調査の結果、縄文時代中期後葉の複式炉を伴なう竪穴住居跡が4軒、縄文時代の土坑が32基、焼土

遺構が7基、陥し穴遺構(すピット)が2墓、集石遺構がl基、柱穴様ピットが22基の計68基の遺構が検

出された。南北に長い調査区を北側、中央部、南側と分けた場合、北側調査区から集中して遺構が検

出された。その数は68基中34基の遺構が確認された。一方南側においては、僅か5基の土坑が検出さ

れたに過ぎない。残りの34基は中央部からの検出であるが、 22基が柱穴様ピットであることから、北

側に比べれば遺構の密度が低い。調査区中央部東寄りから検出した特殊地形は、検出時点にはSKF

(フラスコ状土坑)13・14・24・25として調査を始め、間もなく SKFからSX(性格不明遺構)13・14・24・

25に変更して調査を進めてきたものであるが、遺構としての性格付けが難しくなり、地質-地形的分

野からも検討してきた。結果は前述のように、特殊地形として整理作業を進めてきた。出土した遺物

は、土器に関しては縄文時代中期後葉のものが圧倒的に多く、全体の8割近くになる。その他として

は、出土量は少ないものの、縄文時代前期後葉から縄文時代中期前葉にかけての土器や縄文時代後期

前葉、晩期後半から弥生持代にかけての土器が出土した。

(1)竪穴住居跡

S 刊 2(第16図~第四図、図版2)

MG75を中心にして、北側一部がMG76、東側一部がMF75グリッドにかかっている。略円形のプ

ランとして確認した。調査区の北端平坦部から斜面にかけて構築されたもので、南側の掘り込みが深

く、側壁もしっかりしているのに対して、北側の掘り込みが浅く、側壁-床面の検出に難儀した。規

模は、長軸(東一西)4.15mX短軸(南-北)3.64 m、確認面からの深さが、北側0.1mほど、南側O.

38mほどでありほぼ垂直に立ち上がる。床面は平坦で堅くしまっている。

炉の形態は複式炉であり、南側と北側に1基ずつ合計2基検出した。南側の複式炉を最初に検出した

時点では、北側に炉の石組部に使用した礁の上部が確認できた程度であった。調査の結果、北東側の

複式炉を廃絶した後、埋める様に床を構築し直して南西側に新しい複式炉を構築したものと考えられ

る。南西側側壁に接する新しい時期の複式炉は、住居の中心から土器埋設部・石組部・浅い掘り込み部

に分けられ、全体が扇形に近い。土器理設部に使われた土器は大木10式期の深鉢形土器で、口縁から

腕部にかけて存在し、下半分が欠損しているかたちで正位に据えられていた。沈線の内部にはLR縄

文が施されている。石組部に使用された石は、 20~30cmの磯6{屈を、ほぼ円形に据え、その内側が加

熱されて変色していた。一方、北東側側壁に接する古い時期と思われる複式炉は、住居の中心から土

器樫設部-石組部・浅い掘り込み部に分けられ、全体が扇形に近い。土器埋設部に使用された土器は大

木9式期~10式期の深鉢形土器で、廃絶後に抜き取られたのか全体の4分のl程度しか残っておら

底部が無い状態で検出された。沈線の内部にはLR縄文が施されている。石組部は南側石組部より一

り大き目に構築され、南東側に礁が抜き取られたと思われる痕跡が確認できた。炉に使われた埋設

土器はどちらも縄文中期後葉から末葉の深鉢形土器である。
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第4章調査の記録

柱穴は、床面に4基確認された。壁溝は確認できなかった。

出土した遺物は、土器片が122点、複式炉の土器埋設部に使用された深鉢形土器が新!日炉各l点(l・

2・3が新炉からの出土で同一個体、 4が18炉からの出土)、石器は全部で18点出土した。出土した土器

の殆どが沈線によって文様が描かれており、縄文部と無文部に区画される大木9式期~10式期にかけ

てのものである。それらの土器に混ざって、土器11と土器19のように朱塗りの土器片も出土した。第

19図の五器21は、つまみ部の中軸線にほぼ平行する刃部をもっ縦型の石匙、石器20は、つまみ部の中

軸線と直角に交わる刃部をもっ横型の五匙、石器22・24は、二次調整痕の有る剥片石器、石器26は、

使用した痕跡の有る剥片石器、石器23は、磨り面が確認できる白石である。以上のことから、本住居

の時期は縄文時代中期後葉と考えられる。

S I03(第20図~第22図、図版3)

調査区の北側MG70・71グリッドに位置する。略円形のプランとして地山面で確認した。検出した

場所が牧草地となっているため、壁の上位部が耕作時に削平されたものと思われ、僅かに掘り込みが

確認できる状態であった。その確認時のプランをもとに、セクションベルトを設定し、土層を観察し

ながら掘り下げるという調査であった。規模は、長軸(南-北)3.80m X短軸(東一西)3.50 m、確認面

からの深さが約0.1mほどで、住居全体均一である。床面から側壁にかけてやや外傾して立ち上がる。

床面は平坦で堅くしまっている。

炉の形態は複式炉であり、住居中央から土器埋設部・石組部・浅い掘り込み部に分かれ、北側壁に接

するように構築されている。土器埋設部に使われた土器は大木10式のキャリバー形の深鉢形土器で、

口縁から胴部にかけて存在し、正伎に据えられていた。沈線の内部にはLR縄文が施されている。石

組部に使用された石は、埋設土器に接する位置にある石が最も大きく、 20~30cmの磯7個をほぼ円形

に据え、その隙間に小さ目の擦を重ねるように据えている。内面は焼成を受け煤けているものや変色

しているのが確認できた。浅い掘り込み部には、柱穴と考えられる円形の浅いピットが検出された。

柱穴は、床面lこ2墓、複式炉の浅い掘り込み部に1基確認された。壁溝は確認できなかった。

出土した遺物は、土器片が71点、複式炉の土器埋設部に使用された深鉢形土器1点、石器は全部で

15点出土した。出土した土器の殆どが大木9式期-~10式期にかけてのものである。第22図の38はスグ

レイパ一、 37は磨り面の確認できる凹石、 36は打撃痕のある扇子した磨り石である。ただし、住居と

してのプランを確認する前に、その上位面からRL縄文が施された深鉢形土器27と28が出土している。

おそらくこの住居に伴なう土器であると思われる。以上のことから、本住居の時期は縄文時代中期後

と考えられる。

S I05(第23図~第25図、図版4)

MF73・74、MG73・74に位置する。調査区の北端に近い斜面から平坦部によがり切ったところに構

築されている。東側をSK08に切られているためその側躍を確認できなかった。当初明確にプランを

確認するまでには至らず、焼土や土器片の出土が顕著であり、精査する過程で炉跡を検出し、住居で

あることを確認した。規模は、長斡(南-北)3.94 m X短軸(東一西)3.38 m、確認面からの深さが約

0.3mほどであり、ほぼ垂直に立ち上がる。床面は平祖で堅くしまっている。
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炉の形態は複式炉であったと考えられ、北西側に、住居中心に近いほうから土器埋設部・石組部-浅

い掘り込み部に分けられ、全体が扇形に近い。土器埋設部に使われた土器は大木10式期の深鉢形土器

で、下位部3分のlが欠損しており、かなり脆くなっていた。沈線の内部にはLR縄文が施されている。

石組部は壁に向かつて20~30cmの礁が2個ハの字に据えられていた。

柱穴は、複式炉の土器埋設部の西側に1基、東側に1基、それぞれが一直線上にくるように検出した。

出土した遺物は、土器片が141点、複式炉の土器埋設部に使用された深鉢形土器l点、石器は全部で

9点出土した。出土した土器の殆どが大木9式期~10式期のものである。第25図55は盲孔軽石製品、 54

は敵石、石器52は磨り石、石器53は使用痕が確認できる剥片石器である。他は剥片チップである。以

上のことから、本住居の時期は縄文時代中期後葉~末葉と考えられる。

S I 10(第26図~第28図、図版5)

MD75、ME75グワッドを中心にして位置し、北側一部がMD76、ME76にかかっている。調査区

の北端部平場から斜面にかけて構築されたもので、その西側約6m先にはS1 02がある。 S1 02と同

様に南側の掘り込みが深く、側壁もしっかりしているのに対して、北側の掘り込みが浅い。木の根に

よって撹乱されており、住居北側壁が確認できなかった。規模は、長軸(東…西)約4.00m X短軸(南

一北)約3.68m、確認商からの深さが、北側0.15mほど、南側0.45mほどであり、ほぼ垂直に立ち上

がる。床面は平坦で堅くしまっている。

炉の形態は複式炉であり、住居の中心から北側に向かつて土器埋設部-石組部・浅い掘り込み部に分

けられ、全体が長扇形を呈している。土器埋設部に使われた土器は大木10式期の深鉢形土器で、口縁

から胸部にかけて存在し、下半分が欠損している状態で正位に据えられていた。沈線の内部にはLR

縄文が施されている。石組部に使用された石は、 20~30cmの磯3個が埋設土器に近いところに据えら

れ、あとはほぼ円形に縦長擦を立てた状態で一部2段重ねをして構築している。注白すべきは、石組

部から浅い掘り込み部に移る聞に30~40cmの擦を袖石状に2個東側に据えていることである。西側に

も同様にあったものと考えられるが、 l個は外れてすぐ北西側にあるのが確認できた。石西部内側が

焼成を受けて変色していた。

柱穴は、住居の内外とも確認できなかった。

出土した遺物は、土器片が21点、複式炉の土器埋設部に使用された深鉢形土器1点、石器は全部で3

点出土した。出土した土器には、土器57r-_，土器62のように底部のみ出土し、それから上の部分が出土

していないものが多い。土器63は小さいながらも沈線によって丁寧に施文され、縄文部と無文部に区

画されている。一方、第28閣66は二次調整痕のある剥片石器である。 64・65は使用痕が確認できる剥

片石器である。以上のことから、本住居の時期は縄文時代中期後葉と考えられる。

に
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S 102 

B SI02(A-B) 

1.明褐色土 (7.5YR5/8) しまりやや強。

南側に炭化物混入。

2.黒褐色土 (7.5YR2/2) しまり強。撹

乱部有。

3.掲色ご!こ(lOYR4/4) しまり強。焼

土粒子混入。

F 

S I02 (C D) 

1.明褐色土 (7.5YR5/8) 粘性有・しま

りやや強0

2.黒褐色土 (7.5Y R 2/2) しまり強。東

側にシルト質褐色土少量混入。撹乱部有。

3.掲色土(lOYR4/4) しまり強。焼

土粒子混入。

日

。
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♀ G1.400m 

S 102新!日炉 (A-B)

1.褐色土 (7.5YR4/4) 粘性有・しまり強。炭化物焼土粒子少量混入。

2.褐色ゴニ (7.5YR4/6) 粘性有・しまり強。炭化物-焼土粒子多量混入。

黒褐色土(lOYR2/3) しまり弱。炭化物 焼オニ粒子多量混入。

赤褐色土 (2.5Y R 4/6) しまり強。カチカチに硬い!習。

黒褐色土(10YR2/2) しまり弱。炭化物層。

陪褐色土 (7.5Y R 3/4) しまり弱。炭化物焼土ブ口、ソク多量:混入。

黒褐色土(10YR2/3) しまり中。炭化物多量混入。

褐色土 (7.5YR4/6) 粘性有・しまり強。炭化物・焼土粒子多量混入。

9.褐色土 (7.5YR4/4) しまり弱。炭化物・焼土粒子少量:混入o

10.褐色土 (7.5Y R 4/4) しまり弱。

11.赤褐色オニ (5YR4/6) しまり強。カチカチに硬い属。

12.赤褐色土 (2.5Y R 4/6 ) しまり強。カチカチに硬い層。

13. :fJ¥l包土 (7.5YR4/6) 粘性有・しまり強。(貼!末)

¥ ¥ 14 闘色土 (7.5YR3/4) しまり中。炭化物焼土粒子多量混入。

¥ ¥ S 1021日炉 (C D) 
¥ ¥ 1.賂赤褐色ゴ二 (5YR3/6) しまり強。カチカチに硬い)音。炭化物混入。

¥J， 1 2.極陥褐色土(10YR2/3) しまり弱。ボロボロした感じ有。
3.褐色土(lOYR 4/日) 粘性有・しまり強。

)ifr'k戸J!Jl設 t侃 4・黒褐色ゴ二(lOYR 2/3 ) 相生有・しまり強。
褐色1:(7.5YR 4/6) 粘性有・しまり強。硬い!習。炭火物-焼土粒子多量混入。

6.絡褐色土 (7.5YR3/4) しまり中。炭火物・燐ゴ二 l層より多量混入。

7.褐色二iニ(10YR4/4) しまり中。 E症状に地山土混入o 炭化物混入。

8.褐色土 (7SYR4/6) しまり中。焼土粒子・炭

火物多量混入。カチカチに縫い1tt土ブロック混入。
9.祭褐色土 (10YR 2/3 ) しまり弱。炭化物層。

焼土多民混入。

※51習が鮎床と忠、われる。 i也山士と褐色土の混合関で硬

い!留である。
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S 103 (A-B、C-D)
1.黒褐色土 (7.5YR3!2) しまりやや強。

2.暗褐色土 (7.5YR3!3) しまりやや強。

撹乱部有。(2層、 3層混ざり合っている。)

3.撞色土 C7.5YR6!8) しまりやや強。

撹乱部有。

B 

F 

S 103炉 (I-J) 

1 暗褐尽ナ (10YR3/3) しまりやや強。

木担による撹乱部右。

2.褐色土 (7.5YR4!4) しまり強。径20

~30rnmの焼土ブロック混入。炭化物徴量混入。

3.黒色土(lOYR1.7!1) しまり強。

S 1 0:1ク〕炉

と炉
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第23図 S I 05竪穴住居跡と炉

っ、u
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斗
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S 105 (A-B) 

1.黒褐色土 (7.5YR3/2) しまりやや強。

炭化物混入。

2.撞色土 (7.5YR6/8) しまりやや強。

炭化物混入。木根による撹乱部有。

3.褐色土 (7.5Y R 4/4 ) しまり強。炭化

物混入。 l層と 2層の撹乱層。

S 105 (C -D) 

1.黒褐色土 (7.5YR3/2) しまりやや強。

炭化物混入。

2.撞色土 (7.5YR6/8) しまりやや強。

炭化物混入。木根による撹乱部有。

3.掲色土 (7.5YR3/4) しまり強。炭化

物混入。 l層と 2層の撹乱層。

4.暗赤褐色土 (2.5YR5/8) しまり強。

焼土躍。

S 105炉 (E-F)

1.極暗赤掲色土 (5YR2/4) しまり中。

炭化物・焼土粒子混入。

2.褐色土 (7.5YR4/6) 粘性有・しまり

中。地山層。混入物・混入土主張。

3.黒褐色土(lOYR2/3) しまり中。 炭

化物層。

4.暗褐色土(lOYR3/4) しまり中。

5.暗赤褐色土 (5YR3/6) しまり強。カ

チカチに硬い層。

1m 
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第25図 S I 05竪穴住居跡出土遺物
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S 1 10 

F 1.黒褐色土 (7.5YR3/2) しまり中。シ
一一一 ル卜 3%程度混入。撹乱部分有。
2.樺色土 (7.5YR6/8) しまりやや強。
炭化物微量、混入。撹乱部分有。

3.黒色土 (7.5Y R 2/1 ) しまりやや弱。
炭化物混入。経 3~10胴程度の焼土粒子徴量

混入。

4.援色土 (2.5YR 6/8) しまり中。焼土
層。

5.赤色土(lOYR4/8) しまりやや強。
焼土層。

6.明掲色土 (7.5YR5/6) しまり中。 1、
2層が木根により撹乱された感じ。炭化物徴

量混入。

ぷ GIAJOm H 
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5G炉埋設土器

o 10cm 

56 II  I 

しまり強。

しまり強。ボロ

4.褐色土 (7.5YR4/4)
5.褐色土(lOYR4/6) 

ボロした感じ有。

S 110炉
1 .褐邑土 (10YR4/6) しまり弱。ボロボロした感じ有。ブロック状に黒色土混入。
焼土粒子、炭化物多量混入。

2.暗褐色土 (7.5YR3/4)
3.暗褐色土 (7.5YR3/4)

S I 10竪穴住居跡炉と出土遺物

しまり中。カチカチに硬い焼土粒子・炭化物混入。

しまり中。カチカチに硬い焼土粒子・炭化物混入。

第27闇
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第3表 51竪穴住居跡一覧表

遺構番号 区 平面形 長径m 短径m 深さ m 出土遺物数 炉 柱穴 時期 備考

S 1 02 MF75 略円形 4. 15 3.64 0.38 土器122 複式炉 4基 中期後葉
MG75 石器18 新IB2
MG76 慕検出

S 1 03 MG70 略円形 3.80 3.50 0.10 土器71 複式炉 3基 中期後葉
MG71 石器15
MH70 
MH71 

S 1 05 MF73 楕円形 3.94 3.38 0.30 土器141 複式炉 2基 中期後葉
MF74 石器9
MG73 
MG74 

S 1 10 MD75 略円形 4.00 3.68 0.45 土器22 複式炉 検出 中期後葉
MD76 石器3 され

ME75 ず

ME76 
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(2) 

器長醐(第29図)

調査区北西端MH74グリッドに位量する。西側半分は調査区外にあり東側半分を検出する。黒褐色

土の半円プランとして直層で確認した。規模は、長斡(南-北)2.5m、短斡(東一西)1. 66 mの楕円形

と推測できる。確認面からの深さは、1.31 mで、壁は播鉢状の底面から緩やかに外傾しながら立ち上

がる。埋土は8層に分層された。底面はやや凹凸があるものの、概ね平垣である。出土遺物は上位8層

から縄文土器小破片2点出土したが、流れ込みと考えられ、土坑の時期を決定するには至らない。

5民(第29図)

調査区北西側MF73グリッドを中心に、一部MF72グリッドにかかる位置にある。木根によって撹

乱を受けているが、暗褐色土の略円形のプランとして誼層で確認した。規模は、長斡(東一西)0.9m、

短軸(南…北)0.7mの不整楕円形を皐している。確認、商からの深さは、 0.33mで、底面直径0.241程、

壁は播鉢状を呈した底面から緩やかに外傾しながら立ち上がる。埋土は2層に分層できた。底面は木

根による撹乱部があり、やや凹凸していて、部分的にしまりがない。出土遺物は、底部から縄文土器

小破片がl点出土した。

S民07(第30図)

調査区北西側MG72グリッドに位置する。木根によって撹乱を受けているが、暗褐色土の略円形の

プランとしてE層下面で確認した。規模は、長軸(南西一北東)1. 31 m、短軸(東一西)1. 21 mの略円形

である。確認面からの深さは、 0.14mと浅く、壁は鍋成状を呈した底部から緩く

2層に分層できたが、木根によって撹蓄しを受けた部分がある。出土遺物は無い。

S民08(第29図)

る。埋土は、

調査区北西端MF73とMF74に跨るように位置する。当初は切り合いのない単独の不整な長楕円形

プランとして盟層で確認したが、北西側でS105を切っていることが判明した。規模は、確認した時

点より大きくなり、長軸(北西-南東)2.3m、短軸(北東一南西)1. 46 mの長円形である。確認、面から

の深さは0.28mを数え、凹凸のある底面から緩やかに外傾しながら立ち上がる。埋土は2層に分層で

きた。 69は太い沈線によって縄文部と無文部に区画している土器破片である。 70はL 縄文を施した

口縁部に近し、破片である。石器は、使用した痕跡のある郡片が2点(67と出土した。

審院 6(第30図、図版6)

調査区北東側MC72グリッドに位置する。中心部が結褐色土であり、その周囲が地山土と謁色土が

斑状に混ざり合った不整な円形プランとしてE層で確認した。規模は、長軸(宿-北)1. 04 m、短軸

西)1. 02 mの円形を果している。確認面からの深さは、 0.72mであり、壁は平坦な底面から比較

的急角度で立ち上がり、断面はU字形を呈する。埋土は4麿に分躍できた。出土し

器破片が6点である。 72は、太い沈線によって縄文部と無文部に区画している土器破片である。

$民17(第31図、国版6)

調査区北東側MD72グリッドを中心に、南側一部がMD71にかかる位置にある。中心部が黒色土で

あり、その周囲の地山土と褐色土が斑状に混ざり合っており、周囲の地山土との境が鮮明でない状態

した。規模は、長軸(南-北)1. 44 m、短軸(東一西)1. 23 mの楕円形を呈している。確認面から

の深さは、 1.20mあり、壁は、堅くしまっている平坦な底面か る。埋土は、
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して塘め戻されたものと考えられ、埋め戻された時点では、 2膚が最上部であり、その後、中心部が

落ち込みl層が堆積したものと考える。出土した遺物は、土器破片14点、石器5点である。 74はLR縄

文が施された土器で、補修孔が穿たれている。 73は摩滅が著しいが、太い沈線によって無文部と縄文

部とに区画された土器である。 76は先端部が蔽打によって欠損したものと考えられる。 75は二次加工

が施された剥片布器である。

$筏 18(第30図、図版6)

調査区北東側MC72.MB72グリッドに位置する。中心部が地山褐色土が混入した黒色土であり、

その周間に地山土と褐色土が斑状に混ざり合った不整な円形として確認した。規模は、長軸(北西一

南東)1. 72 m、短軸(南西一北東)1. 46 mの楕円形を呈している。確認商からの深さは、1.01 mあり、

壁は、東西軸と南北軸では異なっており、東西軸では堅くしまっている平損な底面から、垂直に立ち

上がるが、南北軸ではオーバーハング、し袋状を呈している。理土は、一括して埋め戻されたものと考

えられ、理め炭された時点では、 2層が最上部であり、その後、中心部が落ち込み1層が堆積したもの

と考える。出土した遺物は、土器破片山点である。 71は、沈線によって縄文部と無文部とに区画した

土器である。

$医 19(第32図、図版6)

調査区北西側MH67.MH68グリッドに位置する。中心部に黒色土があり、その周囲に地山土と褐

色土が斑状に混ざり合った不整な円形として確認した。規模は、長軸(東一西)1. 42 m、短軸(南-北)

1.38mの略円形を呈している。確認、面からの深さは、 0.70mあり、壁は、堅くしまっている平担な底

面から、内湾気味に立ち上がり、中央付近で外傾しながら関口部に至るものと考える。埋土は、一括

して埋め戻されたものと考えられ、埋め庚された時点では、 4層が最上部であり、その後、中心部が

落ち込みl層が堆積したものと考える。遺物は、 77のLR縄文が施された腕下半分の深鉢形土器が、

底部が上を向いた状態で出土した。接合しなかったが77の土器と同一偲体である78が破片として6点

出土した。石器は剥片チップ6点出土した。

S長20(第33図、図版7)

調査区北側MC68・69グリッドに位置する。中心部に黒色土があり、その周囲に地山土と褐色土が

斑状に混ざり合った不整な円形として確認した。規模は、長軸(南一北)1. 64 m、短軸(東一西)1. 52 m 

の略円形を呈している。確認面からの深さは、 1.04mあり、壁は、堅くしまっている平坦な底面から、

やや外傾して立ち上がる。埋土は、一括して埋め戻されたもので、埋め戻された時点では、 2層が最

上部であり、その後、中心部が落ち込みl層が堆積したものと考える。遺物は81の鉢形土器が、底部

から口縁が東側を向き斜めに傾いた状態で出土した。最大径となる頚部に突起のある変形工学文が施

された半精製土器であり、 4つの突起のある口縁部内側には口縁波状に沿って1条の沈線が、その下に

水平に沈線がl条、計2条の沈線が引かれている。更に口唇部にも沈線が引かれている。その他、剥片

がl点出土した。

S民21(第33図、図版7)

調査区北側MC68グリッドに位置する。中心部に黒色土があり、その周囲に地山土と褐色土が斑状

に混ざり合った輪郭が不鮮明な不整円形として確認した。規模は、長軸(東一西)1. 32 m、短軸(南一

北)1. 26 mの略円形を呈している。確認、面からの深さは、 0.98mあり、壁は、堅くしまっている平坦
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な底面から、やや外傾して立ち上がる。埋土は、一括して埋め戻されたもので、 7層に分層でき、埋

め戻された時点では、 2層が最上部であり、その後、中心部が落ち込みl層が堆積したものと考える。

遺物は剥片l点が出土した。

事長22(第34図、図版7)

調査区北側MD68グリッドに位置する。地山土と褐色土が斑状に混ざり合った輪郭が不鮮明な不整

円形として確認した。規模は、長軸(東一西)1. 26 m、短斡(南-北)1. 04 mの略円形を呈している。確

認、面からの深さは、 1.06mあり、壁は、堅くしまっている平坦な底面から、ややオーバーハング、し袋

状を皇している。埋土は、一括して壊め戻されたもので、 5層に分層できた。 4層は混入土-混入物の

ない地山土である。遺物は摩滅が著しい土器破片が3点出土した。 83の土器はその内の2点が接合した

ものである。その他にはプランを確認する前にその上面から、 84の土器が出土している。 83と84は接

しなかったものの同一倍体である。掘り込みを確認したのはE層地山面であるが、実際はそれより

上面から掘り込まれたと推測できる。

$箆23(第32図、図版7)

調査区北側MC71グリッドに位置する。中心部に黒色土があり、その周簡に地山土と褐色土が斑状

に混ざり合った輪郭が不鮮明な不整円形として確認した。規模は、長軸(南-北)1. 28 m、短軸(東一

西)1. 20 mの略円形を呈している。確認、面からの深さは、 0.90mあり、壁は、堅くしまっている平坦

な底面から、南西側がややオーバーハングするものの、ほぼ垂直に立ち上がる。埋土は、一括して埋

め戻されたもので、 4層に分層できた。埋め戻された時点で、は、 2層が最上部であり、その後、中心部

が落ち込みl層が堆積したものと考える。 2層は混入土・混入物のない地山土である。遺物は土器破片

が4点出土した。 79の土器はその内の2点が接合しほぼ完形に復元できたものである。口径6.7cm、底

径3.7cm、器高6.1cmの小型の土器である。 80は、沈線によって縄文部と無文部とに区画した土器であ

る。

S K26(第35図、図版8)

調査区北側MF66・67グリッドに位置する。直径1mを超える黒色土の不整円形プランの周囲に、地

山土と褐色土が斑状に混ざり合った輪郭が不鮮明な土が入り込んでいた。規模は、長軸(東一四)1.

42m、短斡(南-北)1.36mの略円形を呈している。確認面からの深さは、 1.02mあり、壁は、堅くし

まっている平坦な底面から、中央部までやや内傾し、その後関口部に向かつて外傾して立ち上がる。

一括して埋め戻されたもので、埋め庚された持点では、 2.3層が最上部であり、その後、中心部が落

ち込みl層が堆積したものと考える。焼土粒子や炭化物の混入が多く、拳大ほどの礁が確認できた。 6

層に分層できた。出土した遺物は、摩滅した土器底部の破片が3点、 85はその内の2点が接合したもの

である。飴土には粗い砂が混入しており、内面には炭化物が付着している。

$長27(第34図、図版8)

調査区北側ME66グリッドに位置する。中心部に黒色土があり、その周囲に地山土と褐色土が斑状

に混ざり合った輪郭が不鮮明な不整円形として確認した。規模は、長戦(東…西)1.54 m、短軸(南一

北)1. 44 mの略円形を果している。確認面からの深さは、 0.56mあり、壁は、堅くしまっている平坦

な底面から、北東側が中央部までややオーバーハングするものの、ほぼ垂直に立ち上がる。理土は、

一括して埋め戻されたもので、 5層に分層できた。埋め戻された時点では、 2層が最上部であり、その
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後、中心部が落ち込みl層が堆積したものと考える。出土した遺物は、縄文土器小破片が3点、剥片が

1点である。

長鵠(第36図、図版8)

調査区北側 65グリッドに位置する。地山土と褐色土が斑状に混ざり合った輪郭が不鮮明な不整

円形として確認した。規模は、長斡(東…西)1. 12 m、短軸(南-北)0.92 mの略円形を呈している。確

認街からの深さは、 1.01mあり、震は、堅くしまっている平坦な底面から、北西側が中央部までやや

¥ングするものの、外傾しながら立ち上がる。埋土は、一括して埋め戻されたもので、 7層

できた。出土した遺物は、縄文土器小破片が8点である。 88は底部が土坑底面から正位の状態

で、また20cmほど南西方向に離れた位置に伏せた状態で腕部より上の部分が出土したものである。口

縁部が外反し、頚部に屈曲部をもち、 1条の沈線が平行に巡り、体上部に最大径があり以下直線的に

底部に至る深鉢形土器である。胴部にはLR縄文が施されている。

S長鈎(第36図、図版8)

E64グリッドに位置する。中央部の地山土が目立つように、褐色土と斑状に混ざり

った輪郭が不鮮明な不整円形として確認した。規模は、長軸(東…西)1. 52 m、短軸(南一北)1. 28 m 

の楕円形を呈している。確認面からの深さは、 0.67mあり、躍は、堅くしまっている平坦な底面から、

南西側が中央部までややオーバーハング、するものの、外傾しながら立ち上がる。埋土は、一括して埋

め戻されたものであり、 2層地山土が確認面で一部確認できる。 7層に分層できた。出土した遺物は、

二次調整が加えられた剥片石器87がl点である。

$民(第35図、図版9)

調査区北側MF64グリッドを中心にして、一部MF63グリッドにかかる位置にある。中心部に黒色

土があり、その周罰に地山土と褐色土が斑状に混ざり合った輪郭が不鮮明な不整円形として確認した。

規模は、長斡(東…西)1. 38 m、短軸(南-北)1. 34 mの略円形を呈している。確認、面からの深さは、

0.62mあり、壁は、堅くしまっている平坦な底面から、北東側がややオーバーハングするものの、ほ

に立ち上がる。埋土は、一括して埋め庚されたもので、 7層に分層できた。埋め庚された時点

では、 2層が最上部であり、その後、中心部が落ち込み1層が堆積したものと考える。口縁部を欠いた

¥ングした位置から、底部が壁に付き横倒しの状態で出上した

ほか、縄文こと器破片が8点、剥片が2点出土した。

S区(第37図、図版9)

調査区北側MC65グリッドに位置する。中心部に黒色土があり、その期間に地山土と褐色土が斑状

に混ざり合った輪郭が不鮮明な不整円形として確認した。規模は、長軸(東…西)1. 22 m、短軸(南一

北)1. 16 mの略円形を呈している。確認面からの深さは、 0.56mあり、壁は、堅くしまってい

な底面から、南西側がややオーバーハングするものの、やや外傾しながら立ち上がる。埋土は、一括

きた。 自土した遺物は89のl点のみであり、側面に磨った痕跡されたもので、

のある長楕円形の磨石である。

S院32(第37図)

円形と

リッド

した。規模は、長軸

地山土と

西)0.96m、

り合った輪郭が不鮮明

(南一北)0.90 mの略円形を呈している。確
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認、面からの深さは、 0.31mあり、震は、堅くしまっており、東側に傾斜している底面から、外傾しな

がら立ち上がる。埋土は、一括して埋め戻されたもので、確認面と同じ土が底面まで堆積している 0

4層に分層できた。出土した遺物はない。

$長33(第37図)

調査区北側MC66グリッドに位置する。 30cmx 15cm程度の自然礁の下に、それより大き自のピット

状のプランを確認した。規模は、長職(南-北)0.4m、短軸(東一西)0.22 mのピット状の楕円形を皇

している。確認面からの深さは、 0.26mあり、壁は、堅くしまっているが窪んだ部分のある底面から

外傾しながら立ち上がる。埋土は1層からなる。出土した遺物は、縄文土器小破片l点である。

暴民34(第37図)

調査区北側MF64グリッドに位置する。褐色の円形プランとして確認した。規模は、長軸(南-北)

0.80m、短軸(東一西)0.70mの略円形を呈している。確認商からの深さは、 0.24mあり、壁は、堅く

しまっている平坦な底面から、やや外傾しながら立ち上がる。埋土は3層からなる。出土した遺物は、

縄文土器小破片1点である。

器長39(第38図)

調査区中央東側LS57グリッドに位置する。暗褐色土の円形プランとして亜層から確認した。規模

は、長軸(南-北)1. 22 m、短軸(東一西)1. 14 mの略円形を呈している。確認弱からの深さは、 0.61m 

あり、壁は、やや凹凸のある底面から、東側半分が緩やかに立ち上がり、西側半分はほぼ垂直に立ち

る。埋土は4層からなる。出土した遺物は無い。

$長特(第39図、図版9)

調査区中央南寄り LT49グリッドを中心にして、一部LT50グワッドにかかる位置にある。炭化

物-焼土粒子が多く混入した黒褐色の円形プランとして確認した。規模は、長軸(南-北)1. 72 m、短

軸(東一西)1. 60 mの略円形を呈している。確認、面からの深さは、 1.08mあり、壁は、堅くしまってい

る平坦な底面から、やや外傾して立ち上がる。埋土は、一括して埋め戻されたもので、 9層に分層で

きた。 壊土中には、 45cmx 25cmの自然、i擦が30cmx 15cmの自然礁の上に立つように検出された。出土し

た遺物は、縄文土器破片が69点、剥片が2点、炭化した栗が6点出土した。出土した土器破片97から

lûl ・ lû3 ・ lû4 ・ lû7 ・ lû9~ム無文地に数条の沈線により文様を描き、弧状のj光線が加えられたものであ

る。 100・106は沈線の内部にさらに間隔が狭く京都¥沈線が施されている。 102・105は、櫛状工具により

間隔の狭い平行沈線を措いた後、さらに太い沈線によって文様を描いたものである。 108は斜行する

平行沈線を交差させ網目状の文様を描いたものである。これら出土した土器からこの土坑の持期は、

縄文時代後期前半である。なお、炭化栗は放射性炭素年代測定及び種実同定分析を実施しているので

第5章を参照して頂きたい。

$氏刺(第38図、図版9)

りLT49グリッドに位置する。炭化物・焼土粒子が多く混入した黒褐色の円形プラ

ンとして確認した。規模は、長軸(南西一北東)1. 20 m、短軸(東一罰)1. 10 mの略円形を呈している。

確認面からの深さは、 0.78mあり、 くしまっている平坦な底面から、やや外傾して立ち上が

る。埋土は、一括して;埋め戻されたもので、 5層に分層できた。壊土中には、 15cmx 7cmと25cmx 15cm 

の自然燥が接するように検出された。出土した遺物は、縄文土器破片がれ点である。出土した土器破
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片92と96は、緩やかな波状口縁で、隆帯と沈線を巧みに組合わせて文撲を描いている。 93から95は無

文地に数条の沈線により文様を描き、弧状の沈線が加えられたものである。 91は、粘土紐の貼付と深

い沈線によって文様が描かれたもので、貼付された粘土紐には縄文原体の側面庄痕が施されている。

これら出土した土器からこの土坑の時期は、縄文時代後期前半である。

$民科(第40図)

調査区中央南寄りMB47・48グリッドに位置する。黒褐色の楕円形プランとして確認、した。規模は、

長職(東一酉)1. 64 m、短軸(南-北)1.16mの不整な楕円形を皇している。確認、面からの深さは、 O.

45mあり、壁は、堅くしまっているが、出凸のある底面から、外傾して立ち上がる。埋土は、一括し

て埋め戻されたもので、 4層に分膚できた。出土した遺物は無い。

$民51(第38図)

調査区中央やや南寄りMB52・53グリッドに位置する。黒褐色の円形プランとして確認した。規模

は、長軸(東一西)0.88m、短軸(南一北)0.76mの略円形を呈している。確認面からの深さは、 0.27m

あり、壁は、堅くしまっているが、北側に低く傾斜している底面から、やや外傾して立ち上がる。埋

土は、一括して埋め戻されたもので、 3層に分層できた。出土した遺物は無い。

$長55(第40図)

調査区最南端LS29とLT29グリッドに跨る位置にある。当初赤褐色の焼土-焼土範閤長軸(南一

北)1. 01 m、短軸(東一西)0.44m、厚さ0.12mを検出し、その精査中に下から褐色土の円形プランと

して確認した。規模は、長軸(南-北)1. 46 m、短軸(東一西)1. 34 mの略円形を呈している。確認、面か

らの深さは、 0.37mあり、壁は、堅くしまっているが、南側にやや低く傾斜している底面から、外傾

して立ち上がる。壊土は、一括して埋め戻されたもので、焼土層を含めて5層に分層できた。出土し

た遺物は、縄文土器小破片6点、剥片l点である。土器破片の殆どは、沈線によって無文部と縄文部に

区画されたものである。

事院58(第40図)

調査区南端LT30とMA30グリッドに跨る位置にある。黒褐色土の円形プランとして確認した。規

模は、径0.74mの略円形を呈している。底面が北側を除いて2段になっており、確認面からの深さは

浅い面で0.20湖、深い面で0.44mある。援は、堅くしまってし、て、平坦な底面から、外1領して立ち上

がる。埋土は、一括して埋め戻されたもので、 3層に分躍できた。出土した遺物は、縄文土器小破片5

115の二次加工痕のある剥片石器l点である。土器破片の殆どは沈線によって無文部と縄文部に区

画されたものである。

$民59(第41図)

調査底南端LT30グリッドに位置する。当初30cmx 20cmの自然、石が立った状態で検出され、その下

に黒褐色土のピット状不整プランとして確認した。規模は、長軸(東一西)0.90 m、短軸(南一北)O. 

36mの瓢箪形を呈している。底面は2設になっており、凹凸のある西側成部と東側が柱穴様ピットと

も考えられる鍋底状を呈している。確認面からの深さは西側の低い面で0.20m、東側の深い面でO.

44mある。壁は、堅くしまっている。埋土は、一括して埋め戻されたもので、 2層に分層できた。出

土した遺物は、縄文土器小破片2点と石器が2点である。 118はサイドに二次加工を施し、刃部を作出

したスグレイパーであり、 116は磨った痕跡のある礁である。 117の土器は沈線によって無文部と縄文

d
品
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第 l節検出遺構と出土遺物

部に区画された文様が描かれたものである。

$箆60(第42図)

調査広南端LT32グリッドに位置する。粗擬りの段階で土器片がまとまって出土し、精査の途中で

磨り面のある磯石器が出土し、その周囲に不整楕円形プランがあるのを確認した。規模は、長軸(南

一北)1. 44 m、短軸(東一西)0.92 mの長円形を呈している。確認、面からの深さは0.36mを測る。壁は、

堅くしまっていて、平坦な底面から外傾して立ち上がる。埋土は一括して埋め戻されたもので、 5層

に分層できた。その内4層は焼土と炭化物からなる層である。出土した遺物は、縄文土器小破片17点、

剥片石器が2点、機石器2点である。 121から124の土器は、縄文が施されている。 125は使用した痕跡

が確認できる剥片石器である。 126は磨った痕跡があり、 127と同様に作業するときの台石としての機

能もあったと推測できるo

S民高1(第41図)

調査区北西側M 1 63グリッドに位置する。黒色土の不整楕円形プランとして確認、した。規模は、長

軸(南東一北西)1. 62 m、短軸(南西一北東)0.92mの不整な長円形を呈している。確認、面からの深さは

0.46mを測る。壁は、堅くしまっていて、凹凸のあるボウル状底部から緩く外傾して立ち上がる。埋

土は一括して埋め戻されたもので、 4層に分層できた。出土した遺物は、剥片石器が3点である。 120

は使用した痕跡が確認できる剥片石器であり、 119は二次加工を施し、全体的に円形を皇した石器で

ある。

S K62(第43図)

調査区南側MB39グリッドに位置する。火山灰を想定させる砂状黄褐色土の円形プランとして確認

した。規模は、長軸(東一密)0.65m、短軸(南-北)0.63mの略円形を呈している。確認面からの深さ

は0.23mを測る。援は、堅くしまっていて、東に傾斜した底部からほぼ垂直に立ち上がる。埋土は自

然堆積と判断できる。 3膚に分層できた。出土した遺物は無い。
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第4章調査の記録
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S K06 
1.暗褐色土 (7.5YR3/3) しまり強。シ

ルト 5%混入。
2.燈色土 (7.5Y R 6/8) しまり強。斑状

に 1層混入。

3.撞色土 (7.5YR6/8) しまり強。斑状

にl膚混入。

S K04 (A-B) 
1 .黒褐色土 (7.5Y R 3/2 ) 
2.暗赤褐色土 (5YR3/2)
3.賠褐色土 (7.5Y R 3/4 ) 
4.暗褐色土 (7.5Y R 3/3) 
5.黒褐色土 (7.5YR3/2)

しまり強。

しまり強。

しまり強。

しまりやや強。

しまり強。

6.黒色土(lOYR2/1) しまり中。
7.黒色土(lOYR2/1) しまり中。撹乱

部有。

8.樺色土 (7.5YR6/8) しまり強。
9.撞色土 (7.5YR6/8) しまり強。撹乱

あり。

10.黒褐色土(lOYR2/2) しまり強。

ダ69

@ 

A 

亀

y-= 
S K08 

S K08 
1.褐色土(lOYR4/4) しまりやや強。
木根による l、2層の撹乱部分有。

2.明黄褐色土(lOYR6/8) しまり強。
地山土。混入物・混入土無。
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第 l節検出遺構と出土遺物

SK18 

1.黒色土(10YR1.7/1) しまり弱。径 l

~3 皿謹度の焼土粒子・炭化物多量混入。

2.暗掲色土(lOYR3/4) しまり中。

3.暗褐色土(2層)に地山土が斑状に混入し

た層。

4.暗褐色土(2層)に地山土が斑状に混入し

た層。

5.褐色土(10YR4/4) しまり中。
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SK07 

1.踏褐色土 (7.5YR3/3) しまり強。

2.樺色土 (7.5YR6/8) しまり強。撹乱

部有。

。
71 

B 

戸
{
(
)
。
ザ
.
N
。

B 

A 

S K16 
1.黒色土(lOYR1.7/1) しまり弱。焼土

粒子混入。(灰のような土が、窪地にたまっ

た感じ)

2.褐色土(lOYR4/6) 粘性有・しまり

強。地山ブロック多量混入。

3.褐車土(10YR4/6) 粘性有・しまり

強。地山ブロック多量混入。 2層と悶じ0

4.暗褐邑土(lOYR 3/4 ) しまり弱。炭

化物混入。

10cm 

72 
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第4章調査の記録

口i

A B 

S K17 

62.600m..lL 

SK17 

1 .黒色土 (lOYRl.7/1) しまり中。径 l

~5mm程度の地山粒子・炭化物混入。

2.褐色土 (lOYR4/6) 粘性有・しまり

強。地山層で、混入物・混入土無。

3.暗褐色土(lOYR3/4) しまり中。斑
状に地山土混入。

~ ~-~日
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遺物
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5 K 19 ~ 

υ¥ Bυ| 

S K19 

1 .黒色土(lOYR1.7/1) しまりやや弱。

地山ブロック混入。

2.褐色土 (7.5Y R 4/6) しまり強。

3.褐色土 (10YR4/6) しまりやや弱。

4.黒褐色土(lOYR2/2) しまり弱。地

山ブロック混入。

5.黒褐色土(lOYR2/3) しまり弱。地

山ブロック混入。

6.暗褐色土 (10YR3/3) しまり弱。地

山ブロック混入。

B 
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5 K23 

S K23 

1.黒色土(lOYR2/ 1) しまり中。径 l

~2 阻の地山粒子・炭化物多量混入。

2.褐色土(lOYR4/6) しまり弱。斑状

に褐色土混入。下位のほうが黒っぽくみえる。

3.褐色土 (10YR4/6) 粘性有・しまり

強。上位部で褐色土混入。

4.黄褐色土(lOYR5/6) 粘性有・しま

り弱。

第 1節検出遺構と出土遺物
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第4章調査の記録

62.800m 

n 
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In ~本
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S K21 

S K21 

1.黒色土 (10YR1.7/1) しまり中。炭化物・地山粒子少量混入。
2.暗褐色土(lOYR3/4) しまり中。地w粒子多量混入。
3.褐色土 (10YR4/6) 粘性有・しまり強。ブロック状に2謄混入。
4.掲色土(lOYR4/6) 粘性有・しまり強。ブロック状に2層混入。
5.褐色土(lOYR4/4) しまり中。地山ブロック多量混入。
6.褐色土(lOYR4/4) しまり中。地山ブロック多量混入。
7.黒褐色土(lOYR2/3) しまり中。炭化物・地山ブロック多量混入。

S K20 
黒色土(lOYRl.7/1 ) しまり弱。炭化物・焼土粒子混入。
暗掲色土(lOYR3/4) しまり中。径 1~3rnrn寵度の地111粒子混入η
3.褐色土(lOYR4/4) しまり中。
4.褐色土(lOYR4/4) しまり中。
5.褐色土(lOYR4/6) 粘性有・しまり強。地山層。
6.褐色土(lOYR4/6) 粘性有ーしまり強。地山層。
7. 2層と地l上jブロックの混合層。

=ごごここ二二ヱコ臨
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第33函 sく20・事長2 と出土遺物
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SK22 
1 .暗褐色土(10YR3/4) しまり中。炭
化物徴量混入。斑状に地山土混入。

2.にぶい黄褐色土(lOYR5/6) 粘性有・
しまり強。上位に褐色土混入。

3.にぶい黄褐色土 (10YR 5/6 ) 粘性有
しまり強。上位に褐色土混入。

4.褐色土 (10YR4/6) しまり弱。ポロ
ボロした地山ブロック。混入物・混入土無。

5.黒褐色土(10YR2/3) しまり弱。最
も黒っぽく見える層。
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S K27 
1 .黒色土(lOYR1.7/1) しまり中。炭化
物・焼土粒子多量混入。

2.黒褐色土(10YR2/3) しまり中。炭
化物・焼土粒子少量混入。

3.黒褐色土 (10YR 2/2) しまり強。
4.暗褐色土(lOYR3/4) 粘性有・しま
り強。斑状に地山土混入。

5.暗褐色土 (10YR3/4) 粘性有・しま
り強。斑状に地山土混入。
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第4章調査の記録
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S K30 

S K26 
1.黒色土(lOYR1.7/1) しまり中。径 1mm
程度の焼土粒子-炭化物混入0

2.黒褐色土(lOYR2/3) しまり弱。地
山ブロックの混入多い。

3.暗褐色土(lOYR3/3) しまり弱。斑
状に地山土混入。

4.褐色土(lOYR4/6) しまり弱。斑状
に地山土混入。

5.黒褐色土(lOYR3/2) しまり弱。斑
状に地山土混入。

6.暗褐色土(lOYR3/4) しまり強。炭
化物混入。

S K30 
1.黒色土(lOYR1.7/1) 粘性有・しまり
中。佳 1~3 聞のカチカチした焼土粒子多量

混入。炭化物少量混入。

2.黒褐色土(lOYR2/3) しまり中。径
1 ~3lßrnのカチカチした焼土粒子少量混入0
:1 .措掲色土(lOYR3/4) 粘性有・しま
り中。

4 .暗褐色ニi~. (lOY R 3/3 ) 粘性有・しま
り中。斑状に地山土混入。 遺物
5.暗褐色土(lOYR3/3) 粘性有・しま
1')中。斑i犬に地山土混入。
6.褐色土(lOYR4/6) 粘性有・しまり j立1情
強。混入物・混入土無。

7.黒褐色土(lOYR2/3) しまり中。

第35図 $民26・SK30土坑と出土遺物
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B 

SK28 

1 .黒褐色土 (10YR2/2) しまり強。炭
化物・焼土粒子多量混入。

2.黒褐色土(lOYR2/3) しまり付九径
1~5mrnの地山粒子多量混入。

3.掲色土(lOYR4/6) 粘性有・しまり
強。斑状に褐色土混入。

4.褐色土(lOYR 4/6 ) 粘性有・しまり
強。斑;伏に褐色土混入。

5.賠褐色土(lOYR3/4) 粘性有・しま
り中。斑状に地山土混入。

6.暗褐色土(lOYR 3/4 ) 粘性有・しま
り中。 賀状に地山土混入。

7.黒褐色土(lOYR3/2) 粘性有-しま
り中。斑状に地山土埠入。

S K29 

1.黒褐色土(lOYR2/3) しまり強。
2.褐色土(lOYR4/6) 粘性有・しまり強。混入物・混入土無。
3.にぶい寅掲色土(lOYR4/3) 粘性有・しまり中。 2 層褐色ニL~混入O
4.黒褐色土(lOYR2/2) しまり中。一番黒っぽく見える層。
5.褐色土(lOYR4/6) 粘性有-しまり強。
6.賠褐色土(lOYR3/4) 粘性有・しまり中。斑状に地lLi土混入。
7.暗褐色土(lOYR3/4) 粘性有・しまり中。斑:伏に地山土混入。

R8 j立H;年
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S K31 

_A_ (i2 . 900 111 89 B 

SK31 
卜黒褐色土(lOYR2/3) しまり強。カチカチした佳 1~5 鵬の

焼土粒子・地山粒子多量混入。炭化物徴量混入。

2.褐色土(lOYR4/6) 粘性有・しまり中。

3.黒褐色土(lOYR2/3) しまり中。地山粒子・炭化物混入。

4.暗褐色土(lOYR3/4) しまり中。

"--ノ/
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@ 

S K33 

S K33 
1.暗褐色土 (7.5YR3/4) しまり強。

ム~( ¥ 1 JL 
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S K32にλ3 
B 

S K32 

1.黒褐色土(lOYR 2/3) しまりやや弱。
地山粒子混入。炭化物(粒)徴量混入。

2.明褐色土 (7.5YR5/6) しまり強。黒
褐色土混入。

3.明褐色土 (7.5YR5/6) しまりやや強。
黒褐色土混入。

4.明褐色土 (7.5YR5/8) しまりやや強。
黒褐色土混入。

@ 
In 
c、
tv 

CtJ 
こ2
o 
ヨ A

/η 

ん S K34 

。
強
。
や
。

強

や

強

ハ
ノ
れ
り

h
り

ま

ま

ま

ー
し
】
し

1
し

つ
釘
つ
d

G

O

，r
，r
，，，
f

，，r' 

つd
今

d

R

U

R

R

R

 

Y

Y

Y

 

ロd
F
h
d

ロリ

門

i
ウ

i
η
i

土

土

土

色

色

色

褐

褐

掲

M
黒

暗

明

K
 

Q
U
τ
1
9
ω
η
J
 

遺物

遺構

第37図 $民31.S医32・事長33・$民斜土坑と出土遺物

64 -



正生

SIくヰi

A 

S K39 ム
N

。J
叫

|

B
一

62.100m 
2 

S K39 
1.暗掲色土(lOYR3/3)
サラサラ感有。

2.明褐色土 (7.5YR5/6)
3.暗褐色土(lOYR3/4)
4.明褐色土 (7.5YR5/6)
上部北側しまり弱。

しまりやや弱。

しまり強。

しまりやや弱。

南側しまり強

第 l節検出遺構と出土遺物

B 
92 

B 

SK41 
1.暗褐色土(lOYR3/3) 粘性やや有
しまり強。径5~10聞の炭化物が多量混入。
2.褐色土 (7.5YR4/4) 粘性有・しまり
やや強。筏 3~5 捌の炭化物徴量混入。 l 層

の混入有。

3.賠褐色土(lOYR3/3) 粘性有・しま
り弱。径 5~10四の炭化物混入。地山土少量

混入0

4 .にぶい黄積色土(lOYR7/4) 粘性や
や有・しまり強。白色粘土混入。

5.倍褐色土(lOYR3/3) 粘性やや有
しまり弱。径 3~5 百unの炭化物徴量混入。

@ 

B 

S K51 

門
戸
戸

(
)
C

B 

S K51 

1.黒褐色土(lOYR2/3) しまりやや弱。ややサラサラした感じ有。
2.明褐色土 (7.5YR5/6) 粘性有-しまり強。

3.明褐色土 (7.5YR5/6) 粘性有・しまり強。

ハh
げハコ

91-95 

第38図 S K3宮・霊長41.皐箆51土坑と出土遺物
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二
川 OS'Z9J

~ 
S K44 

_:6_()2.300m 

S K44 

1 .黒褐色土(lOYR2/3) しまりやや弱。

サラサラした感じ有。地山土混入。

2.暗褐色土(lOYR3/4) しまりやや弱。

サラサラした感じ有。 l層と 3層の混合層。

3.褐色土(lOYR 4/6 ) しまり強。やや

サラサラした感じ有。

4.褐色土(lOYR4/6) 粘性やや有・し

まり強。

司
114 B A 

S K58 

S K58 

1.黒褐色土(lOYR2/3) しまり強。中

央部に多量の炭化物混入。地山粒子が壁際多

量混入。

2.褐色土(lOYR4/6) 粘性有・しまり

中。斑状に l層混入。炭化物徴量混入。

3.褐色土(lOYR 4/6 ) 粘性有・しまり

中。斑状に l層混入。炭化物徴量混入。

B 

B 

第 l節検出遺構と出土遺物

⑨ 
@ 

B 

コド根による撹乱

S K55 

卜赤褐色土 (5YR4/8) しまり強。焼土層。徴最に4層混入。

2.暗赤褐色土 (5YR3/6) しまり強。焼土層。徴量に 4層混入。

3.暗褐色土 (7.5YR3/3) しまり強。焼土粒子徴量混入。

4.暗褐色土 (7.5Y R 3/3 ) しまり強。径 3~5mmの地山粒子混入。

5.黒褐色土 (7.5YR3/2) しまり強。

謀議船 U
+_，.~、むぷ ~F""~"" :t........ ・ 1111 

ー
ハ

U-
lhu-

口

ζ二>

戸入

J
1
1
 

噌

l
g
A

111-114 

選前

第40図 S K44・SK55・$長58土坑と出土遺物
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信五
¥

j

f

v

A

 

¥六

O
一s

100m 

S K59 

1.黒褐色土(10YR2/3) しまり中。炭
化物・焼土粒子徴最混入。

2.暗褐色土(lOYR3/3) しまり中。炭
化物少量混入。壁際に地山土ブロック混入。

t 

117 
ζ二二ごご〉

モを

SK 61 

1 .黒色土(10YR 2/1 ) しまり中。炭化
物少量混入。

2.黒褐色土(10YR2/3) しまり中。炭
化物・地山ブロック少量混入。

3.暗褐色土(10YR3/4) 粘性有・しま
り中。斑状に地山土混入。

4 .黒褐色土(10YR2/3) しまり rj:'o斑
状に地IlJ土混入o

116 

i国 sく鵠・sくS

- 68 
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⑨ 

S K60 

A_ (12.000111 126 

SK60 

1.黒褐色土(lOYR2/3) しまり中。
2.黒褐色土(lOYR 2/2 ) しまり中。径
lOmm謹度の炭化物多量混入。

3.暗褐色土(lOYR3/4) しまり中。底
部に焼土ブロック有。

4.極措赤褐色土 (5YR2/3) しまり中。
焼土粒子・炭化物が多量混入。

5.黒褐色土(lOYR2/3) 粘性有・しま
り強。焼土粒子・炭化物多量混入。

<三〉

h
H
ハハ

υ

第I節検出遺構と出土遺物

出「ーにつ
12G 

121-125 

o 

12()'127 

民60十土1fと
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S K62 
1.黄褐色土 (2.5Y 5/6) しまり中。東側

一粗白砂質層。西側一木目細かい砂質層。

A 6l.300m ，"  B 

2.黒褐色土(10YR2/2) しまり弱。
3.掲色土(lOYR4/6) 地山層。

事長

第ヰ表 $民

番号 区 平面形 長軸m 短軸m 深さ m 底面標荷m

SK04 MH74 楕円形 2.50 1. 66 1. 31 61.350 

SK06 MF72・73 不整楕円形 0.90 0.70 0.33 62.194 

SK07 五在G72 略円形 1. 31 1. 21 O. 14 62.410 

SK08 五在F73・74 不整な長円形 2.30 1. 46 0.28 62.039 

SK16 MC72 略円形 1. 04 1. 02 0.72 61. 570 

SK17 MD71・72 楕円形 1. 44 1. 23 1. 20 61. 344 

SK18 MB72 楕円形 1.72 1. 46 1. 01 61. 166 
五丘C72

SK19 MH67・68 略円形 1. 42 1. 38 0.70 62.134 

SK20 MC68・69 略円形 1. 64 1. 52 1. 04 61. 618 

SK21 MC68 略円形 1. 32 1. 26 0.98 61. 768 

SK22 MD68 略円形 1. 26 1. 04 1. 06 61.764 

SK23 MC71 略円形 1. 28 1. 20 0.90 61. 495 

SK26 MF66・67 略円形 1. 42 1. 36 1. 02 61.815 

SK27 ME66 略円形 1. 54 1. 44 0.56 62. 148 

SK28 五在D65 略円形 1. 12 0.92 1. 01 61.690 

SK29 ME64 楕円形 1. 52 1. 28 0.67 62.126 

SK30 MF63・64 略円形 1. 38 1. 34 0.62 62.109 

SK31 MC65 略円形 1. 22 1. 16 0.56 62.286 

SK32 MD64 盟各円形 0.96 0.90 o含31 62.437 

SK33 1¥1C 66 楕円形 0.40 0.22 0.26 6ムつd・にミJ1iハv 

SK34 MF64 略円形 0.80 O. 70 0.24 62.501 

SK39 LS57 略円形 1. 22 1. 14 0.61 61. 332 

SK40 LT49・50 略円形 1. 72 1. 60 1. 08 60.983 

SK41 LT49 略円形 1. 20 1. 10 0.78 61.287 

SK44 MB47・48 不整な楕円形 1. 64 1. 16 0.45 61.825 

SK51 MB52・53 間各円形 0.88 0.76 0.27 61.936 

SK55 LS29 略円形 1. 46 1. 34 0.37 61. 695 
LT29 

SK58 LT30 部各円形 0.74 0.74 0.44 61. 344 

MA30 

SK59 LT30 ひょうたん形 0.90 0.36 0.44 61. 604 

SK60 LT32 長円形 1. 44 0.92 0.36 61.422 

SK61 MI63 不整な長円形 1. 62 0.92 0.46 62.020 

SK62 MB39 略円形 0.65 0.63 0.23 記録なし

- 70 -

出土遺物数 備考

土器2

土器1

なし

土器7五器2

土器6

土器14石器5

土器10

土器2石器6

土器石器

石器1

土器3

土器4

土器3

土器3石器1

土器8

石器1

土器6石器2

石器1

なし

土盟官庁1

土器l

なし

土器69石器2

炭化物6

土器21

なし

なし

土器6石器l

土器5石器1

土器2石器2

土器17石器4

石器3

なし



第 l節検出遺構と出土遺物

(3) 

器調的(第44図)

調査区北端部ME73グリッドに位置する。木根によって撹乱を受けている。確認時点では、直径約

1mの範囲内に赤褐色土が散在していた。規模は、長軸(南西一北東)1. 06 m、短軸(南東一北西)O. 

90mの不整である。焼土が確認できる深さは、検出面から0.14mである。出土した遺物はない。

器関15(第44図)

調査区北端部MF73グリッドに位置する。確認時点では、直径約1mを超える範囲内に赤褐色土が

散在していた。規模は、長軸 西)1.38限、短軸(南-北)0.90mの不整形である。焼土が確認でき

る深さは、検出面から0.14mである。出土した遺物は縄文土器破片が4点である。何れも摩滅が著し

い。 128は口縁部であり、沈線によって区画された文様が描かれている。

$関35(第44図)

調査区北端部MC52グリッドに位置する。確認時点では、重径約0.5mの範囲内に赤褐色土が数在

していて、特に中心部の赤変の度合いが強く感じられた。規模は、長軸(南西一北東)0.49 m、短軸

(北西-南東)0.40mの不整形である。焼土が確認できる深さは、検出面から0.18mである。出土した

遺物はない。

$時36(第44図)

調査区中央南寄り LT49グリッドに位置する。確認時点では、長軸(東一酉)に対して北側が南側に

比べて赤変の度合いが強く感じられた。規模は、長軸(東一西)1. 14 m、短軸(南一北)0.27mの不整形

である。焼土が確認できる深さは、検出面から0.12mである。出土した遺物はない。

$時46(第44図)

調査区北側東寄り LT66とMA66グリッドに跨った位置にある。確認時点では、直径約1m.の範関

内に赤褐色土が散在していて、特に中心部の赤変の度合いが強く感じられた。規模は、長軸(南一北)

1.06m、短軸(東一西)0.68 mの不整形である。焼土が確認できる深さは、検出額から0.14mである O

L 出土した遺物は129の土器破片1点である。摩滅が著しいが、縄文原体による側面圧痕を施した臼縁に

近い破片である。

露関ヰ7(第44図)

調査区北側西寄りMH70・71に跨った位置にある。産経約1mの範閤内に赤褐色土が確認でき、特に

中心部の赤変の度合いが強く感じられた。規模は、長軸(南-北)0.62 m、短斡(東一西)0.48mの不整

形である。焼土が確認できる深さは、検出面から0.12mである。出土した遺物は剥片チップ3点であ

る。

露関特(第44図)

調査区北側西寄りME72とMF72に跨った位置にある。 3ヶ所から焼土を確認した。規模は、長軸

-西)1. 42 m、短軸(南-北)1. 04 mの範囲内にある。焼土が確認できる深さは、検出面から0.22m

である。出土した遺物は、石器が焼土内より7点、周罰より4点である。その中の8点は黒曜石である。

ーl
i

庁
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争 点 ⑧ぬ ⑨ 
日

09 

ム(i2.(iO()1l1 B 

務~
S N09 

1.赤褐色土 (2.5Y R 4/8 ) 粘性有・しま

り弱。炭化物混入。

日

S N15 

SN15 

1.褐色土 (7.5YR4/6) しまり中。

2.援色土 (2.5YR6/8) しまりやや強。

⑨ 

B 

務物放級協
第5表 器時焼土遺構一覧表

A B A B 

S N35 

S N35 

1. 明赤褐色土 (2.5Y R 5/8) しまり強。

焼土震。褐色土 (7.5YR4/4)少量混入。

2. にぶL、赤褐色土 (5YR4/4) しまり

強。焼土層。

3. にぶい赤褐色土 (5YR4/3) しまり

やや強。焼土層。 1層の粒子微量混入。

4.褐色土 (7.5Y R 4/4 ) しまり強。骨 5組一 4/3) しまり強

B 

B 

S 

S N36 

1.赤褐色土 (2.5YR4/6) しまり強。焼

土間。

2.暗赤褐色土 (5YR3/6) しまり強。

焼土層。

3.赤褐色土 (5YR4/6) しまり強。焼

土層。

4. にぶい赤褐色土 (5YR4/4) しまり

強。焼土層。 11習の粒子徴量混入。

⑮ 5 にパ色土ー 5/4) 一
有・しまり強。

6.暗褐色土 (7.5YR3/3) しまり強。

7.褐色土 (7.5YR4/6)

しまり強。

8. 明褐色土 (7.5Y R 5/6) 

粘性やや有・しまり強。

B 

S N46 

1.暗褐色土 (5YR3/4) しまり中。箆 1~3rnm

程度の焼土粒子・炭化物混入。

2. 極陪褐色土 (7.5YR2/3) しまり中。斑状に

地山土混入。炭化物徴量混入。

3.暗褐色土 (7.5YR 3/4) しまり弱。斑:伏に地山土混入。

4.暗褐色土 (7.5Y R 3/4 ) しまり弱。斑状に地山土混入。

-72 

S N49 

番号 区 平面形 長怪m 短径m 深さ m 底面標両m 出土遺物数備考

S N09 ME73 不整形 1. 06 0.90 0.14 62.345 なし

S N15 MF73 不整形 1. 38 0.90 0.14 62.196 土器4

S N35 MC52 不整形 0.49 0.40 0.18 62.295 
ななしし

S N36 LT49 不整形 1. 14 0.27 0.12 62.010 

S N46 LT66 不整形 1. 06 0.68 0.14 62.100 土器l

話A66

S N47 MH70 不整形 0.62 0.48 0.12 62.600 石器3

MH71 

S N49 ME72 不整形 1. 42 1. 04 0.22 62.380 石器11

MF72 (黒If翠お8)

、日川けは、

S N49 

1.赤掲色土 (5YR4/6) しまり弱a 径

1~5rnm程度の焼土粒子・炭化物多量混入。

2. にぶい赤褐色土 (5YR4/4) しまり

弱。炭化物少量混入。

第科図 51習09・臨時関35・$関36・時特・器髄47. 時特鱗士讃構と

S N47 

1 .赤褐色土 (5YR4/6) しまり強。径

1 3 rnm程度の焼土粒子混入。炭化物少量混

入。



第 l節検出遺構と出土遺物

(ヰ)臨

喜良す01(第45図、図版10)

調査区北端部MD70グリッドとME70グリッドに跨るように位置する。規模は、長軸(東一西)3. 

28m、短軸(南一北)0.30mの葉巻形を呈している。確認面からの深さは0.96mを測り、壁は、堅くし

まっている底部から中央部までほぼ垂直に、その後関口部に向かつてやや外傾しながら立ち上がる。

埋土は2層に分層した。出土した遺物はない。

$長す11(第45図、図版10)

調査区北側西寄りMH67グリッドとM1 67グリッドに跨るように位置する。規模は、長軸(北西一

南東)3.24 m、短軸(南-北)0.57mの中央部がやや広がる葉巻形を呈している。確認面からの深さは

1.02 mを測り、壁は、堅くしまっている底部から中央部までほぼ垂直に、その後関口部に向かつて緩

やかなアーチを描くように立ち上がる。埋土は2層に分層した。出土した遺物はない。

(5) 

$岱37(第45図)

調査区北側東寄りMA67グリッドを中心にして、一部LT67グリッドにかかる位置にある。粗掘り

の過程で、径約1Ocm，.-..__，30cmほどの自然石がまとまって宜層下位から出土したため、精査を開始した。石

の広がりは長軸(北西-南東)2.60m、短軸(北東一南西)2.00mの楕円形の中におさまり、震なり合う

ことなくあるのが確認できた。石を取り除いた後は、土坑らしきプランも確認できず、土層断面にも

掘り込みは認められなかった。

(6)柱穴様ピット群(第46図・第47図、図版11)

51く伊ヰ2・48・52・54. .57・

調査区中央部MB52グリッドを中心にして、その周辺グリッドに及ぶ範囲に位鷺する。 SN35の精

査中に、周辺の地山鹿に黒褐色の多くの柱穴様ピットがあるのを確認し、その範囲を広げて精査した。

結果は、小さいものはSK P68の長斡O.22m x短軸0.20mから大きいものはSKP52の長軸O.70m X 

短軸0.48mまで22基の柱穴様ピットを検出した。確認面からの深さ及び断面形は一様ではない。また、

規則的な習訪日は認められず、柱痕跡及び根固めの擦も確認できなかった。掘立柱建物跡の柱穴かどう

かは不明である。覆土中から遺物が出土した柱穴様ピットは22基中6基ある。その内訳は、 SKP42 

から縄文土器破片130・131・132など8点、 SKP48から縄文土器底部破片1点、 SKP63から二次加工

痕のある剥片石器133が1点、 SKP65から使用痕のある剥片石器134カ¥1点、 SKP67から先端部を欠

いた磨製石斧136が1点、 SKP68から縄文土器破片l点が出土した。中でもSKP42から出土した130

，.-..__， 132の土器破片は、無文地に数条の沈線で文様を措き、数条の弧状に沈線が縦位と横位に加えられ

ている。口縁部は緩やかな波状をしており、粘土紐を貼り付け、その後に130は斜め方向から刺突が

加えられ、 131と132は刻み目が施されている。これら出土した土器から、この柱穴様ピットの時期は

縄文時代後期前半である。
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第47圏 雲長酔柱穴様ピット

第7表 S区伊柱穴様ピ、ソト

番号 i三 守之国HE長 長軸m 短議長 m j案ささ m m 
上H 、思仏軍f. 備考一 三川

S1く=P42 MA52 不整楕円形 0.56 0.40 0.20 62.007 ごと含~8
MA53 

SKP48 MB52 不整長円形 0.62 0.28 0.42 62.042 二士宮各1
S1く=P52 五t1B52 乃之墓さ朽等pヨ究主主 0.70 0.48 。齢 46 61.796 右ごし
S1く=P54 MA51 構内形 0.40 0.26 0.43 61.820 なし
S1く=P56 MA52 間各F弓芳三主 0.46 0.45 0.46 61.812 なし

MA53 
SKP5γ 五在A52 弓之奈隻円売手 0.37 0.36 O. 19 62.100 なし

MA53 

S1く=P63 MA52 不整楕円形 0.56 0.34 0.52 61.754 正玉~~ま 1

SKP64 MA52 E洛円形 0.32 0.30 0.47 61.770 なし
S1く~ P65 永t1B52 関各円% 0.30 0.24 0.15 62.091 お器1
S KP66 MA52 長円形 0.52 0.30 0.31 61.931 なし
SKP67 MA53 11洛円芳~ 0.32 0.32 0.25 62.006 そヨ苦~1

SKP68 民在B53 略円形 0.22 0.20 0.17 62.071 ゴ二号~1
S1く=P69 MB52 Is各円7f主主 0.28 0.28 0.19 62.066 7d::し

MC52 

SKP70 MC52 略円形 0.26 0.26 0.22 62.058 なし
S K P71 MC52 不;整楕門形 0.46 0.30 0.22 62.035 なし
SKP72 MB52 長円形 0.58 0.32 0.22 61.952 なし
SKP73 MC51 111各F弓芳三主 0.33 0.33 0.28 61.986 なし
SKP74 MB52 巧之室主主乏円7E'会 0.43 0.32 。.21 62.036 7d::し
SKP75 MB52 綿各円*手 0.26 0.26 O. 19 62.052 なし
S1く~ P76 MA51 Is各ドヨ芳三三 0.32 0.32 0.34 61.814 Yとにし

SKP77 MA52 間各円7f~主 0.24 0.24 0.21 62.039 T.J:し
SKPア8 MA52 m各円7E長 0.36 0.34 0.20 62.018 なし
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2節遺構外出土遺物

(1)土器

遺構外から出土した土器の記述にあたっては、文様や胎土などから時期別に分類した。第 I群土器

を縄文時代前期後葉~縄文時代中期初頭に属するもの、第E群土器を縄文持代中期後葉~末葉に属す

るもの、第菌群土器を縄文時代後期前葉に属するもの、第百群土器を縄文時代晩期に属するもの、

V群土器を縄文時代晩期末葉~弥生時代に属するもの、さらに前述の土器群とは明らかに文様や胎土

が違うものや、文様が縄文のみで時代を特定するのが困難なものを第百群土器とした。これにミニチ

ュア土器と底部資料を加えた。

〔第I群土器〕直線的・曲線的な沈線や縄文原体による側面圧痕を施すものを一括した。縄文時代前期

後葉~縄文時代中期初頭の土器である。 2類に分けた。

第1類(第53図216~226)

深くてシャープな沈線によって文様が描かれている北陸系の土器である。 216と217は、直線的な沈

線と曲線的な沈線を組合わせた文様構成をしている。 223・224は左下がりの平行沈線に右下がりの平

行沈線が加えられており、格子白文が意識されている。何れの土器破片も摩滅が著しく、縄文原体が

判然、としないものが多い。

第2類(第53図236~239)

何れも口縁部破片であり、絡条体圧痕が施されたものである。 236は胴部に羽状縄文を施し、口縁

部に縄文原体による側面圧痕が施されている。 238は、比較的肥厚で、波状を呈しているものと推測

され、何単位になるのか分からないが、ボタン状の突起が付くものである。

〔第E群土器}沈線・沈隆線・隆線で無文部と縄文部を区画する、縄文持代中期後葉から末葉の土器であ

る。(第48図~第50図172 ・ 173、 176~179) 

器形は、深鉢形土器を主体として、口縁が内湾、気味のものとやや外傾するもの及び直立気味に立ち

あがるものとに分かれる。第48図の141・143や第49図の171など緩く大きく波打っている口縁も出土し

ている。文様は器面全体に隆沈線文によってinJ文様が描かれるものやアルファベット文様が横位に

展開されるものなどがある。いずれも、沈線外部の無文部と内部の縄文部とに区画されているものが

殆どである。以下代表的な土器についてのみ記述したい。第48図に掲載した土器破片は、何れも口縁

部であり、内湾するもの(第48図139・140・141・142・143・145・148・150・154・155、第49図159・161・171)、

外反するもの(第48図137・138・146・147・149・151・152、第49図156・157・160)、直立気味に立ちあがるも

の(第48図144・153)とに3分される。器形は何れも深鉢形土器が主体であるが、口縁が内湾するものが

胴部上位から頚部にかけて最大径をもっキャリバー形の深鉢形土器である。口縁部が外反するもの及

び直立気味に立ちあがるものは、口縁部に最大径をもち服部が緩く膨らみ、底部にかけてすぼまる深

鉢形土器である。文様はいずれも沈線・隆沈線・降線によって無文部と縄文部とに区爾されるものであ

る。 137は沈線で垂下するinJ文様を描いた後、その内側にRL縄文が施されたものである。 139・144

は経線によって長橋円文様が描かれ、無文部と縄文部とに区画され、内側にLR縄文が施されている 0

141は全体が赤褐色で、緩く大きく波打っている口縁部であり、器外国に煤状炭化物が付着している。

口縁部が無文となっているのは他の土器と共通していることであるが、縄文を磨り消した痕跡を僅か
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に認めることができる。 161はRL縄文が施された後、口縁部と、文様が描かれている胴部とを分け

ている3条の横位沈線が引かれ、その沈線下に垂下する沈線によって文様が描かれ、さらに頚部にア

クセントとなる小さいハート形文様が描かれている。口縁部が丁寧に調整されていて、胴部より薄く

なっているのも特徴で、光沢が感じられる。これと似たものには、沈線は引かれていないものの、

143・155がある。 170は胴部から頚部にかけての破片であるが、径1cmの補修孔と思われる穴が穿たれ

ている。 171は隆線によって胴部から頚部にかけiSJ字状の文様が描かれ、隆線の内側にはLR縄文

が施され、その後浅く太い沈線が引かれている。第50留に掲載した土器は、底部に近い部分の破片で

ある。 172は鼠部近くにLR縄文が施され、それより上部が欠損しているものの他のE群土器と同様

に沈線によって文様が描かれ、無文部と縄文部とに区爾されるものと推測される。底面には笹の葉に

イ以た繊維の細かい筋状の葉脈痕を認めることができる。 173は全体の大きさに比べ、小さ目の成部で

あり、一見不安定な感じのする土器である。底部にはRL縄文が施され、外側に大きく外傾しながら

胴部へ続き、胴部に、僅かな沈線が引かれているのが分かる。胴部から上位に文様が描かれているも

のと推測される。これほど不安定に大きく外傾するものは他には出土しなかったが、似たような土器

に177がある。文様構成も173と同様に、底部にRL縄文が施され、胸部より上半分に沈線によって文

様が描かれていて、無文部と縄文部とに区画されている。 176の底部近くは無文部であるが、土器製

作特に置かれた編物の痕跡が残っている破片であり、底外面の外周部に網代痕が認められる。 178は、

底部から嗣部にかけての破片である。文様は他の殆どの土器と問様に、沈線によってinJ文様が底部

まで描かれ無文部と縄文部とに区画されている。縄文部はRL縄文が施されている。他の多くの土器

は、外傾する角度に違いがあるものの、底部から桐部にかけては直線的に立ちあがるのに対して、

178の土器は丸みを帯び、た曲線を措いて底部から胴部に立ち上がるところに特徴がある。 179の土器は、

底部が無文部となっており、大きく外傾する胴部から上半分が沈線によって文様が描かれ、縄文部と

無文部とに区画されている。

E第彊群土器〕縄文時代後期前葉の土器である。(第51図180r--__，194)

五群土器が沈線-1盗沈線・隆線で「ηJ文様やアルファベット文様を描き、無文部と縄文部とを区画

する文様構成に対して、第亜群に属する殆どの土器は、無文地に単線及び複数条の沈線や細い粘土紐

で文様を表出するもので、中には地文に縄文もしくは撚糸文を施したものもある。器形は深鉢形を主

体としている。 180は、「く j字状に外反した小波状を呈する口縁部であり、頚部にl条の深い沈線が口

縁に平行に巡る。摩滅が著しくさらに煤状炭化物の付着が多く地文となる縄文が観察しにくい状態で

あるが、 RL縄文が施されている。 181・186・187は2条の沈線と粘土紐を組合わせて文様を描いている

のが特徴的である。粘土紐には深い刻みが加えられ、深い沈線で楕円形区爾文や弧状の曲線で文様を

描いている。地文は無文である。 181は胎土の中に粗い砂が混在しており、土器の断面だけでなく表

においても観察できる。 182は無文地に2条の沈線によって楕円形区画文が描かれたものである。

183・184も河じく無文地に2条の沈線によって渦巻文が描かれたものであり、 182と何様焼成状態が良

好である。 185は口縁部が山形を裂しており、口唇部に2条の沈線がヲiかれている。頚部から胴部にか

けては地文が撚糸文であり、 l条の沈線によって、楕円形区画文が描かれている。 188は185と向じく

地文が撚糸文であり、 1条の沈線で楕円形区画文と2条の平行沈線との構成で文様を作出している 0

189は、一見細く深い沈線による地文のように見えるが、よく観察すると、撚糸文である。 1条の直線
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的な浅い沈線に曲線的な浅い沈線が交差する文様が措カ亙れている。 190は撚糸文の地文に弧状の沈線

文様が描かれたものである。 191は口縁部と胴部を分ける頭部に2条の沈線が巡るものと思われる。そ

の2条の沈線の間には、不規則な刻みが施されているのが確認できる。胴部には頭部に引かれた沈線

から、 2条の平行な沈線が直線的に描かれている。 192は、方形区画文が描かれ、その内側に間隔の狭

い平行沈線が直線的に引かれている。沈線は何れも深く、溝状を呈している。 194は沈線と沈線の聞

に竹串状の工具によって、東日突が斜めに不規則に点列しているのが確認できる。

縄文時代晩期に属する土器である。 3類に分けた。

第l類(第52図196)

196は、口縁部が欠損しているが、全体から推測して短い頚部をもっ壷形土器であろう。胴部は卵

形に大きく膨らみ、やや曲線的に底部に至る。器面全体が無文である。 MA50グリッドから、口縁部

が欠損しているものの、腕部はほぼ完形に近い状態で牧草地の五層下位から出土した。

第2類(第52図214)

214は口縁部の小破片であるが、山形の口縁である。

第3類(第52図215)

215は光沢があり、橋状把手が貼付された口縁部をもち、胎土が綴密で焼成状態が良好である。

口縁部から服部聞に、横位に平行する数条の沈線を施文する土器で、沈線開に変形工字

文や口縁部lこiAJ突起をもっ波状口縁となるものもある。縄文時代晩期末葉から弥生侍代にかけて

の土器である。 2類に分けた。

第1類(第52図 195、 209~213)

195及び209~213は、口縁部に調整された痕跡があり、無文化しており、胴部には縄文が施文され

ている。腕部は何れもLR縄文が施されている。 209から211までは口縁部が、胴部より薄くなるよう

に調整が加えられている。 211と213は口縁部と胴部の境に沈線が施されている。 195は口縁が波状を

呈し、やや外反しており、頚部に屈曲部をもち、体上部で膨らみ最大径をもっ鉢形土器で、以下直線

的に底部に続く。口縁部は調整を受けて無文化されており、胴部全体にLR縄文が施された半粗製の

鉢形土器である。 MB48グリッドから、口縁の一部が欠損しているものの、ほぼ完形に近い状態で牧

草地のE層下位から出土した。やや口縁部が上になるように横位で出土した。口縁部に近い器外面と

器内面に多くの煤状炭化物が付着していた。

第2類(第52図 197~208)

197~208は、数条の沈線が口縁部から胴部にかけて平行に巡るものや、数条の平行沈線の間

文及び、変形工学文が措かれた文様構成をしている。また、器内面にも沈線が巡るものもある。 197は

LT52グリッドから、半分を欠損した状態で牧草地の五層下位から出土した。口縁部から胴部にかけ

て8条の平行沈線が巡り、器内面にもl条の沈線が巡る。服部以下LR縄文が施されている。特徴的な

のは、口唇部に縄文原体による側面圧痕が施されている点であるo 198は山形のiAJ突起をもっ波状

口縁となり、頚部には4条の沈線が巡り、胴部との境たなす。その胴部にはLR縄文が施されている0

199は、 198と同様に低い山形のiAJ突起をもっ波状口縁となり、頚部最上位に2条の平行沈線が巡り、

以下沈線によって工字文が作出されている。器内面にも摩滅が著しいものの、 l条の沈線が確認でき

る。胸部の縄文帯は摩滅が著しい。 200は口縁部小破片であるが、頚部に3条の平行沈線が巡っている
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のが確認できる。 201は口縁部の小破片ながら、右側部れ口のあたりに、低い山形のIAJ突起をもっ

波状口縁の土器と推測される。頚部最上位に2条、頚部最下位に2条の平行沈線が巡り、その潤に工字

文が作出されている。器内面にも、 l条の沈線が巡っている。胴部にはLR縄文が施されている。 202

は低い山形のIAJ突起をもっ波状口縁となり、そのIAJ突起を連結するように口唇部にも沈線が巡る。

器内面にも丁寧に調整が加えられている。頚部に平行沈線が巡り、その潤の空間には菱形とも変形工

字文ともとれる文様が描かれている。 203から208までは、数条の細し、平行沈線が巡るものである。

207の口唇部には縄文原体による側面圧痕が認められる。

〔第百群土器〕第I群から第五7群に属さない土器である。 4類に分けた。

第l類(第53図227~232)

文様が縄文のみの土器である。 227は絡条体圧痕が施されている。 LR縄文が施されているのは、

228と229であり、 RL縄文が施されているのは230・231・232である。

第2類(第53図233)

刺突が施された土器である。 233は沈線によって無文部と刺突部とに区画されており、無文部内が

赤い朱塗りの土器である。

第3類(第53図234・235)

234と235は櫛状工具のようなもので、胴部上位から底部に向かつて細い沈線が施文されている。口

縁部は無文である。

第4類(第53図240・241)

爪形文が施された土器である。 240は指先を押しあてて施文したものと推測され、拓本では判然と

しないが、爪形が付いている。 241は、口縁部破片であり、爪形文の上に指頭庄痕が認められる土器

である。口縁部から垂直に引き下ろされた沈線に見えるが、縄文原体による側面圧痕である。

〔ミニチュア土器](第50図174・175)

174は器高が3.7cm、口径4.2cm、底径2.2cmの大きさのミニチュア土器である。器面全体にLR縄文

が施されている。 175は器高が5.4cm、口径5.2cm、底径3.2cmの大きさのミニチュア土器である。無文

で、大きさの割には肉厚な感じである。第I群土器が共伴して出土していることから縄文時代中期後

葉~末葉の可能性がある。

〔底部資料](第54図242~246)

242~246は、土器製作時に置かれた編物や木葉の圧痕が残っている成部破片である。 242は、底部

中心に木葉痕があり、葉の輪郭は鮮明でないものの、葉脈痕は確認できる。 243から245は、網代痕の

ある底部である。ただし、 244は、焼成状態が良好ではなくまた、飴土ももろく、剥がれ落ちた可能

性もある。 246は笹の葉かあるいはそれに似たような繊維の潤隔が細かい葉の圧痕がある底部である。

(2)土製品(第54図)

247・248は土偶の足である。 247は、全体が竹串のような先の鋭い工具で施文されており、裏面及び

側面が縦に沈線が施されているのに対して、正面は縦と横、さらに曲線的な沈線を組合わせて施文し

ている。 249は粘土の塊を撮った時についた痕跡である。 250は偶然なのか意識的に付けたのか定かで

はないが、むしろ状の網代痕がついたものである。 251は土器の高台や耳飾のようにもとれるが、

明である。
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第4章調査の記録

(3)石器

遺構外から出土した忍器は全部で;125点ある。その内訳は、石鍍4点、石槍2点、石錐5点、石匙15点、

箆状石器13点、スグレイパー19点、二次加工痕のある剥片22点、微小剥離痕のある剥片21点、異形石

器2点、石核l点、磨痕跡のある凹石3点、磨製石斧3点、磨石3点、砥石2点、半円状扇平打製石器l点、

ナタ状石器l点、石鍾l点、石血4点、その他石製品3点である。

これらの石器は、伴出した土器から、縄文時代中期~晩期後葉-弥生時代のものと考える。出土した

層位は宜層がほとんどであり、その大部分は頁岩を素材とする剥片石器類、安山岩-凝灰岩・花崩岩な

どを素材とする磯石器類である。このほか弱片や細片がある。なお、出土した多くの磯石器には、明

瞭な使用痕が残されているが、単独で使用されたというより複合して使用された痕跡を残している。

従って単一機能から際石器の帰属を考えるということは難ししここでは説明上、磨五と凹石の要素

が複合している磯石器は凹石の項目で、磨石と砥石の要素が複合している磯石器は砥石の項目で扱う

ものとする。

石鍛(第55密252~255)4点出土した。 252は基部に扶入のあるいわゆる四基無茎鍛であり、 253は基部

が直線的な平基無茎鍛に属する。 254は基部が尖る尖基鍛であり、 255はやや基部が丸味をおびており

尖基鍍と河基鍍の中間に位置するものである。 252~254は表裏に丁寧な押圧剥離が施されている。

石錐(第55図256~260)5点出土した。 258以外は、つまみ状の頭部があり、錐部が短く何れも摩滅して

いるが、 256は断面形が三角形を呈している。このうち259と260は、錐部だけではなくつまみ部の側

縁部にも連続的な調整によって刃部を作出し、錐としての用途だけではなしものを切ったり、削っ

た道具であったと推測できる。 258は器長に比べて器幅がなく、断面形が算盤球状を呈しているもの

である。

石槍(第55B認261~262) 2点出土した。いずれも槍身中央付近で折損している。基部が丸味を帯びてお

り、いわゆる有舌・有庸でない木葉形を呈している。表裏とも広い剥離調整が行われている。

石匙(第56図263~272、第57図273~277) つまみ状の小突起をもっ石器である。すべて片面からの加撃

によって刃部が作出されている。全部で15点出土したが、つまみ中軸線と刃部とのなす角度によって

3種類に分けられたc

①つまみの中軸線と刃部とがほぼ直交する、いわゆる横型石匙である。(第56図263・265・267・269・271、

第57関276)

②つまみの中軸線と刃部とがほぼ平行する、いわゆる縦型石匙である。(第56図264・266・268・270・272、

第57凶273・274・275)

③つまみの中軸線と刃部とが約45
0

の角度で交わる、斜型石匙である。(第57図277)

箆状芯器(第57図278~282、第58図283~290) ほぼ左右が対称で一端に刃部が作出された「ヘラJ状を呈

した石器である。 13点出土した。形態により2種類に分けた。

①上方が狭く、下方が広がっているものである。このうち278~280は、二次加工は片面のみに施され

ている。 281~288は、両面とも丁寧に剥離調整が施されている。

②両側縁が平行するものである。(第58図289・290)

スクレイパー(第59図291~299、第60図300~309)剥片の側縁に連続的な二次加工によって刃部を作出

した石器で、二次加工は片面からだけのものが圧倒的に多い。 19点出土した。
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①急角度に調整された刃部をもつものである。(第59図293 ・ 295~299、第60図300 ・ 301)

②弧状に刃部が{乍出されたもの。(第59図291.292・294、第60図302・306・308)

③直線的に刃部が作出されたものである。(第60図303~305 ・ 307)

④全体が円形に剥離調整されたものである。(第60図309)

(第61図310~323)剥片の側縁に二次加工によって刃部を作出したり、片面及び

両面に剥離調整を施した石器である。 22点出土したが、本報告書には代表的な14点を掲載した。全体

形及び剥離調整の違いから2種類に分類した。

①比較的急角度に調整された一端に刃部をもつものである。スグレイパーのような使用法であったと

推定できる。(第61図310~314、 316~318、 322 ・ 323)

②両面が剥離調整によって整形され、刃部が丸味を帯びているものであり、箆状石器に近い形状であ

る。(第61図315 ・ 319~32l)

微小崇IJ離痕のある翠IJ片(第62図324~337)剥片の1側辺に使用された痕跡が認められるものであり刃こ

ぼれや擦痕が残っているものである。 21点出土したが、ここには14点を掲載した。

(第63図338・340)形状・機能から各器種には含まれない石器である。 2点出土した。 338は、全

体形が小形の三日月状を呈しており、断面形は蒲鉾状である。片面に丁寧な剥離競整を施し、側辺に

刃部を作出したものである。 340は、全体を円盤形に整形、その周辺に刃部を作出し、中心に貫通孔

をもっ環状の打製石斧であったと推定できる。

石核(第63図339)剥片石器を製作する素材となった剥片を剥ぎ取った石核である。 1点出土した。

麓製石斧(第63図341~343) ある程度形を整えた後、研磨して表面を滑らかにしたものである。 3点出

土したが、いずれも欠損しており、中でも341は刃部を除いてほかは欠損しており、全体形が不明で

あるが、 343と同様に基端より刃部が幅広く、刃部の形状は阿凸刃をもつものであると想定できる。

342の刃部は円刃であるが、側刃角がなく、滑らかな弧状の線を描いて側辺から刃縁にいたるもので

ある。

関石(第64国345~347)磯材の面に凹みを有するものである。 3点出土した。 345は円形状の磯を素材と

しており、凹みはlヶ所である。表裏両面に磨痕がある。 346と347は複数の凹みがあり、それらがつ

ながっていて溝状になっている。片面に磨痕がある。

(第65図348・349)飽の石(石器)を研磨するために使用されたいわゆる有溝砥石である。 2点出土し

た。 348は種類の違う溝が20本以上確認でき、片面に磨痕がある。 349は使用された回数が少ないのか、

深い溝ではない。

(第64図344、第65図351・352)磯材の簡を磨いたものである。 344は円形状の礁の全面を磨いたも

ので、石血と一体をなすものであることが推定できる。 351と352は、扇平な磯材を磨いたものである。

片面に磨痕がある。 352は側辺に磨きが及んでおり、砥石としても使用されたものと考える。

(第65図353)扇平な礁を素材として、打ち欠いて刃部を作出し、その刃部を擦っ

ているものである。 1点出土した。 353は再長辺を打ち欠き刃部を作出し、その内片辺に擦痕が伴なう

ものである。

(第65国350)形態的に「ナタ状jを設するものである。 1点出土した。

石朋(第66図354・356・357、第67図361)4点出土した。いずれも意図的な縁を形成したものはない。形
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状により2種類に分類した。

①使用面が浅い湿状に窪むものである。(第66図357、第67図361)

②使用部が平盤状に平らなものである。(第66図354・356)

(第66歯355)擦の両端を打ち欠いた石器である。 1点出土した。

(ヰ)石製品(第67図358~360)

358と360は、欠損しているため全体形が不明である。 358は角状を呈した先端が尖った形であり、

表面には細し¥溝状の線が刻まれている。 360は、 358よりさらに細い線が狭い間隔で表面全体に直線的

に刻まれている。中央部に孔が穿たれていて、貫通していたことが確認できる。 359は比較的軽い石

材を利用しており、太鼓状を呈した円筒形である。了寧に面取りが施されているものである。

(5) 黒曜石(第68図362~384)

黒躍在製剥片・紹片が全部で23点出土している。それらの中には石器組成及び剥片剥離技術から、

石刃技法により得られた縦長剥片365や、 366の台形様石器のように、!日石器時代の可能性があるもの

が数点含まれている。発掘段階から出土地点を中心とする区域の地山面を精査したが、他に旧石器時

代の遺物は出土しなかった。
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第2節遺構外出土遺物

島

挿番号図 遺番物号 器 種 出土地点
大きさ

最大長(cm) 最大幅印刷 最大厚(cm)
挿番号図 遺番物号 器 出土地点

大 き、ーE さ

最大長(cm) 最大111話(cm) 最大厚(cm)

挿図 遺物
器 出ゴ二地点

大 き さ

番号 番号 最大長(cm) 最大幅(cm) 最大惇(cm)

19 20 石 F日Eとレ S 102 4.95 5.50 0.60 56 267 石 7沼Eミレと ME73 (4.00) 8.00 0.90 61 317 R F MA35 6.70 4.80 1. 10 
I1 21 石 死臼去レ S 102 5.70 2.05 iυ.70 11 268 I1 L T50 7.00 2.20 1. 15 11 318 I1 L T39 9.40 3.90 2.20 
I1 22 R F S 102 4.30 2.10 0.55 11 269 II MG73 3.50 7.15 0.70 11 319 11 L T65 6.10 3.60 1. 70 
I1 23 四 石 S 102 10.30 9.10 5.95 11 270 I1 ME70 5.00 2.80 1. 00 11 320 11 MD69 6.45 3.85 1. 95 
I1 24 R F S 102 8.15 3.7S 0.9S I1 271 II MG72 6.90 5.85 1. 90 11 321 11 MG74 6.00 3.50 1. 65 
I1 25 砥 石 S 102 10.90 5.5戸 3戸 2.35 11 272 I1 MF75 (5.20) 2.50 0.55 11 322 11 M044 5.60 3.40 1. 30 
I1 26 む F S 102 4.95 3.10 1. 15 57 273 I1 L S58 8.85 2.50 0.50 11 323 11 MG70 12.90 4.20 2.90 

22 36 磨 石 S 103 18.70 15.15 4.45 1I 274 II ME70 5.90 3.65 1. 20 62 324 U F MH62 5.40 3.60 1. 05 
I1 37 凹 右 S 103 13.50 8.70 4.60 11 275 I1 MG74 7.15 2.80 1. 25 11 325 1I LT30 3.95 5.20 0.80 
I1 38 スクレイパー S 103 7.30 3.15 1. 10 II 276 II MD68 (3.35) (3.35) 0.65 11 326 1I MF74 6.40 4.00 1.90 

25 S2 磨 石 S 105 10.75 7.05 5.80 11 277 I1 MH71 5.85 6.65 1. 00 ノ/ 327 1I ME71 6.10 4.35 1. 00 
I1 53 U F S 105 3.65 4.15 1. 20 11 278 七ー 箆 ME70 5隣50 3.10 1. 30 11 328 11 MD64 4.85 5.25 2.80 
I1 54 蔽 石 S 105 13.90 5.65 4.90 11 279 I1 MD69 7.10 4.00 1. 00 11 329 11 MG70 7.20 2.60 1. 45 
I1 55 言孔軽石製品 S 105 6.65 5.20 2.70 11 280 II M耳71 7.90 2.80 1. 60 11 330 1I L S 33 6.05 5.00 0.75 

I 28 64 U F S 1 10 5.50 4.85 1. 80 1I 281 I1 MA70 8.10 3.70 2.30 11 331 11 ME72 6.35 4.00 1. 25 

65 u F S 1 10 5.25 2.95 1. 40 II 282 I1 MF74 4.90 3.90 1. 50 11 332 I( MC64 5.30 3.60 1. 40 
I1 66 R F S 1 10 5.55 6.20 3.30 58 283 I1 MB66 8.80 4.15 2.00 11 333 1I MC71 6.50 3.95 1. 70 

29 67 U F S K08 3.70 3.70 1. 00 11 284 II MF64 6.80 4.20 1. 65 11 334 I( 不明 5.50 5.50 1. 15 
11 68 U F S K08 2.85 3.40 1. 00 11 285 II MA66 7.70 3.70 1. 70 11 335 1I MC67 5.50 3.20 1. 45 

31 75 R F S K17 2.60 2.65 0.50 11 286 I1 MC63 7.45 3.85 1. 90 /1 336 1/ ME73 8.40 6.00 1. 90 
11 76 鼓 石 S K17 13.20 9.20 6.40 11 287 '1 MF61 (4.90) 3.80 1. 20 11 337 I1 ME71 7.10 5.70 2.10 

33 82 U F S K20 6.40 4.90 0.40 11 288 '1 MC64 7.30 3.25 1. 55 63 338 異形石器 ME71 4.95 2.15 1. 15 

36 87 R F S K29 2.90 2.30 0.70 11 289 I1 MB64 (9.10) (4.95) 1. 95 /1 339 コ ア MC69 9.60 5.50 3.30 

37 89 磨 石 S K31 10.30 5.40 3.60 11 290 I1 MH73 (7.05) 2.50 1. 40 (/ 340 異形石器 ME63 (11.10) 5.30 2.05 

40 115 R F S K58 2.50 1. 60 0.55 59 291 スクレイパー MF72 9.40 4.80 2.30 (1 341 磨製石斧 MA45 (3.75) (4.80 ) (2.40) 

41 116 磨 石 S K59 29.50 13.65 8.90 I1 292 I1 MF73 8.00 5.90 1. 85 11 342 1/ MA48 9.25 5.35 2. 70 
11 118 スクレイパー S K59 4.30 2.75 0.45 11 293 I1 MF70rr 6.25 6.60 1. 55 /1 343 1/ MC71 8.25 5.20 1. 70 
11 119 R F S K61 3.80 4.65 1. 20 I1 294 I1 MA49 3.60 5.45 1. 20 64 344 磨 石 MG72 10.75 10.45 5.90 
11 120 U F S K61 3.90 3.25 1. 00 11 295 I1 ME71 6.50 4.25 1. 07 11 345 出 石 h在G70 12.30 9.80 5. 10 

42 125 U F S K60 7.50 3.85 1. 20 11 296 I1 ME72 5.90 2.90 0.85 11 346 1/ MF74 10.90 7.45 5.60 
11 126 磨 石 S K60 27.50 13.70 5.05 I1 297 I1 MG71 11.20 4.30 2.30 1/ 347 11 ME73 8.30 8.00 5.60 
11 127 £口主、 石 S K60 20.55 27.50 6.45 I1 298 I1 MF75 6.90 2.80 1. 30 65 348 五正 石 MG72 18.25 7.65 4.95 

46 133 R F S KP63 4.75 1. 90 0.50 I1 299 II 表採 4. 15 3.20 1. 05 11 349 1/ MF68 8.55 10.10 3.75 
I1 134 U F S KP65 1. 90 1. 35 0.40 60 300 11 MF72 3.90 2.30 1. 00 /1 350 なた状石器 MF69 14.45 5.80 2.10 
11 136 磨製石斧 S KP67 9.45 4.90 1. 90 11 301 I1 ME63 6.90 4.00 1. 70 /1 351 磨、 石 ME71 11.80 8.40 1. 80 

55 252 石 銀 MD68 2.50 1. 45 0.32 I1 302 II ME70 6.95 4.15 1. 10 11 352 1/ MG72 9.75 8.90 2.80 
11 253 I1 MH63 1. 60 1. 45 0.21 I1 303 I1 L T52 2.80 4.10 1. 28 11 353 半円状属平 MF71 13.3 6.70 3.45 
11 254 I1 MG90 3.32 1. 60 0.55 11 304 I1 MF69 6.25 6.40 2.10 打製石器

11 255 I1 MB46 2.90 1. 30 0.60 I1 I1 L S31 6.00 4.45 1. 35 66 354 石 血 ME73 16.65 12.05 5. 10 
11 256 石 多住 MA64 3.75 2.30 0.86 1I 306 I1 MA52 7.10 5.80 1. 70 11 355 石 鍾 MH72 6. 10 6.20 2.00 
11 I1 MF73 3.60 2.15 0.70 11 307 I1 MG74 7.15 4.20 1. 40 11 356 石 盟 ME71 12.90 11.90 2. 70 
I1 258 I1 LT53 3.30 1. 00 O. 78 11 308 11 L S 15 5.75 7.90 1. 42 /1 357 1/ 表採 20.15 14.70 4.90 
I1 259 I1 MB64 4.80 4.50 1. 10 11 309 I1 M 164 4.70 3.60 0.95 67 I 358 石 製 ロ口ロ MF63 (3.35) 2.00 0.88 
I1 260 I1 MG63 4.90 3.90 1. 10 61 310 Eミ F MG73 3.00 2.60 0.80 11 359 1/ MB66 6.70 6.50 4.20 
I1 261 石 槍 MH62 7.90 4.50 2. 15 11 311 I1 MD64 5.45 4.10 1. 65 /ノ 360 1/ MF72 (4.40) (3.15) 2.80 
11 262 I1 MD72 5.40 4.45 1. 40 11 312 I1 MG61 5.00 3.70 1. 30 11 361 石 血 MG72 28.30 15.15 9.80 

56 263 石 匙 MC65 5.40 9.60 0.60 
11 264 I1 L S57 6.00 2.05 0.90 

11 313 I1 MB46 6.15 3.10 1. 00 
11 314 I1 ME72 4.40 3.20 1. 00 

※RF;二次加工痕のある剥片 UF;微小剥離痕のある剥片

11 265 I1 MF72 4.40 8.70 O. 70 11 315 I1 MD73 7.20 3.90 1. 65 
11 266 I1 L R61 5.90 2.30 0.80 11 316 I1 MC64 4.90 2.90 1. 10 
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5章 自然科学的分析

本遺跡の発掘調査で検出された竪穴住居跡など、調査依内から採取した炭化物を科学的に分析する

ことによって、縄文時代の自然環境・社会環境を知る手がかりを得、考古学的な分析と合わせて、総

合的に考察することを目的とする。放射性炭素年代測定、樹種間定、種実向定は株式会社パレオ・ラ

ボに依頼した。また、黒曜石の産地問定は、縄文時代の交流及び交易圏-文化圏を探ることを目的に

京都大学原子炉研究所の藁科哲男氏に依頼した。なお、当初性格不明遺構として調査していたSX62 

(後にSK62)から、遺構の実年代を知り得るものとして、降下火山灰らしきものを採取してきたが、

分析した結果、テブラではないことが判明した。合わせてその報告も第4節に掲載した。

第 l節放射性炭素年代測定

株式会社パレオ・ラボ 山形秀樹

i開放射性炭素年代測定について

試料の放射性炭素年代測定を地球科学研究所に依頼した。

試料は、酸・アルカリ・酸洗浄を施して不純物を除去し、石墨に調製した後、加速器質量分析計

(AMS)にて測定し、年代値を算出した。その結果は下記に示す。

なお、年代値の算出には14Cの半減期としてLibbyの半減期5，568年を使用し、同位体補正をして

年代値を算出した。また、付記した年代誤差は計数値の標準備差σに基づいて算出し、標準偏差

(Onesigma)に相当する年代である。試料の14C計数率と現在の標準炭素(Modernstandard car剛

bon)の14C計数率の比14C (Sample) /14 C (Modern)孟lの時は、 Modernと表示し、 14C(Sam-

がe) /14 C (Modern)の%値を付記する。

麿年代の補正は、大気中の14C濃度が一定で半減期が5，568年として算出されたはC年代値

( )に対し、過去の宇宙線強度の変動による大気中の14C濃度の変動および半減期の違い(14C

の半減期5，730土30年)を補正して、より正確な年代を求めるものであり、具体的には年代既知の樹木

年輸のはC年代の詳細な測定値を用いて補正曲線を作成し、これを用いて暦年代を算出する。補正暦

年代の算出にCALIB3.0{Stuiverand Reimer，1993: IBM-PC用:Reference (Stuiver & Pearson，1993)} 

を使用した。なお、交点年代値は14C年代値に相当する補正曲線上の年代値であり、 1σ年代幅は14

C年代誤差に相当する補正曲線上の年代範罰を示す。年代を検討する場合は、 68%の確率で1σ年代

幅に示すいずれかの年代になる。暦年代の補正は約一万年前からAD1， 950年までが有効であり、該

しないものについては補正暦年代を問またはModernと

意味する。
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第5章 自然科学的分析

放射性炭素年代測定結果一覧表

測定No. 試 料 14C年代値 ?市 正 暦 代

Beta- 炭化物 4，070土60yrBP 交点年代値 BC2，580年
126708 SI02新炉埋設土器 (BC2，120年) lσ年代幅 BC2， 855to2， 820 

BC2， 660to2， 640 

BC2， 625to2， 550 

BC2， 545to2， 495 

Beta- 炭化物 4，270土60yrBP 交点年代値 BC2，890年
126709 SI03新炉埋設土器 (BC2，320年) lσ年代幅 BC2， 915to2， 875 

BC2， 795to2， 785 

Beta 炭化物 ι100土30yrBP 交点年代値 615年
126710 SI05新炉埋設土器 (BC2，150年) lσ 代幅 BC2， 855to2， 820 

BC2， 660to2， 635 

BC2， 625to2， 580 

Beta- 炭化物 4，220ゴニ50yrBP 交点年代値 BC2， 875/2， 790年
126711 SIlO炉石間部 (BC2，270年) lσ年代幅 BC2， 890to2， 865 

BC2， 810to2， 755 

BC2， 725to2， 700 

Beta 炭化物 6，310土60yrBP 交点年代値 BC5，260年
126712 SX13T2 (BC4，360年) 1σ年代幅 BC5， 285to5， 220 

Beta- 炭化物 6， 250:t 60yr BP 交点年代佑 BC5，225年
126713 SX13 (BC4，300年) 1σ年代幅 BC5， 260to5， 200 

BC5， 175to5， 135 

BC5， 120to5， 080 

Beta 炭化物 2，570土50yrBP 交点年代値 BC790年
126714 S1仁28 (BC620年) 1σ年代幅 BC800to765 

Beta- 炭化物 4，660土50yrBP 交点年代値 BC3， 495/3， 465/3， 375年
126715 SK40 710年) I 1σ年代相 BC3， 505to3， 405 

BC3， 385to3， 360 

Beta- 炭化物 3，810土50yrBP 交点年代値 BC2， 270/2， 260/2， 205年
126716 SK41 (BC1，860年) lσ年代幅 BC2， 315to2， 175 

BC2， 165to2， 140 

Beta- 炭化物 ι270:t50yrBP 交点年代値 BC2，890年
126717 S1三60 (BC2，320年) 1σ 代幅 BC2， 915to2， 875 

BC2，790 

引用文献

Stuiver，l¥ιand Reimer， P.]. (1993) Extended 14C database and revised CALIB3.0 14CAge Ca1ibra-

tion Program. 
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2節炭化材樹種同定

株式会社パレオ・ラボ 植田弥生

上はじめに

当遺跡は秋田県河辺郡雄和町椿川字奥棒岱に所在し、標高約62mの河岸段丘上に立地している。こ

こでは、縄文時代の竪穴住居跡炉と土坑および特殊地形から出土した炭化材の樹種向定結果を報告す

る。

なお、同一遺構の炭化物から加速器質量分析法による放射性炭素年代測定が行われ、試料No.8(SK 

40)の大型植物遺体の向定結果も報告されている(第5章 第3節)。

2.炭仕材樹種間定の方法

各遺構の試料は複数の破片がピ、ニ…ル袋に入っていた。大きな破片だけを陪定の対照にすると検出

樹種に偏りが出る恐れがあるので、 3方向断面が観察可能な破片は大小にかかわらず同定した。

アカガシ亜属-コナラ節-クヌギ節・クリなどの横断面の管孔配列は特徴的であるため実体顕微鏡下

で同定可能であるが、それ以外の分類群については3方向の破断面(横断面・接線断面・放射断面)を走

査電子顕微鏡で組織を観察し同定する。またコナラ節・クヌギ節なども年輪幅の狭いぬか目や逆に年

輪幅の広い試料などは実体顕微鏡では誤同定の恐れがあるので、このような試料については走査電子

顕微鏡で確認した。走査電子顕微鏡用の試料は、 3断面を5mm角以下の大きさに整え、直径lcmの真鎌

製試料台に両面テープで固定し、その周囲に導電性ペーストを塗る。試料を充分乾燥させた後、金蒸

着を施し、走査電子顕微鏡(日本電子側製 JSM-TIOO型)で観察と写真撮影を行った。

残りの試料は、遺構別に同定された分類群をチャック袋に分け、秋田県埋蔵文化財センターに保管

されている。

3.結果

j司定結果の一覧を表10に、各遺構ごとの検出分類群を表11に示した。

4軒の竪穴住居跡炉から出土した炭化材は当時の燃料材と推定されるもので、イヌシデ節-ブナ属-

コナラ節・クリ・サクラ属・カエデ属-エゴノキ属の落葉広葉樹7分類群が検出された。クリは今回調査

した4軒すべての炉跡から検出され、出土破片数も圧倒的に多かった。クリ以外の樹種は、 SI03から

ブナ属とコナラ節が、 SI05からはサクラ属とカエデ属が、 SIIOからはイヌシデ属が検出された。ク

リ以外は各住居ごとに異なる樹種が検出され、共通分類群は見あたらなかった。

3基の土坑から出土した炭化材は、落葉広葉樹5分類群と単子葉類の菜1点が検出された。竪穴住居

跡炉出土の炭化材の傾向と同様に、クリが3基の土坑から共通して検出され出土破片数も多かった。

またクリ以外の樹種は、 SK28からアジサイ属と単子葉類茎が、 SK41からはブナ属が、 SK60から

はキハダとカエデ属が検出され、クリ以外は土坑ごとに樹種が異なる傾向が見られた。 SK28から検

出されたアジサイ属は主に低木であるが、ほかの遺構から出土した分類群はすべて高木となる樹種で

ある。またSK28からは単子葉類の茎も出土し、アジサイ属の出土と合わせほかの土坑とはやや構成
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が異なり特徴的であった。

竪穴住居跡炉と土坑から出土した炭化材の放射性炭素年代測定値は、縄文時代中期から後期に集中

しているのに対し、特殊地形の値はそれより古く縄文時代早期に対応する値を示している(別報参照)。

特殊地形は遺物が少なく時期は不明であったが発掘調査からも縄文時代でもやや古い時期が予想され

ていた。ここからは、コナラ節とクリが検出された。特殊地形の炭化材は竪穴住居跡炉や土坑とは異

なり、クリよりもコナラ節の破片数が多かった。

以下に問定の根拠とした組織の観察結果を記載する。

1)クマシデ属イヌシデ節 CarPinus sect. EUDαrpinus カバノキ科 図版24 1a.-1c. 10) 

2~数個の小型の管孔が放射方向に複合して配列し、放射組織が集合する部分がある放射孔材。道

管の壁孔は小型で交互状に密在、穿孔は単一である。放射組織は方形細胞が混じるがほぼ向性、 1~2

細胞幡、道管との援孔はやや大きい。集合放射組織があり、穿孔も単一であることから、イヌシデ節

と同定した。なおクマシデ節は集合放射組織の出現頻度が低く、穿孔は横棒が10本以下の階段状のも

のが多いことで区別している。

クマシデ属は暖帯および温帯の山地に生育する落葉高木または中高木である。イヌシデ節には山野

に普通のイヌシデとアカシデ、乾いた山稜に生育するイワシデがある。

2)ブナ属 Fagus ブナ科関版24 2 a.-2 c. (SI 03) 

丸みをおびた小型の管孔が密在し除々に径を減じてゆき、年輪界付近では極めて小型となり分布数

も減る散孔材。道管の壁孔は交互状、穿孔は単一穿孔と階段数が10~20本の階段穿孔がある。放射組

織は異性、 1~3細胞帽のものと幅が広く背の高い広放射組織がある。

ブナ属は温帯極相林の主要構成樹種で大木となる落葉樹である。北海道南部以南の肥沃な山地に群

生するブナと、本州以南のおもに太平洋側に分布しブナより低地から生育しているイヌブナの2種が

ある。

3)コナラ属コナラ亜属コナラ節 Quercus. subgen. Quercus sect. Prinus ブナ科 図版24 3a.-3 

c. (SI 03) 

年輸の始めに中型の管子しが配列し除々に径を減じ、晩材部では薄壁-角形で小型の管孔が火炎状-放

射方向に配列する環孔材。道管の壁孔は交互状、穿孔は単一、内腔にチロースがある。放射組織は単

列のものと広放射組織・複合状のものとがある。

コナラ節は暖帯から温帯に生育する落葉高木でカシワ-ミズナラ・コナラ・ナラガシワがある 0

4)クリ Castanωcre仰 taSieb. et Zucc. ブナ科図版25 4 a. 4 c. 03) 

年輪の始めに中型~大型の管孔が密に配列し!徐々に径を減じてゆき、晩材では非常に小型の管孔が

火炎状に配列し、柔組織が接線状に配列する環孔材。道管の壁孔は小型で交互状、穿孔は単一、内腔

にはチロースがある。放射組織は単列向性である。

クリは北海道西南部以南の暖帯から温帯下部の山野に普通の落葉高木である 0

5)アジサイ属 劫Jdrangea ユキノシタ科図版25 5a.-5c. 28) 

非常に小型の管孔が密接しているがこれは炭化時に圧縮したためと思われ、変形を受けていない部

分の管孔はおもに単独で年輪界の管孔の径は小さい数孔材。道管の壁孔は階段状、穿孔は横棒の数が

非常に多い階段穿孔、内腔には水平のチ口ースが顕著である。放射組織は異性、主に2細胞I随である。
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アジサイ属はおもに落葉性の低木で、暖帯から温帯下部の揺島県から中部地方に分布し山中の)11岸

に生育するタマアジサイや関東以西の山林下に普通に見られるコアジサイや東海道以西の山林下に生

育するガクウツギなど、温帯の日当りのよい開けた土地や山中に生育するノリウツギなど、ツル性の

ツルアジサイがある。ツルアジサイは放射組織の高さが非常に高い点で区別されるがそのほかの種は

材組織から区別することはできていない。

6)サクラ属 Prunus ノミラ科 図版25 6 a.-6 c. (SI 05) 

小型の管孔が年輪の始めにやや密に分布し、その後放射方向・接線方向・斜状に複合して全体的にう

ねるように分布している散孔材。道管の壁孔は対列状または交互状、穿孔は単一、内腔に細いらせん

肥厚がある。放射組織はほぼ向性、約6細胞幅である。

サクラ属は暖帯から温帯の山地に生育する落葉広葉樹林の代表的な属であり多くの種がある。

7)キハダ Phellodendronamurense Rupr. ミカン科図版26 7 a.-7 c. (SK 60) 

年輪の始めに大型の管孔が1~2層配列し、孔圏外では多数の非常に小型の管孔が複合して年輪界に

向かい徐々に径を減じながら塊状・斜状にそして年輪界では接線状に配列する環孔材。道管の壁孔は

小さく交互状に配列し、穿孔は単一、小道管には明瞭ならせん肥厚がある。放射組織は向性、主に3

細胞幅の整った紡錘形、細胞高も15細胞高前後でほぼ同じ高さである。

キハダは北海道以南の温帯の山地に生育する落葉高木である。

8)カエデ属 Acer カエデ属 図版26 8a. 8c.(SI05) 

小型で孔口が丸い管子しが単独または2~3個が放射方向に複合し均一に散在し、年輪界付近でやや径

が小さくなる散孔材。道管の壁孔は交互状、穿孔は単一、内腔にはらせん肥厚である。放射組織は向

性、 1~3細胞幅である。

カエデ属は呂本全土の緩帯~温帯の山地や谷聞に生育する落葉広葉樹林の主要構成樹で、約26種と

多くの変種がある。

9)エゴノキ属 Styrax エゴノキ科 lZl版26 9 a.-9 c. (SI 05) 

小型の管子しが単独または2~4備が複合し放射方向に配列し、晩材部では径が減少する散孔材。道管

の壁孔は小型で交互状、穿孔は横棒数が少ない措段穿孔である。放射組織は異性、 1~4細胞幅、多列

部の上下端は方形・直立細胞からなる単列部となる。

エゴノキ属は暖帯~温帯下部の山地に生育する落葉高木である。エゴノキ・ハクウンボク・コハクウ

ンボクがある。

10)単子葉類茎 Monocoty1edon stem 図版27 10 a. 10 b. (SK 28) 

痕径約6mmで段のついた節がある。横断面の中心部は崩れている。一次維管束が散在している。維

管束はイネ科の維管束とは異なり原生木部の左右に2個ある厚監の後生木部道管は見られず維管束を

閤む維管束鞘も見られない。茎に節があり維管束が散在状であることから単子葉類の茎と思われるが

各分類群との組織が検討されておらずこれ以上は不明である。
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10袈樹種田定結果一覧表

試料番 遺構 樹 種 備 考

No.l SI02 クリ 新炉埋設土器内 小破片複数

No.2 SI03 クリ 炉増設土器内

コナラ節 クリ>コナラ節>ブナ属

ブナ属

No.3 SI05 クリ 炉埋設土器内

カエデ属 クリとカエデ属が多い

サクラ属 サクラ属とエゴノキ属は小破片少数
エゴノキ属

No. 4 SI10 クリ 炉石西部北西側

イヌシデ節 クリ>イヌシデ節

No.5 特殊地形 コナラ節 コナラ節>クリ
S-T クリ 全般に摩耗した破片が目立つ

No.6 特殊地形 コナラ節 コナラ節>クリ
A-B クリ

No.7 SK28 クリ クリ多数

アジサイ属 アジサイ属は小破片2
単子葉類茎 単子葉類茎はゆ6mm

No.9 SK41 クリ クリは2cm角の破片1
ブナ属 ブナ属:14C測定試料 Bete-126716 

No.lO SK60 クリ クリ :14C測定試料 Bete-126717 
カエデ属 クリ>カエデ属>キハダ

キハダ

第11表 奥椿岱遺跡の各遺構から検出された分

。:検出分類群 轟:破片数が多い分類群

SIlO S-T A-B SK28 SK41 SK60 

イヌシデ節 。

ブナ属 。 。

コナラ節 。

クリ 。 。 。 。

アジサイ属 。

サクラ属 。

キハダ 。

カ 。

エゴノ 。
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株式会社パレオ・ラボ 新山雅広

上はじめに

奥椿岱遺跡は、秋田県河辺郡雄和町椿)11字奥椿岱195-4B外に所在する。ここでは、放射性炭素年

代測定の試料として用いられたSK40より採取された炭化種実の同定結果を報告する。

2.結果

試料は、 No.8一位、 43、74、75、旬、 77の6試料であり、そのうち放射性炭素年代測定の試料として

用いられたのは、 No.8-43である。検討した結果、 6試料は、いずれもクリの炭化子葉であった。その

うち、 No.8一位、 75、76の3試料は完形であり、その他の試料は破片であった。完形のものについては、

大きさ(長さ-幅一厚さ、単位は闘)がNo.8 42は15-16.5-6.5、No.8 75は10.5 11 6、No.8-76は

14-16-8であった。

3町形態記載

クリ Castanea crenata Sieb. et Zucc. 炭化子葉

完形であれば、三角状卵形。炭化子葉は綴密であり、表面には縦方向のゆるやかな起伏がある。

第4節テフラ分析

株式会社パレオ・ラボ 古橋美智子

上試料と方法

分析試料は、奥椿岱遺跡SK62(第l層)の堆積物1試料である。試料は、混重約100g程度を取り出

し、 lゆ(飾い目0.5腿)、何(飾い白0.25mm)、3rt(飾い呂O.125mm)、何(簡い目約0.063醐)の簡いを用い

て湿式箭い分けをした。これら各試料は、乾燥後、実体顕微鏡を用いて鉱物類について観察した。ま

た、 4姉請し¥の残溢は、重液(テトラブロモエタン:比重2.96)を用いて、震鉱物と軽鉱物に分離した。

重鉱物は、封入剤カナダバルサムを用いてプレパラートを作成し、偏光顕徴鏡により鉱物の観察を

行った。さらに、軽鉱物は、スライドグラスに散布し、偏光顕微鏡により火山ガラスの有無について

観察した。

2.結果

1ゆ残澄中の実体顕微鏡観察では、白色不透明の大型粒子が多く見られたが、長石類であることが

観察された。

軽鉱物の付残澄プレパラートの偏光顕微鏡観察では、ガラス質の粒子は全く見られなかった。

重鉱物の付残澄プレパラートの偏光顕微鏡観察では、角閃石類が最も多く見られるものの、これ

ら震鉱物類の表面にガラスは付着していなかった。

以上のことから、この試料は、テフラではない。なお、長石類などの白色粒子を多く合むものの、

花コウ岩類などが風化したサマなどが堆積したものと推定される。
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第5節黒曜石製遺物の原材産地分析

藁科哲男(京都大学原子炉実験所)

はじめに

石器石材の産地を自然、科学的な手法を用いて、客観的に、かっ定量的に推定し、古代の交流、交易

および文化圏、交易圏を探ると言う白的で、蛍光X線分析法によりサヌカイトおよび黒擢石遺物の石

材産地推定を行なっているl、2、3)。

黒躍石、サヌカイトなどの主成分組成は、原産地ごとに大きな差はみられないが、不純物として含

有される微量成分組成には異同があると考えられるため、徴量成分を中心に元素分析を行ない、これ

を産地を特定する指標とした。分類の指標とする元素組成を遺物について求め、あらかじめ、各原産

地ごとに数十個の原石を分析して求めておいた各原石群の元素組成の平均値、分散などと遺物のそれ

を対比して産地を推定する。この際多変量解析の手法を用いて、各産地に帰属される確率を求めて産

地を同定する。蛍光X線分析法は試料を破壊せずに分析することができて、かつ、試料調整が単純、

測定の操作も簡単である。石器のような古代人の日用品で多数の試料を分析しなければ遺跡の正しい

性格が分からないという場合にはことさら有利な分析法である。

今回分析を行なった試料は、秋田県河辺郡雄和町椿)11字奥椿岱195-4B外に位置する奥椿岱遺跡出

土の旧石器時代の可能性のある黒曜石製遺物を5個含む合計23個について産地分析の結果が得られた

ので報告する。

黒曜石原石の分析

黒曜石原石の風化面を打ち欠き、新鮮面を出し、塊状の試料を作り、エネルギー分散型蛍光X分析

装置によって元素分析を行なう。主に分析した元素はK、Ca、Ti、Mn、Fe、Rb、Sr、Y、

Zr 、 Nbの各元素である。塊試料の形状差による分析値への影響を打ち消すために元素量の比を取

り、それでもって産地を特定する指標とした。黒曜石は、 Ca/K、Ti/K、Mn/缶、 Fe/Zr、

Rb/Zr、 Sr/缶、 Y/缶、 Nb/訟の比量をそれぞれ用いる。黒曜石の原産地は北海道、東北、北陸、

東関東、中信高原、伊豆箱根、伊豆七島の神津島、山陰、九州、!の各地に黒曜石の原産地は分布する。

調査を終えた原産地を第7り図に示す。黒曜A:il京産地のほとんどすべてがつくされている。元素組成に

よってこれら原石を分類し第12表~第16表に示す。この原石群に原石産地は不明の遺物で作った遺物

群を加えると166個の原石群になる。ここでは北海道地域および一部の東北地域の産地について記述

すると、白滝地域の原産地は、北海道紋別郡白滝村に位置し、鹿砦北方2kmの採石場の赤石山の露頭、

鹿砦東方約2kmの幌加沢地点、また白土沢、八号沢などより転機として黒躍石が採取できる。赤石山

の大産地の黒曜石は色に関係無く赤石山群(1日白滝第l群)にまとまる。また、あじさいの滝の露頭か

らは赤石山と肉眼鏡察では区別できない原石が採取でき、あじさい群を作った(1日白滝第2群)、また、

八号沢の黒曜石原石と白土沢の転礁は梨肌の黒躍おで組成はあじさい滝群に似るが石肌で区別できる。

|視加沢よりの転機の中で70%は幌加沢群になりあじさい滝群と元素組成から両群を区別できず、残り

の30%は赤石山群に一致する。置戸産原石は、北海道常呂郡霞戸町の清水の沢林道より採取され、こ

の原石の元素組成は置戸群にまとまる。この原産地は、常呂川に通じる流域にあり、この常呂川流域

で黒曜石の円擦が採取されるが現在まだ調査していなし 10 十勝三段産涼石は、北海道河東郡上士幌町
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の十勝三股の十三ノ沢の谷筋および沢の中より原石が採取され、この原石の元素組成は十勝三股群に

まとまる。この十勝三股産原石は十三の沢から昔更)11さらに十勝)11に流れた可能性があり、十勝)11か

ら採取される黒擢石円礁の組成は、十勝三股産の原石の組成と相互に近似している。また、上士幌町

のサンケオルベ)11より採取される黒曜石丹擦の組成も十勝三段産原石の組成と相互に近似している。

これら組成の近似した原石の原産地は区別できず、遺物石材の産地分析でたとえ、この遺物の原石産

地が十勝三股群に問定されたとしても、これら十勝三股、音更)1r、十勝川、サンケオルベ)11の複数の

地点を考えなければならない。しかし、この複数の産地をまとめて、十勝地域としても、古代の地域

間の交流を考察する場合、問題はないと考えられる。また、清水町、新得町、鹿追町にかけて広がる

美蔓台地から産出する黒躍石から2個の美蔓原石群が作られた。この原石は産地近傍の遺跡で使用さ

れている。名寄市の智南地域、智恵文川および忠烈布貯水池から上名寄にかけて黒纏石の円礁が採集

される。これらを組成で分類すると88%は名寄第一群に、また12%は名寄第二群にそれぞれなる。旭

川市の近文台、嵐山遺跡付近および雨文台北部などから採集される黒躍石の円礁は、 20%が近文台第

一群、 69%が近文台第二群、 11%が近文台第三群それぞれ分類された。また、滝川市江別乙で採集さ

れる親指大の黒曜石の礁は、組成で分類すると約79%が滝川群にまとまり、 21%が近文台第二、三群

に組成が一致する。滝川群に一致する組成の原石は、北竜市恵袋別川培本社からも採取される。秩父

別町の雨竜)11に開析された平野を見下す丘陵中腹の緩斜面から小円礁の黒隈石原石が採取される。産

出状況とか磯状は滝川産黒曜石と伺じで、秩父別第一群は滝川第一群に組成が一致し、第二群も滝川

第二群に一致しさらに近文台第二群にも一致する。赤井川産原石は、北海道余市郡赤井川村の土木沢

上流域およびこの付近の山腹より採取できる。ここの原石には、少球果の列が伺層にも重なり石器の

原材として良質とはいえない原石で赤井川第1群を、また、球果の非常に少ない握り拳半分大の良質

な原石などで赤井川第2群を作った。これら第L2群の元素組成は非常に似ていて、遺物を分析した

ときしばしば、赤井川両群に同定される。豊泉産原石は豊浦町から産出し、組成によって豊泉第L，2 

群の2群に区別され、豊泉第2群の原石は斑品が少なく良質な黒曜石である。豊泉産原石の使用圏は道

南地方に広がり、一部は青森県に伝播している。出来島群は青森県西津軽郡木造町七里長浜の搬岸部

より採取された円礁の原石で作られた群で、この出来島群と相互に似た組成の原石は、岩木山の西側

を流れ鯵ケ沢地区に流入する中村)1 rの上流でl点採取され、また、青森市の鶴ケ坂および西津軽郡森

田村鶴ばみ地区より採取されている。青森県西津軽郡深浦町の海岸とか同町の六角沢およびこの沢筋

る露頭より採取された原石で六角沢群をまた、八森山産出の原石で八森山群をそれぞれ作っ

た。深浦の両群と相互に似た群は青森市戸門地区より産出する黒曜石で作られた声門第二群である。

戸内第一群、成田群、浪岡町県民の森地区より産出の大釈迦群(1自浪岡群)は赤井川産原石の第l、2群

と弁別は可能であるが原石の組成は比較的似ている。戸内、大釈迦産黒曜石の産出量は非常に少なく、

希に石銀が作れる大きさがみられる程度であるが、鷹森群は鷹森山麓の成田地区産出の黒躍石で中に

は5cm大のものもみられる。また、考古学者の話題になる下湯川産黒曜石についても原石群を作った。

男鹿群は秋田県男鹿市の男鹿半島の金ケ崎温泉のあった海岸より採取された原石で作られ、

の脇本地区で採取された原石の組成は男鹿群と相互に近似していることから、この両産地の原石の起

源は向じと考えられる。岩手県の黒曜石原産地は北上川に沿った範聞に点々と見られ、

郡雫石町の小赤沢地区の棟層から採取された原石で作られ、折居群は水沢市真城の折居地区の磯層よ
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り採取された円礁で作られ、花泉群は西磐井郡花泉町の払田および金沢の両地区の磯層より採取され

た小円礁の原石で作られた原石群である。これら岩手県の原石群の組成は相互に似ていて、これら原

産地を元素組成で明確に区別できなく、遺物を分析してたとえこれら岩手県下の原石群の中の一地点

に同定されても、この遺物の原石産地はこれら岩手県内の複数の原産地を考えなければならない。月

山群は羽黒山から月山にかけての西麓付近に点々と分布する黒躍石産出地点より採取した原石で作っ

た群である。湯倉群は宮城県加美郡宮崎町柳瀞の湯倉真珠岩層の露頭付近で採取された原石で作られ

た若手である。新潟県内の原産地では、佐渡島は大佐渡山地の南部に位置し、所在地は佐渡郡金井町堂

林、ニツ坂地域から佐和田町との境にかかる地帯である。今回分析した黒躍石は林道工事のときに産

出した円穣状の原石で、 lcrnから3crnの大きさのものが大部分で、大きな原石は長径が約10crnのものが

確認できた。現在、林道での採取は沼難で、僅かに問地域の沢で少量採取できるにすぎない。この沢

で採取した最大の原石は長径が約5crnの円礁で、小型の石鎌を作るには十分の大きさである。元素比

の組成の似たもので群を作ると、佐渡第一群と佐渡第二群の二つの群にまとまる。これら佐渡第一、

二群は佐渡田有の群で他の産地の原石群と区別することができる。新発田市の板山原石は牧場内に露

頭があり、小粒の黒躍石は無数に採取され、牧場整備で土木工事で露出した露頭からは握り拳大の原

石を採取することができた。板山産地から北方約5krnに上石川黒曜石産地があり良質の黒曜石を産出

している。また、新津市の秋葉山地区から小粒の黒曜石が産出することが知られていた。また、秋葉

山南方約3krnの金津地区から新たに黒曜石が産出している地点が明らかになり金津産原石で金津群を

{乍った。この他新潟県では入広瀬村の大白川地区から採取される黒曜石は大半が親指大で肉眼的には

良質であるが石器原材として使用された例はない。中信高原地域の黒曜石産地の中で、霧ケ峰群は、

長野県下諏訪町金明水、星ヶ塔、星ヶ台の地点より採取した原石でもって作られた群で、同町鏡音沢

の露頭の原石も、霧ケ峰群に一致する元素組成を示した。和田峠地域原産の原石は、星ヶ塔の商方の

山に位置する!日和田峠トンネルを中心にした数百メートルの範囲より採取され、これらを元素組成で

分類すると、和田峠第一、第二、第三、第四、第五、第六の各群に分かれる。和田峠第一、第三群に

分類された原石は18トンネル付近より北側の地点より採取され、和田峠第二群のものは、 トンネルの

南側の原石に多くみられる。和田峠第四群は男女倉側の新トンネルの入り口、また、和田l牢第五、第

六群は男女倉側新トンネル入り口左側で、和田峠第一、第三の両群の産地とは逆の方向である。男女

倉原産地の原石は男女倉群にまとまり組成は和田峠第五群に似る。鷹山、星糞峠の黒曜石の中に和田

峠第一群に属する物が多数みられる。麦草峠群は大石川の上流および麦草峠より採取された原石で作

られた。これら中信高原の原産地は、元素組成で和田峠、霧ケj峰、男女倉、変革峠の各地域に区別さ

れる。伊豆箱根地方の原産地は笛塚、畑宿、鍛冶屋、上多賀、柏峠西の各地にあり、良質の石材は、

畑宿、柏峠西で斑晶の多いやや石賓の悪いものは鍛冶屋、上多賀の両原産地でみられる。笛塚産のも

のはピッチストーン様で、石器原材としては良くないであろう。伊豆諸島の神津島原産地は砂糠崎、

長浜、沢尻湾¥恩馳島の各地点から黒曜石が採取され、これら原石から神津島第一群および第二群の

原石群にまとめられる。浅間山の大窓沢の黒曜石は貝殻状剥離せず石器の原材料としては不適当では

あるが、考古学者の間でしばしば話題に上るため大窪沢群として遺物と比較した。

結果と考察

遺跡から出土した石器、石片は風化しているが、黒曜石製のものは風化に対して安定で、表面に薄
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い水和層が形成されているにすぎないため、表面の泥を水洗するだけで完全な非破壊分析が可能であ

ると考えられる。産地分析で水和層の影響は、軽い元素の分析ほど大きいと考えられるが、影響はほ

とんど見られない。 Ca/区、 Ti/Kの両軽元素比量を除いて産地分析を行なった場合、また除かずに

産地分析を行った場合同定される原産地に差はない。他の元素比量についても風化の影響を完全に否

定することができないので、得られた確率の数値にはやふ不確実さを伴うが、遺物の石材産地の判定

を誤るようなことはない。

今回分析した奥椿岱遺跡出土の黒曜石製遺物の分析結果を第17表に示した。石器の分析結果から石

材産地を同定するためには数理統計の手法を用いて原石群との比較をする。説明を簡単にするため

Rb/訟の一変量だけを考えると、第17表の試料番号60464番の遺物ではRb/訟の値は1.524で、男鹿・

金ケ崎群の[平均値]土[標準偏差値]は、1.493土0.081である。遺物と原五群の差を標準偏差値(σ)を

基準にして考えると遺物は原石群から0.4σ離れている。ところで男鹿・金ケ崎原産地から100ヶの原

を採ってきて分析すると、平均値から土0.4σのずれより大きいものが69個ある。すなわち、この

遺物が、男鹿・金ケ崎群の原石から作られていたと仮定しても、 0.4σ以上離れる確率は69%であると

える。だから、男鹿・金ケ崎群の平均値から0.4σしか離れていないときには、この遺物が男鹿・金

ケ崎群の原石から作られたものでないとは、到底言い切れない。ところがこの遺物を月山群に比較す

ると、月山群の平均値からの隔たりは、約7σである。これを確率の言葉で表現すると、月山群の原

を採ってきて分析したとき、平均値から7σ以上離れている確率は、千万分のーであると言える。

このように、千万個に一個しかないような原石をたまたま採取して、この遺物が作られたとは考えら

れないから、この遺物は、月山群の原石から作られたものではないと断定できる。これらのことを簡

単にまとめて言うと、「この遺物は男鹿-金ケ崎群に69%の確率で帰属され、信頼限界の0.1%を満た

していることから男鹿・金ケ崎産原石が使用されいると同定され、さらに月山群に十万分の一%の低

い確率で帰属され、信頼限界の0.1%に満たないことから月山産原石でないと伺定される」。遺物がー

ヶ所の産地(男鹿・金ケ崎産地)と一致したからと言って、例え男鹿・金ケ崎群と月山群の原石は成分が

異なっていても、分析している試料は原石でなく遺物で、さらに分析誤差が大きくなる不定形(非破

壊分析)であることから、他の産地に一致しないとは言えない、同種岩石の中での分類である以上、

他の産地にも一致する可能性は推測される。即ちある産地(男鹿-金ケ崎産地)に一致したと言っても

一致した産地の原石とは限らないために、帰属確率による判断を表lの166個すべての原石群について

行ない、低い確率で帰属された原石群を消していくことにより、はじめて男鹿・金ケ崎産地の石材の

みが使用されていると判定される。実際はRb/Zrといった唯1ヶの変量だけでなく、前述した8ヶの

変量で取り扱うので変量聞の相関を考慮しなければならならい。例えばA原産地のA群で、 Ca元素

とRb元素との間に相関があり、 Caの量を計ればRbの量は分析しなくても分かるようなときは、 A

群の石材で作られた遺物であれば、 A群と比較したとき、 Ca量が一致すれば当然、Rb量も一致する

はずである。したがって、もしRb量だけが少しずれている場合には、この試料はA群に属していな

いと言わなければならない。このことを数量的に導き出せるようにしたのが相関を考慮した多変量統

計の手法であるマハラノピスの距離を求めて行なうホテリングの検定である。これによって、そ

れぞれの群に帰属する確率を求めて産地を同定する4、5)。産地の伺定結果はl個の遺物に対して、黒

曜石製では166個の推定確率結果が得られている。今国産地分析を行った遺物の産地推定結果につい
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ては低い確率で帰属された原産地の推定確率は紙面の都合上記入を省略しているが、本研究ではこれ

ら産地の可能性が非常に低いことを確認したという非常に重要な意味を含んでいる、すなわち、男

鹿-金ケ崎産原石と判定された遺物について、カムチャッカ産原石とかロシア、北朝鮮の遺跡で使用

されている原石および信州和田峠産の原石の可能性を考える必要がない結果で、高い確率で同定され

た産地のみの結果を第18表に記入した。原石群を作った原石試料は直径3cm以上であるが、多数の試

料を処理するために、小さな遺物試料の分析に多くの時間をかけられない事情があり、短時間で測定

を打ち切る。このため、得られた遺物の測定値には、大きな誤差範囲が含まれ、ときには原石群の元

素組成のバラツキの範囲を越て大きくなる。したがって、小さな遺物の産地推定を行なったときに、

判定の信頼限界としている0.1%に達しない確率を示す場合が比較的多くみられる。この場合には、

原お産地(確率)の欄の確率値に替えて、マハラノピスの距離の値を記した。この遺物については、

記入されたの値が原石群の中で最も小さな値で、この値が小さい程、遺物の元素組成はその原

石群の組成と似ていると言えるため、推定確率は低いが、そこの原石産地と考えてほ工間違いないと

判断されたものである。今回分析した奥捧岱遺跡出土の23個の遺物の各産地別使用頻度の中で最も多

く使用された原石は地元、男鹿半島の金ケ崎または脇本産の黒躍石で、分析番号60481番の遺物には

北上)[[に沿った範閤に点々と見られる、雫石町、水沢市、花泉町の各産地の磯層より採取される原石

が使用され、遺跡から近い雫石産の原石が多用されたと推測した。また、信頼限界の0.1%に達しな

かった遺物はマハラノビスの距離の値が最も小さな値を示す産地の可能性が高いと推測して、帰

属確率が低かった理由を推測すると、被熱などにより風化層が異常に厚くなっている、試料が薄すぎ

る小さすぎるなど遺物試料に起因する理由で本来の原石産地に同定されなかった場合、また未発見の

原石産地の原石が使用されているなどが考えられる。今回分析した遺物の中で分析番号60474番は薄

いために、 60475、60479番は風化のため、 60480番は被熱による?異常風化のためにそれぞれ本来の原

石産地への婦属確率が非常に低くなったと推測した。遺物が無作為に遺跡から抽出されたものであれ

ば、本遺跡と交流が活発であった産地の原材がより多く遺跡に伝播すると仮定すると、本遺跡では地

元の男鹿地区の交流に加えて雫石地区との交流をもっていたと推測しても産地分析の結果と矛居しな

。
、.f齢、l
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第12表各黒曜石の原産地における原石群の元素比の平均値と標準偏差値(1)

-
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原 産 地 分析 フむ 素 上七
原石群名 個数 Ca/K Ti/K 話 n r F e r Rb/Zr S r r Y/Zr Nb/Zr Al/K S i 

北海道 名寄第 114 0.478::1:0.011 0.121 ::1:0. 005 0.035土0.007 2.011 ::1:0.063 0.614::1:0.032 0.574::1:0.022 0.120土0.017 0.024::1:0.016 0.033::1:0.002 0.451 ::1:0.010 
!! 第一 35 0.309土0.015 0.103土0.005 0.021::1:0冊006 1. 774::1:0. 055 0.696::1:0.044 0.265::1:0.011 0.301 ::1:0. 022 0.026土0.020 0.028土0.0070.394::1:0.010

滝地区白

赤石山 130 0.173土0.014 0.061土0.003 0.079::1:0.013 2.714::1:0.142 1. 340::1:0. 059 0.283::1:0.019 0.341 ::1:0.030 0.073::1:0.026 0.028土0.002 0.374土0.010
八号沢 30 0.138::1:0.010 0.022::1:ι002 0.105土0.017 3.123土0.127 1. 846土0.065 0.105土0.019 0.475::1:0.045 0.076::1:0.046 0.027::1:0.008 0.359土0.042
!幌加沢 23 0.139::1:0.009 0.023土ι001 0.099::1:0.015 2.975::1:0.102 1. 794::1:0. 077 0.104::1:0.010 0.470::1:0.037 0.103::1:0.027 0.027土0.002 0.369::1:0.007 
あじさい滝 29 O. 142ごと0.010 0.023土0.001 0.101 ::1:0.014 3.038::1:0.125 1. 787::1:0. 076 0.115::1:0.015 0.457::1:0.035 0.076::1:0.044 0.027土0.005 0.365::1:0.011 

近文台第 30 0.819::1:0.013 0.165土仏006 0.081土0.010 3.266土0.117 0.604土0.031 0.941土0.030 0.165::1:0.020 0.039::1:0.016 0.039土0.002 0.457土0.008
!! 第二 107 0.517::1:0.011 0.099::1:ι005 0.067::1:0.090 2.773土0.097 0.812土0.037 0.818::1:0.034 0.197土0.024 0.041::1:0.019 0.035::1:0.002 0.442土0.009
!! 第三 17 0.514::1:0.012 0.098土0.005 0.066土0.014 2.765::1:0.125 0.814::1:0.068 0.815::1:0.042 0.199::1:0.039 0.078土0.008 0.034::1:0.002 0.443::1:0.011 
秩父別第一 51 0.249::1:0.017 0.122土0.006 0.078土0.011 1. 614::1:0. 068 0.995::1:0.037 0.458::1:0.023 0.235::1:0.024 0.023土0.021 0.022::1:0.004 0.334::1:0.013 
!! 第二 25 0.506土0.016 0.098::1:0.005 0.070土0.011 2.750土0.099 0.805::1:0.042 0.808土0.032 0.197::1:0.026 0.027::1:0.016 0.027::1:0.003 0.371土0.010
滝川第一 31 0.253::1:0.018 0.122::1:0.006 0.077土0.009 1. 613土0.090 1.017土0.045 0.459土0.025 0.233土0.029 0.038::1:0.018 0.025::1:0.003 0.370::1:0.023 
!! 第二 15 0.510土0.015 0.098::1:0.005 0.068::1:0.009 2.740::1:0.072 0.802::1:0.019 0.812::1:0.019 0.192::1:0.026 0.032土0.023 0.030土0.004 0.393土0.031
寵 戸 65 0.326::1:0.008 0.128土0.005 0.045土0.008 1. 813::1:0. 062 0.824::1:0.034 0.454::1:0.020 0.179::1:0.023 0.044::1:0.020 0.030::1:0.002 0.412::1:0.010 

十 十勝 股 60 0.256::1:0.018 0.074::1:0.005 0.068土0.010 2.281ごと0.087 1. 097土0.055 0.434土0.023 0.334土0.029 0.064ごと0.025 0.029土0.002 0.396::1:0.013 
美蔓第 41 0.499::1:0.020 0.124::1:0.007 0.052土0.010 2.635土0.181 0.802::1:0.061 0.707::1:0.044 0.199::1:0.029 0.039::1:0.023 0.033::1:0.002 0.442::1:0.015 

勝 グ第一 28 0.593::1:0.036 0.144::1:0.012 0.056土0.010 3.028::1:0.251 0.762::1:0.040 0.764::1:0.051 0.197::1:0.026 0.038::1:0.022 0.034::1:0.002 0.449::1:0.009 

赤井 )'1第一 50 0.254::1:0.029 0.070土0.004 0.086::1:0.010 2.213::1:0.104 0.969::1:0.060 0.428::1:0.021 0.249::1:0.024 0.058::1:0.023 0.027土0.002 0.371土0.009
!! 第一 30 0.258土0.065 0.072土0.002 0.080::1:0.010 2.207::1:0.083 0.970::1:0.045 0.436::1:0.026 0.245::1:0.021 0.021土0.029 0.025土0.007 0.371土0.007
豊泉第 75 0.473::1:0.019 0.148::1:0.007 0.060::1:0.015 1. 764::1:0. 072 0.438::1:0.027 0.607::1:0.028 0.157::1:0.020 0.025土0.017 0.032土0.002 0.469::1:0.013 
!! 第二 40 0.377::1:0.009 0.133土0.006 0.055::1:0.008 1. 723::1:0. 066 0.516::1:0.019 0.513::1:0.018 0.177::1:0.016 0.007::1:0.015 0.030::1:0.005 0.431土0.010

青森県 折 腰 内 35 0.190土0.015 0.075土0.003 0.040::1:0.008 1. 575::1:0. 066 1. 241 ::1:0.046 0.318::1:0.014 0.141 ::1:0.033 0.076土0.021 0.024土0.002 0.348土0.010
出 来 島 27 0.346::1:0.022 0.132::1:0.007 0.231 ::1:0.019 2.268土0.085 0.865土0.044 1.106::1:0.056 0.399土0.038 0.179土0.031 0.038土0.003 0.499土0.013

深浦
六角沢 36 0.080::1:0.008 0.097::1:0.011 0.013::1:0.002 0.697土0.021 0.128土0.008 0.002ごと0.002 0.064::1:0.007 0.035::1:0.004 0.026::1:0.002 0.379::1:0.010 
八森山 41 0.077::1:0.005 0.098::1:0.003 0.013::1:0.002 0.701土0.018 0.134土0.005 0.002土0.002 0.070土0.005 0.034土0.006 0.027::1:0.005 0.384::1:0.009 

戸内第 28 0.250::1:0.024 0.069::1:0.003 0.068::1:0.012 2.358土0.257 1.168::1:0.062 0.521 ::1:0. 063 0.277::1:0.065 0.076::1:0.025 0.026::1:0.002 0.362土0.015主丹忽
庁第二 28 0.084::1:0.006 0.104土0.004 0.013こと0.002 0.691 ::1:0.021 0.123::1:0.006 0.002::1:0.002 0.069::1:0.010 0.033::1:0.005 0.025::1:0.002 0.369::1:0.007 

森 鶴ケ坂 33 0.344::1:0.017 0.132::1:0.007 0.232土0.023 2.261土0.143 0.861 ::1:0. 052 1.081 ::1:0. 060 0.390::1:0.039 0.186::1:0.037 0.037::1:0.002 0.496::1:0.018 
市 !罷森山 47 0.252::1:0.017 0.068::1:0.009 0.079土0.033 2.548土0.131 1. 149土0.069 0.568::1:0.108 0.288::1:0.037 0.049::1:0.036 0.028::1:0.005 0.383::1:0.018 
下湯川 36 9.673::1:0.479 2.703::1:0.149 3.267::1:0.217 21.648土1.500 0.090::1:0.021 1. 708土0.102 0.155土0.015 0.169土0.031 0.053土0.042 0.858土0.088

大 釈 迦 67 0.253::1:0.016 0.067::1:0.008 0.077::1:0.029 2.519土0.148 1. 147土0.065 0.558土0.087 0.286土0.035 0.047土0.040 0.028土0.003 0.385::1:0.018 

秋田県
鹿男
金ケ崎 43 0.294土0.009 0.087::1:0.004 0.220::1:0.018 1.644::1:0.081 1. 493::1:0. 081 0.930::1:0.043 0.287土0.039 0.098土0.040 0.029土0.002 0.368土0.008
脇本 45 0.295::1:0.008 0.087土0.004 0.219::1:0.017 1.671 ::1:0. 077 1. 503::1:0. 072 0.939::1:0.054 0.286::1:0.045 0.108::1:0.034 0.028::1:0.006 0.367::1:0.009 

山形県 月 山 44 0.285土0.021 0.123土0.007 0.182::1:0.016 1. 906::1:0. 096 0.966::1:0.069 1.022::1:0.071 0.276::1:0.036 0.119::1:0.033 0.033::1:0.002 0.443::1:0.014 
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各黒曜石の原産地における原石群の元素比の平均値と標準偏差値段)

原 産 地 分析 フじ 素 比
東石群名 個数 Ca Ti/K Mn/Zr F e/Z r Rb/Zr S r r Y/Zr Nb/Z r Al/K S i/K 

岩手県 -互主F壬ご 石 25 O. 636:t0. 033 0.187:tO.012 o. 052:t0. 007 1. 764:t0. 061 o. 305:t0. 016 0.431土0.021 0.209こと0.016 0.045土0.014 0.041土0.003 o. 594:t0. 014 
折 居 22 0.615土0.055 0.180土0.016 0.058土0.007 1.751:t0.062 0.306土0.033 0.421土0.051 0.228:t0.079 0.045こと0.011 0.041土0.005 0.594土0.055
花 泉 30 0.596土0.046 0.177土0.018 0.056士0.008 1.742土0.072 0.314土0.019 0.420土0.025 o. 220:t0. 016 0.044土0.013 0.041 :t0. 003 0.586士0.030

宮城県 湯 倉 ぺ2…ω0.34…7 0.0…閃 2日日間 0.1…9 0.658:t0削 0.1加 0.015 0山間 0.073:t0.003 0同州
塩 釜 37 I 4.828土0.395 1.630土0.104 0.178土0.01711. 362ごと1.150 0.168土0.018 1. 298:t0. 063 0.155土0.016 0.037土0.018 o. 077:t0. 002 O. 720:t0. 032 

新潟県 佐渡第 34 0.228士0.013 o. 078:t0. 006 0.020土0.005 1.492土0.079 0.821 :t0. 047 0.288土0.018 0.142:t0.018 0.049土0.017 0.024土0.004 0.338土0.013
II 第 一 12 O. 263:t0. 032 0.097土0.018 0.020土0.006 1.501土0.053 0.717:t0.106 0.326:t0.029 0.091土0.022 0.046土0.015 0.026土0.002 0.338土0.009

上 石 )'1 45 0.321:t0.007 0.070土0.003 O. 069:t0. 011 2.051 :t0. 070 0.981土0.042 o. 773:t0. 034 0.182土0.023 0.038土0.027 o. 026:t0. 007 0.359土0.009
板 山 44 O. 232:t0. 011 0.068土0.003 0.169ごと0.017 2.178土0.110 1. 772:t0. 098 0.772土0.046 o. 374:t0. 047 0.154土0.034 0.027士0.002 0.359土0.009
大 自 JII 22 0.569土0.012 0.142土0.007 0.033:t0.005 1.608:t0.049 0.261士0.012 O. 332:t0. 011 0.150:t0.015 O. 033:t0. 011 0.036土0.003 0.491 :t0. 014 
金 津 46 0.331:t0.011 0恥097土0.037 0.030土0.007 1. 711土0.066 O. 618:t0. 027 o. 283:t0. 012 0.181土0.016 o. 035:t0. 018 O. 027:t0. 009 0.402土0.012

栃木県 高 原 山 40 O. 738:t0. 067 0.200土0.010 0.044土0.007 2.016土0.110 0.381 :t0. 025 o. 502:t0. 028 0.190土0.017 o. 023:t0. 014 o. 036:t0. 002 O. 516:t0. 012 

東京都 神津島第一津 56 0.381 :t0. 014 O. 136:t1). 005 0.102土0.011 1. 729土0.079 0.471 :t0. 027 0.689土0.037 O. 247:t0. 021 0.090土0.026 0.036土0.003 0.504土0.012
I1 第一島 23 O. 317:t0. 016 0.120:t1).008 0.114:t0.014 1. 833:t0. 069 O. 615:t0. 039 o. 656:t0. 050 0.303ごと0.034 0.107土0.026 0.033土0.002 0.471 :t0. 009 
長 根 40 0.318土0.020 o. 120:t1). 005 0.118:t0.014 1. 805:t0. 096 0.614土0.036 o. 664:t0. 045 0.291土0.029 o. 093:t0. 039 o. 034:t0. 006 O. 476:t0. 012 

神奈川県 箱根 笛塚 30 6.765土0.254 2.219土0.0;57 o. 228:t0. 019 9. 282:t0. 622 0.048土0.017 1. 757:t0. 061 0.252土0.017 O. 025:t0. 019 0.140:t0.008 1. 528:t0. 046 
I1 熔宿 41 2. 056:t0. 064 0.669土1).019 0.076土0.007 2.912土0.104 O. 062:t0. 007 o. 680:t0. 029 0冊202:t0.011 0.011:t0.010 O. 080:t0. 005 1. 126:t0.031 
t投 冶 産 31 1. 663:t0. 071 0.381土0.019 0.056土0.007 2.139土0.097 0.073土0.008 o. 629:t0. 025 0.154土0.009 0.011:t0.009 0.067:t0.005 0.904土0.020

静関県 上 多 賀 31 1. 32号土0.078 0.294:t1).018 0.041:t0.006 1.697:t0.068 0.087土0.009 0.551土0.023 o. 138:t0. 011 0.010土0.009 0.059土0.004 o. 856:t0. 018 
本自 1I牢 西 35 1. 213:t0.164 0.314土l).028 0.031:t0.004 1.699土O冊167 0.113土0.007 0.391 :t0. 022 0.143:t0.007 o. 009:t0. 009 0.047 :t0. 004 o. 663:t0. 020 
丘 1I序 40 0.110土0.008 0.052:t1).004 0.297土0.038 3.211:t0.319 0.829:t0.089 0.154土0.030 0.547 :t0. 054 o. 087:t0. 057 O. 025:t0. 014 0.429土0.016

富山県 飴 津 12 O. 278:t0. 013 o. 065:t1). 004 0.064土0.008 2. 084:t0. 095 O. 906:t0. 057 0.641土0.046 0.194:t0.014 0.102土0.021 0.027土0.002 O. 372:t0. 009 

市高岡

ニ上山第一 36 O. 319:t0. 017 0.113土1).006 0.040土0.008 1. 720:t0. 080 O. 740:t0. 052 0.665土0.029 0.121 :t0. 026 0.047土0.031 o. 015:t0. 014 o. 392:t0. 018 
グ第二 40 0.710土0.017 o. 202:t1). 008 O. 054:t0. 011 1. 994土0.152 O. 413:t0. 028 o. 840:t0. 050 0.118土0.025 0.051 :t0. 031 O. 020:t0. 020 0.599土0.024
グ第三 45 0.441 :t0. 052 0.108ごと1).014 0.079土0.021 2.251 :t0.138 0.794:t0.155 1. 222土0.088 0.127:t0.041 0.067土0.053 0.015土0.014 o. 412:t0. 025 

長野県 霧 ケ I1阜 171 0.138:t0.009 o. 066:t1). 003 O. 104:t0. 011 1. 339土0.057 1. 076土0.047 0.360土0.023 0.275土0.030 0.112:t0.023 o. 026:t0. 002 0.361土0.013
和田峠第一 143 0.167:t0.028 0.049土0.008 0.1l7:t0.011 1.346土0.085 1. 853:t0.124 0.112土0.056 o. 409:t0. 048 0.139土0.026 0.025土0.002 o. 355:t0. 016 
I1 第ニ 17 0.146:t0.003 0.032土0.003 0.151 :t0. 010 1. 461 :t0. 039 2.449:t0.135 O. 036:t0. 012 o. 517:t0. 044 0.186土0.025 0.027:t0.002 0.368:t0.007 
I1 第三 62 0.248土0.048 o. 064:t0. 012 0.114:t0.011 1. 520:t0.182 1. 673土0.140 0.274:t0.104 0.374土0.048 0.122:t0.024 O. 025:t0. 003 0.348土0.017
I1 第四 37 0.144:t0.017 o. 063:t0. 004 o. 094:t0. 009 1. 373:t0. 085 1. 311 :t0. 037 0.206土0.030 O. 263:t0. 038 o. 090:t0. 022 0.023土0.002 0.331 :t0. 019 
I1 第五 47 0.176:t0.019 o. 075:tO. 010 O. 073:t0. 011 1. 282:t0. 086 1. 053:t0.196 0.275土0.058 o. 184:t0. 042 o. 066:t0. 023 0.021土0.002 O. 306:t0. 013 
I1 第六 53 O. 156:t0. 011 O. 055:tO. 005 0.095土0.012 1. 333土0.064 1.523:t0.093 0.134:t0.031 0.279土0.039 0.010土0.017 0.021 :t0. 002 o. 313:t0. 012 
鷹山・和田 53 0.138土0.004 o. 042:t0. 002 o. 123:t0. 010 1. 259:t0. 041 1. 978土0.067 o. 045:t0. 010 O. 442:t0. 039 0.142:t0.022 0.026土0.002 0.360土0.010
男 女 倉 119 O. 223:t0. 026 0.102:t0.010 O. 059:t0. 008 1.169士0.081 0.701 :t0. 109 o. 409:t0. 052 o. 128:t0. 024 0.053士0.017 0.026土0.002 0.354:t0.008 
麦 草 11序 68 O. 263:t0. 020 0.138土0.011 0.049:t0.008 1.403土0.069 0.532:t0.048 0.764土0.031 0.101 :t0. 018 0.056土0.016 o. 029:t0. 002 0.401土0.017
双 子 池 8:3 O. 252:t0. 027 0.129土0.007 0.059土0.010 1.630:t0.179 0.669土0.052 o. 802:t0. 058 0.111土O冊024 o. 037:t0. 032 0.027土0.007 0.401 :t0. 011 
大 窪 沢 42 1.481:t0.117 0.466:tO.021 0.042:t0.006 2.005土0.135 O. 182:t0. 011 0.841 :t0. 044 0.105:t0.Ol0 0.009土0.008 0.033土0.005 O. 459:t0. 012 
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各黒曜石の京産地における原石群の元素比の平均値と標準幅差値(3)

原 産 i也 分析 ブじ 素 上七
原石群名 髄数 Ca Ti Mn  r Fe F Rb r S r /Z r r Nb r Al S i 

石川県 上七 翌日 17 0.370土0.014 0.087::1=0.004 0.060::1=0.009 2.699::1=0.167 0.639土0.028 0.534::1=0.023 0.172::1=0.028 0.052::1=0.018 0.032::1=0.002 0.396::1=0.017 

福井県 安 島 21 0.407土0.007 0.123::1=0.005 0.038::1=0.006 1. 628::1=0. 051 0.643土0.041 0.675::1=0.030 0.113::1=0.020 0.061土0.016 0.032::1=0.002 0.450::1=0.010 
一 里 山 21 0.350土0.018 0.123::1=0.008 0.036::1=0.006 1. 561 ::1=0.081 0.608::1=0.031 0.798::1=0.039 0.069::1=0.020 0.062土0.013 0.028::1=0.002 0.381::1=0.008 

島根県 方日 茂 20 0.154ごと0.008 0.092::1=0.009 0.018土0.003 0.943::1=0.029 0.289土0.016 0.006土0.003 0.047::1=0.010 0.144土0.019 0.022土0.001 0.269::1=0.017 
津 井 30 0.150土0.008 0.100::1=0盈003 0.015::1=0.002 0.919::1=0.033 0.305土0.010 0.013::1=0.003 0.046::1=0.013 0.132土0.007 0.022::1=0.001 0.258土0.006
久 見 31 0.142土0.004 0.061::1=0.002 0.020::1=0.003 0.981::1=0.048 0.398土0.013 0.001 ::1=0. 002 0.093土0.01[-j 0.229土0.010 0.023::1=0.002 0.317::1=0.006 

福岡県 八女昭和j器地 68 0.261 ::1=0.010 0.211土0.00'7 0.033::1=0.003 0.798土0.027 0.326土0.013 0.283::1=0.015 0.071土0.009 0.034::1=0.008 0.024土0.006 0.279::1=0.009 

佐賀県 中野第一群 39 0.267::1=0.007 0.087土0.003 0.027::1=0.005 1. 619::1=0. 083 0.628::1=0.028 0.348::1=0.015 0.103土0.0180.075::1=0.0180.023::1=0.0070.321土0.011
1; 第一群 40 0.345::1=0.007 0.104::1=0.003 0.027土0.005 1. 535土0.039 0.455土0.017 0.397土0.014 0.069土0.016 0.059土0.014 0.026::1=0.008 0.328::1=0.008 
梅 野 39 0.657土0.014 0.202::1=0.006 0.071土0.013 4.239::1=0.205 1. 046土0.065 1. 269::1=0. 058 0.104::1=0.032 0.380土0.047 0.028::1=0.005 0.345::1=0.009 
陵ー 岳 26 0.214土0.015 0.029土0.001 0.076土0.012 2.694::1=0.110 1.686::1=0.085 0.441土0.030 0.293::1=0.039 0.257土0.029 0.027土0.002 0.356土0.008
/控 葉 JlI 59 0.414::1=0.009 0.071土O白003 O. 101土0.017 2.947::1=0.142 1.253土0.081 2.015::1=0.099 0.147::1=O.03Ei 0.255土0.040 0.030::1=0.007 0.388::1=0.009 
{公尾;第一群 40 0.600土0.067 0.153土0.029 0.125土0.018 4.692::1=0.369 1.170土0.114 2.023 ::1=0.122 0.171土0.032 0.255::1=0.037 0.032::1=0.003 0.376土0.008
I1 第一群 40 0.953土0.027 0.307土0.010 0.126土0.013 6.666土0.342 0.856土0.070 1. 907 ::1=0.119 0.147土0.029 0.194::1=0.028 0.033土0.008 0.383土0.010

長崎県 久喜ノ辻 37 0.165土0.012 0.066::1=0002 0.034土0.003 1. 197土0.030 0.403::1=0.012 0.005土0.004 0.114土0.012 0.326::1=0.008 0.024こと0.002 0.294土0.008
ql島枝E 君ケ浦 28 0.161 ::1=0.011 0.064土0002 0.034::1=0.003 1.209土0.032 0.405土0.008 0.005土0.004 0.119土0.016 0.322土0.010 0.025土0.002 0.294土0.006
角川 29 0.138::1=0.010 0.037土0.002 0.056::1=0.007 1. 741土0.083 1.880土0.076 0.012土0.012 0.303土0.038 0.652土0.036 0.026::1=0.002 0.358::1=0.010 
貝畑 49 0.135土0.010 O. 037::1=0 OO:~ 0.056::1=0.009 1.746::1=0.073 1. 834::1=0. 064 0.022土0.013 0.334::1=0.046 0.714土0.040 0.021土0.009 0.339::1=0.015 

松浦第一 23 0.218::1=0.010 0.029::1=0 002 0.085::1=0.013 2.692土0.125 1.674土0.064 0.439土0.027 0.284ごと0.047 0.266土0.028 0.027::1=0.002 0.359::1=0.012 
I1 第二 17 0.176::1=0.016 0.030土0，004 0.062こと0.022 2.364土0.389 1.607::1=0.245 0.308土0.074 0.277土0.056 0.210土0.050 0.026::1=0.002 0.361 ::1=0. 010 
I1 第三 16 0.245::1=0.019 0.060土0，006 0.045::1=0.012 1. 975土0.240 0.878::1=0.099 0.421 ::1=0.081 0.130::1=0.030 0.145土0.023 0.026土0.002 0.358土0.013
11 第四 22 0.287土0.019 0.067土0.004 0.044土0.007 1. 906::1=0.106 0.765土0.074 0.484土0.034 0.115土0.023 0.117土0.018 0.028土0.001 0.367::1=0.007 
淀 拒 44 0.329::1=0.014 0.080::1=0.005 0.042::1=0.007 1. 804土0.065 0.539土0.022. O. 504::1=0. 035 0.077ごと0.0180.117::1=0.0140.029::1=0.0020.374土0.009
中町第 25 0.248土0.017 0.058土O司008 0.057::1=0.007 1. 884土0.085 0.832::1=0.092 0.403土0.026 0.112::1=0.021 0.152土0.017 0.026土0.002 0.363土0.007
11 第二 17 0.327::1=0.030 0.080土0.0l'1 0.045土0.007 1.832::1=0.074 0.653土0.088 0.488土0.030 0.090ごと0.030 0.093土0.023 0.027土0.002 0.358::1=0.012 
古里第一 40 0.192土0.020 0.027::1=0.003 0.080::1=0.016 2.699土0.215 1.780土0.164 0.413::1=0.065 0.312土0.056 0.259::1=0.040 0.027土0.002 0.358土0.008
I1 第一 22 0.414土0.012 0.073土0.006 0.102土0.015 2.898::1=0.204 1.221土0.094 1.951土0.124 0.133ごと0.047 0.261土0.034 0.031 ::1=0.002 0.383::1=0.010 
I1 第三 19 0.257土0.035 0.062::1=0.009 0.054土0.009 1. 939土0.131 0.812::1=0.113 0.436土0.052 0.101土0.029 0.145土0.037 0.028土0.002 0.364土0.011
松 岳 43 0.941 ::1=0.009 0.054::1=0.005 0.040土0.008 1. 686土0.114 0.833::1=0.058 0.251土0.025 0.192こと0.032 0.124土0.039 0.018土0.011 0.331こと0.017
大 崎 25 O. 161士0.011 0.051土0.002 0.037::1=0.006 1.718土0.056 0.948土0.030 0.179土0.018 0.191土0.026 0.137::1=0.019 0.024::1=0.002 0.340土0.006
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第15表 各黒曜石の原産地における原石群の元素比の平均値と標準偏差値(ヰ)

原 産 1古 分析 ブじ 素 比

原石群名 偶数 Ca Ti Mn//Z r Fe τ R b/Z r S r r Y/Zr Nb Z r Al/K S i /K  

大分県 観音崎 41 0.216土0.017 0.045土0.003 O. 428::t0. 057 6.897::t0.806 1.829土0.220 1. 572::t0. 180 0.325土0.088 O. 622::t0. 099 0.035土0.002 O. 418::t0. 011 

姫j戚島也

間瀬第 33 0.221::t0.021 O. 045::t0. 003 0.450土0.061 7. 248::t0. 668 1. 917土0.194 1. 660::t0. 173 O. 355::t0. 057 O. 669::t0. 105 O. 035::t0. 002 0.419土0.009

*か第二 32 0.634土0.047 O. 140::t0. 013 O. 194::t0. 026 4.399土0.322 O. 614::t0. 077 3.162土0.189 0.144::t0.031 0.240土0.041 O. 038::t0. 002 0.451 ::t0. 011 

*か第三三 10 1. 013ごと0.140 0.211 ::t0. 026 O. 126::t0. 016 3.491土0.231 O. 305::t0. 067 4.002土0.174 0.109::t0.021 O. 137::t0. 028 0.040土0.004 0.471::t0.017 

*オイ i崎 29 1.074::t0.110 O. 224::t0. 024 0.122土0.012 3. 460::t0. 301 0.286土0.048 4.010::t0.197 0.101 ::t0. 022 0.133::t0.025 0.040土0.003 0.469土0.014

*稲積 25 0.653土0.066 0.141土0.016 O. 189::t0. 030 4.398土0.425 O. 605::t0. 096 3.234土0.264 0.151 ::t0. 033 0.245土0.050 O. 037::t0. 002 O. 448::t0. 015 

塚 瀬 30 O. 313::t0. 023 0.127::t0.009 0.065土0.010 1. 489::t0.124 0.600土0.051 0.686::t0.082 0.175土0.018 0.102::t0.020 O. 028::t0. 002 0.371 ::t0. 009 

荻 斗口ム、 地 50 1. 615土0.042 0.670土0.013 0.096土0.008 5. 509::t0. 269 O. 284::t0. 031 1. 526::t0. 053 0.097土0.016 o. 032::t0. 018 O. 032::t0. 005 0.310土0.011

緒方下患平 64 0.482::t0側036 O. 286::t0. 015 0.051 ::t0. 008 1. 361 ::t0. 095 O. 303::t0. 019 O. 712::t0. 043 O. 089::t0. 018 O. 055::t0. 021 0.012土0.010 O. 288::t0. 016 

熊本県 国 30 0.317土0.023 0.127土0.005 O. 063::t0. 007 1. 441土0.070 0.611 ::t0. 032 0.703土0.044 0.175::t0.233 0.097土0.017 0.023::t0.002 0.320土0.007

南 関 30 0.261 ::t0. 016 0.214土0.007 o. 034::t0. 003 O. 788::t0. 033 0.326土0.012 O. 278::t0. 015 0.069土0.012 0.031 ::t0. 009 0.021 ::t0. 002 O. 243::t0. 008 

轟 44 0.258土0.009 0.214土0.006 0.033::t0.005 O. 794::t0. 078 0.329::t0.017 0.275土0.010 O. 066::t0. 011 O. 033::t0. 009 O. 020::t0. 003 0.243土0.008

冠 〆ケ 岳 21 0.261::t0.012 O. 211::t0. 008 0.032ごと0.003 O. 780::t0. 038 0.324土0.011 O. 279::t0. 017 0.064土0.011 0‘037::t0.006 0.025土0.002 0.277::t0.009 

一/宮滝室 32 1.381土0.013 0.641 ::t0. 009 0.100土0.006 6.845::t0.178 0.316こな0.022 1. 319::t0. 039 0.099土0.013 0.038::t0.014 0.021::t0.008 0.227::t0.006 

ーノ宮坂梨 63 1.597会0.098 O. 732::t0. 046 O. 097::t0. 008 6. 690::t0. 314 O. 282::t0. 022 1. 316::t0. 051 0.102::t0.013 O. 037::t0. 015 O. 024::t0. 011 O. 257::t0. 021 

キ自 石 IJt普 84 0.791こと0.082 O. 279::t0. 009 O. 045::t0. 005 1. 208::t0. 023 0.279土0.018 0.811 ::t0. 046 0.046土0.012 O. 029::t0. 014 0.031 ::t0. 009 O. 366::t0. 033 

大 柿 53 1.542土0.125 O. 670::t0. 033 O. 089::t0. 010 4. 894::t0. 474 0.279こと0.028 1.432::t0.089 0.094ごと0.013 O. 027::t0. 016 0.031 ::t0. 008 O. 312::t0. 011 

白 浜 78 O. 208::t0. 021 0.101土0.009 0.024土0.006 1. 382::t0. 086 1. 021 ::t0. 099 0.351 ::t0. 037 0.162::t0.027 0.027土0.022 0.022::t0.007 0.317土0.009

宮崎県 桑ノ木津留
II 第一群 47 0.207::t0.015 0.094土0.006 O. 070::t0. 009 1.521土0.075 1. 080::t0. 048 O. 418::t0. 020 O. 266::t0. 034 0.063土0.024 O. 020::t0. 003 0.314土0.011
1; 第二群 33 0.261土0.015 O. 094::tO. 006 O. 066::t0. 010 1. 743::t0. 095 1. 242::t0. 060 O. 753::t0. 039 O. 205::t0. 029 O. 047::t0. 036 0.022ごと0.002 0.323::t0.019 

ぷ矛拒聖子アp 島 36 35.158::t1.118 5.001土ι175 0.041 ::t0. 002 O. 038::t0. 002 O. 009::t0. 004 0.155土0.005 0.035::t0.019 0.000土0.000 O. 035::t0. 019 0.446土0.022

麗児島県 関根 ヶ平

'; 第一群 45 0.186土0.010 O. 083::t0. 005 0.047土0.008 1. 611 ::to. 079 0.948土0.055 O. 340::t0. 032 0.281土0.031 0.041 ::t0. 032 0.022土0.008 O. 358::t0. 014 
1; 第二群 45 O. 247::t0. 018 0.106ごと0.006 0.047::t0.008 1.488ごと0.074 O. 768::t0. 034 0.428土0.049 O. 235::t0. 020 O. 039::t0. 027 0.024土0.008 O. 378::t0. 013 
1; 第三群 42 0.584土0.012 0.176::tむ.005 0.037::t0.007 1.484土0.097 O. 449::t0. 031 O. 675::t0. 049 0.143土0.023 O. 036::t0. 022 0.023土0.014 O. 390::t0. 019 

日 東 42 0.262土0.018 0.143::tO.006 0.022土0.004 1.178::t0.040 0.712土0.028 O. 408::t0. 025 0.100土0.018 O. 029::t0. 013 O. 019::t0. 001 O. 275::t0. 006 

五 女 木 37 0.266土0.021 O. 140::tO. 006 0.019土0.003 1.170::t0.064 0.705土0.027 O. 405::t0. 021 O. 108::t0. 015 O. 028::t0. 013 O. 019::t0. 001 0.275土0.006

上 牛 鼻 41 1.629土0.098 0.804土0.037 O. 053::t0. 006 3.342土0.215 0.188::t0.0l3 1.105::t0.056 O. 087::t0. 009 O. 022::t0. 009 O. 036::t0. 002 0.391土0.011

平 木 場 34 1. 944::t0. 054 0.912土0.028 O. 062::t0. 005 3.975こと0.182 0.184::t0.011 1. 266::t0. 049 O. 093::t0. 010 0.021 ::t0. 010 O. 038::t0. 003 O. 408::t0. 010 
~屯主二与 ケ 水 28 0.514土0.032 0.167::tO.008 0.063土0.009 1. 524::t0. 079 0.619土0.038 O. 719::t0. 054 0.115土0.019 0.082土0.016 O. 037::t0. 003 0.523土0.009

長 谷 30 O. 553::t0. 032 0.l37土0.006 O. 065::t0. 010 1. 815土0.062 0.644 ::to. 028 0.553土0.029 O. 146::t0. 021 O. 066::t0. 020 0.037土0.003 O. 524::t0. 012 

F仁ーr除、1 湾 台東山脈 37 O. 510::t0. 010 0.198土(1.007 O. 038::t0. 007 1.862土0.079 O. 353::t0. 019 O. 519::t0. 017 0.123土0.012 O. 024::t0. 017 0.029土0.007 0.407 ::t0. 010 

ロシア カムチャ、ソカ 72 0.473土0.012 O. 166::tO. 007 0.046土0.007 1. 572::t0. 059 0.199土0.011 O. 497::t0. 016 0.126::t0.011 0.009土0.014 O. 039::t0. 010 0.460土0.030
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第16表 各黒曜石の震度地における原石群の元素J:七の平均値と標準偏差値(5)

H
N
ω
 

原 産 1也 分析 フじ 素 上七
原石群名 偶数 Ca Ti Mn  r F e/Z r Rb/Zr S r r r Nb/Zr Al/五 S i 

北海道 H S 1遺物群 67 0.241 ::t0. 021 0.107::tι005 o. 018::t0. 006 1. 296::t0. 077 0.430土0.016 0.153::t0.009 0.140::t0.015 o. 008::t0. 013 0.018土0.012 O. 325::t0. 042 
H S 2遺物群 60 O. 453::t0. 011 0.135::tじ.008 0.041 ::t0. 008 1. 765::t0. 075 0.448土0.021 O. 419::t0. 019 0.130::t0.015 o. 015::t0. 019 o. 034::t0. 010 O. 500::t0. 015 
F R 1遺物群 51 0.643土0.012 0.124::tι008 o. 052::t0. 007 2.547::t0.143 0.530ごと0.032 0.689土0.032 0.156::t0.015 o. 004::t0. 008 0.029土0.011 0.407土0.047
F R 2遺物群 59 O. 535::t0. 061 0.106土0.012 0.053土0.009 2.545::t0.138 0.557土0.051 O. 685::t0. 029 0.165土0.021 O. 016::t0. 022 0.027土0.009 O. 373::t0. 043 
F R 3遺物群 37 0.380土0.037 0.084土0.007 O. 052::t0. 009 2.548::t0.145 0.586土0.056 0.681 ::t0. 033 0.164::t0.021 0.017土0.023 0.023::t0.006 0.292土0.037
F R 4遺物群 44 0.261 ::t0. 043 o. 074::tO. 010 0.051こと0.008 2.500::t0.117 0.639土0.057 O. 679::t0. 032 0.155土0.021 O. 009::t0. 017 0.018土0.008 0.258土0.036
FHl遺物群 32 0.898こと0.032 0.221土0.007 0.054::t0.006 2.540土0.101 O. 426::t0. 018 0.802こと0.023 0.109::t0.013 o. 017::t0. 021 0.037土0.003 O. 447::t0. 011 
KTl遺物群 56 1.103土0.050 0.146::t0.007 0.081 ::t0. 008 2.942土0.133 O. 314::t0. 053 0.775土0.082 O. 133::t0. 016 0.019土0.021 0.043::t0.007 0.516::t0.015 
KT2遺物群 38 O. 959::t0. 027 0.154::t0.005 0.085土0.010 2.882::t0.092 0.542土0.028 1.111::t0.040 0.107土0.015 O. 012::t0. 016 0.042土0.008 0.519土0.010
K S 1遺物群 32 0.275土0.007 0.107土0.005 O. 047::t0. 010 1. 751土0.051 O. 836::t0. 038 o. 468::t0. 021 O. 180::t0. 019 o. 023::t0. 028 0.025土0.007 O. 345::t0. 010 
K S 2遺物群 62 O. 244::t0. 011 o. 070::t0. 004 o. 056::t0. 013 1. 749土0.168 1. 080::t0. 108 0.424土0.036 0.327::t0.042 O. 037::t0. 031 0.023土0.011 0.379::t0.011 

秋田県 KN遺物群 107 0.351土0.011 0.121こと0.006 o. 053::t0. 007 1. 581土0.071 o. 347::t0. 020 0.219土0.014 0.216土0.015 0.054::t0.017 0.029土0.011 O. 475::t0. 040 
岩手県 A 1 1遺物群 41 1. 519::t0. 026 0.277土0.010 0.078土0.006 2.849土0.073 0.167::t0.Ol0 0.526::t0.017 0.251土0.013 O. 009::t0. 012 o. 058::t0. 017 O. 929::t0. 024 

A 1 2遺物群 61 3.141土0.074 0.552こと0.021 O. 080::t0. 008 2.752土0.062 O. 094::t0. 009 0.716土0.019 O. 242::t0. 011 O. 008::t0. 014 0.083こと0.029 1. 353::t0. 049 
A 1 3遺物群 61 0.950土0.013 0.215土0.004 0.117::t0.009 4.306::t0.l00 0.114::t0.008 0.909::t0.028 0.248土0.012 0.014土0.016 0.028土0.006 0.360::t 0.009 
A 1 4遺物群 122 1.850土0.059 0.474土0.025 0.067土0.007 2.055土0.077 o. 083::t0. 006 0.531土0.030 0.177::t0.Ol0 0.011::t0.013 0.064土0.025 1.061::t0.l05 
A 1 5遺物群 122 3.167::t0.092 0.696土0.027 0.101 ::t0. 009 3.787土0.108 0.114::t0.Ol0 0.892土0.026 0.241 ::t0. 012 0.006土0.012 0.091土0.020 1. 234::t0. 052 
F S遺物群 45 2. 727::t0.090 0.097土0.029 O. 053::t0. 007 1. 791 ::t0. 083 0.327土0.019 o. 453::t0. 024 o. 207::t0. 018 0.029土0.027 o. 017::t0. 011 0.339土0.011
S D 遺物群 48 2. 900::t0. 050 0.07410.016 0.118::t0.Ol0 3. 922::t0. 077 0.117::t0.012 O. 906::t0. 026 o. 246::t0. 013 o. 008::t0. 017 o. 083::t0. 013 1. 195::t0. 029 

長野県 N K 遺物群 57 O. 566::t0. 019 o. 163::t0. 007 0.086土0.011 1. 822::t0. 084 O. 467::t0. 031 1.691::t0.064 0.102土0.021 0.041 ::t0. 028 O. 038::t0. 003 o. 500::t0. 014 
青森県 H Y 遺物群 31 O. 238::t0. 011 0.131土0.006 O. 048::t0. 008 1. 636::t0. 066 0.418土0.028 1.441こと0.015 O. 482::t0. 024 0.029土0.028 O. 020::t0. 015 0.481土0.068

S N 1遺物群 33 O. 287::t0. 006 0.087土0.004 0.033土0.005 1. 597::t0. 037 0.244土0.011 O. 258::t0. 011 0.281土0.012 o. 009::t0. 012 0.021土0.006 o. 329::t0. 006 
S N 2遺物群 29 0.209土0.006 o. 116::t0. 006 o. 076::t0. 008 1. 571土0.082 o. 716::t0. 035 0.292土0.017 0.264::t0.029 0.028土0.030 0.023土0.009 0.383::t0.015 

鹿児島県 K 1遺物群 40 O. 363::t0. 010 O. 098::t0. 004 0.056土0.011 1. 937::t0. 060 1. 028::t0. 041 o. 538::t0. 026 0.189土0.02S o. 032::t0. 032 0.029土0.010 0.451 ::t0. 010 
UT遺物群 46 0.297ごと0.013 0.107土0.005 O. 053::t0. 010 1. 638土0.104 1.012土0.056 0.736土0.039 O. 168::t0. 027 0.034土0.028 o. 024::t0. 011 0.390土0.014
S G 遺物群 48 1. 668::t0. 034 o. 778::t0. 038 0.082土0.010 4.106::t0.222 0.202ごと0.014 O. 699::t0. 025 0.133::t0.013 o. 015::t0. 019 O. 027::t0. 021 O. 553::t0. 033 
o K 遺物群 32 1.371土0.074 O. 687::t0. 025 0.061::t0.008 3.109土0.161 0.202::t0.012 0.579ごと0.027 o. 122::t0. 014 0.009土0.014 0.027::t0.018 0.518土0.021

北朝鮮 会寧域外遺跡遺物群 70 O. 135土0.012 o. 062::t0. 006 O. 017::t0. 003 1. 118::t0. 051 o. 585::t0. 036 o. 068::t0. 019 0.150土0.022 0.372土0.035 o. 025::t0. 004 0.319土0.012
ロシア イリスタヤ遺跡遺物群 26 18.888土2.100 6.088土0.868 O. 293::t0. 032 27. 963::t2. 608 o. 055::t0. 017 2.716土0.162 0.163::t0.019 0.036土0.030 0.173::t0.029 1.674::t0.240 
;標準試料 J G 127 O. 755::t0. 010 O. 202::t0. 005 0.076土0.011 3.759土0.111 0.993土0.036 1. 331 ::t0. 046 0.251土0.027 0.105::t0.017 0.028::t0.002 0.342::t0.004 

平均値ごと諜準偏差鏡、 *:ガラス震安山岩 NK遺物群:中ッ原遺跡、 HY遺物群:自和山遺跡、 SN遺物群:三内丸山遺跡出土、 KN遺物群:此掛沢遺跡、 HS遺物群:北進遺跡、
KI遺物群:楠木遺跡、 UT遺物群:内屋敷遺跡、 AI遺物群:棺ノ沢遺跡、 FS遺物群:房ノ沢遺跡、 SD遺物群:下舘銅屋遺跡、
FR遺物群:東麓郷1，2遺跡、 FH遺物群:東9線8遺跡、 KT遺物群:北区1遺跡、 KS遺物群:キウス4遺跡A地区
SG遺物群:志風頭遺跡、 OK遺物群:奥名野遺跡出土などの産地不明の原石群

a) :Ando，A.， Kurasawa，H.， Ohmori，T. & Takeda，E.(1974). 1974 compilation of data on the GJS geochemical reference samples JG-1 granodiorite and JB-1 basalt. Geochemical Journal Vo1.8， 
175-192. 
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実棒岱遺跡出土の黒曜石製遺物の原材産地分析結果…覧表

分析番号 出土地点 涼 産地(確率) 判定 遺物番号
大 き さ

備 考
最大長(cm) 最大幅(cm) 最大厚(cm) 重量(g)

60464 ME75 脇本(96%)，金ヶ崎(96%) 男 鹿 363 3.15 3.00 0.90 7.2 PU2 
60465 MH73 金ヶ崎(32%)，脇本(25%) 男 鹿 367 2.05 1. 30 0.50 1.3 PU3 
60466 MG73 金ヶ崎(34%)，脇本(4%) 男 鹿 377 3.40 1. 70 0.50 2.1 PU8 
60467 ME74 金ヶ崎(57%)，脇本(28%) 男 鹿 362 4.30 3.00 1. 15 11.3 PU10 
60468 五I1F73 金ヶ崎(69%)，脇本(37%) 男 鹿 369 2.00 1. 40 0.50 0.9 PU11 
60469 MB72 脇本(75%)，金ヶ崎(73%) 男 鹿 370 3.70 2.00 0.80 4.7 PU15 
60470 五在D70 金ヶ崎(22%)，脇本(7%) 男 鹿 376 3.35 2.30 1. 10 6.6 PU16 
60471 五在D70 脇本(69%)，金ヶ崎(60%) 男 鹿 371 2.40 1. 45 0.50 1.3 PU18 
60472 MF72 金ヶ崎(21%)，脇本(7%) 男 鹿 383 1. 00 1. 10 0.3 PU19 
60473 五在D70 金ヶ崎(88%)，脇本(74%) 男 鹿 378 3.20 1. 60 0.75 3.1 PU21 
60474 五在F72 脇本(D2=97)，金ヶ崎(D2:=100) 男 鹿 384 1. 50 1. 00 不明 PU28 
60475 MF72 金ヶ崎(0.1%) 男 鹿 380 1. 70 1. 50 0.70 2.3 PU29 
60476 MF72 金ヶ埼(6%) 男 鹿 365 2.90 1. 90 0.85 3.5 PU30 
60477 MC67 金ヶ崎(86%)，脇本(39%) 男 鹿 368 3.25 3.30 1. 50 15.9 PU35 
60478 五在B66 金ヶ崎(62%)，脇本(48%) 男 鹿 364 3.45 2.15 0.80 3.4 PU43 
60479 MF68 金ヶl崎(D2=117)風化 男 鹿 373 2.50 1. 85 0.35 1.0 PU46 
60480 五在E71 風化激しい 366 3.25 1. 20 0.30 0.9 PU67 
60481 ME60 花泉(1%)，雫石(2%) 足-告F 石 375 1. 40 0.65 0.30 0.1 PU82 
50782 五在E72 金ヶ崎(44%)，脇本(42%) 男 鹿 372 1. 55 1. 55 0.40 0.8 PU94 
50783 LQ35 脇本(4%)，金ヶI[奇(4%) 男 鹿 382 2.25 1. 70 0.60 1.5 PU97① 
50784 LQ35 金ヶ崎(83%)，脇本(74%) 男 鹿 381 1. 80 1. 10 0.20 0.3 PU97② 
50785 MA30 金ヶ崎(24%)，脇本(1%) 男 鹿 379 2. 70 2.00 0.70 3.0 PU100 
50786 五在F72 金ヶ崎(90%)，脇本(89%) 男 鹿 374 1. 90 1. 35 0.45 0.9 PU111 

第17表
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注意:近年産地分析を行う所が多くなりましたが、判定根拠が媛味にも関わらず結果のみを報告される場合があます。本報告では日本における各遺跡の産地

分析の判定基準を一定にして、産地分析を行っていますが、判定基準の異なる研究方法(土器様式の基準も研究方法で異なるように)にも関わらず、似

た産地名のために同じ結果のように思われるが、全く関係(相互チェックなし)ありません。本研究結果に連続させるには本研究法で再分析が必要で

す。本報告の分析結果を考古学資料とする場合には常に同じ基準で判定されている結果で古代交流圏などを考察をする必要があります。
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輿椿岱遺跡出土黒曜石製遺物の元素比分析結果一覧表

上七

/Zr Sr/Zr Y/Zr Nb/Zr Al/K Si/五

524 0.921 0.284 0.112 0.027 0.363 
，537 0.938 0.311 0.101 0.026 0.343 
470 0.922 0.276 0.000 0.026 0.351 
564 0.971 0.279 0.092 0.029 0.343 
621 0.975 0.281 0.108 0.027 0.357 
558 0.962 0.367 0.106 0.031 0.351 
519 0.942 0.310 0.081 0.024 0.328 
496 0.966 0.252 0.134 0.027 0.363 
;398 0.979 0.259 0.044 0.025 0.381 
452 0.906 0.262 0.046 0.025 0.336 
527 1.004 0.301 0.098 0.021 0.305 
;373 0.875 0.339 0.081 0.000 0.287 
;307 0.903 0.299 0.075 0.000 0.297 
;376 0.931 0.270 0.044 0.026 0.355 
601 0.955 0.217 0.062 0.031 0.348 
;398 0.982 0.242 0.082 0.025 0.282 
959 1.077 0.337 0.095 0.018 0.214 
:307 0.471 0.215 0.000 0.000 0.534 
492 0.923 0.359 0.055 0.028 0.335 
751 1.075 0.282 0.094 0.034 0.366 
~:;31 0.948 0.290 0.094 0.030 0.350 
;:;08 0.918 0.355 0.000 0.030 0.346 
(573 0.968 0.287 0.104 0.025 0.360 

040 1.342 0.260 0.088 0.030 0.316 
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分析 ブじ

番号 Ca/K Ti/K Mn/Zr Fe/Zr 

60464 0.296 0.088 0.214 1.587 
60465 0.300 0.094 0.255 1.699 
60466 0.293 0.083 0.243 1.654 

60467 0.280 0.085 0.194 1. 616 
60468 0.289 0.089 0.200 1.622 

60469 0.297 0.083 0.235 1. 667 
60470 0.274 0.077 0.226 1. 712 

60471 0.305 0.085 0.221 1.623 

60472 0.296 0.094 0.244 1.867 
60473 0.296 0.091 0.202 1.569 
60474 0.244 0.072 0.255 1.997 
60475 0.256 0.073 0.201 1.706 
60476 0.260 0.078 0.213 1.613 
60477 0.296 0.086 0.228 1.680 
60478 0.289 0.089 0.219 1.711 

60479 0.218 0.065 0.251 1.798 
60480 0.141 0.048 0.253 1.892 
60481 0.696 0.197 0.069 1. 814 
60482 0.300 0.085 0.198 1.680 

60483 0.275 0.089 0.255 1. 876 
60484 0.284 0.087 0.243 1.754 
60485 0.299 0.093 0.238 1.664 

60486 0.305 0.086 0.208 1.672 

]G-1 0.794 0.216 0.095 3.968 

N 
己)l

一一一一-:10 
-…一一一 29

1111111111111 

& Takeda，E. 1974 compilation of data on the G]S 

granodiorite and ]B-1 basalt. Geochemical Journal， Vo1.8 

]G-1:標準試料-Ando，A.，Kurasawa，H.， 

geochemical reference samples 

175-192(1974) 

奥棒岱遺跡出土黒曜石の出土位置函第69図
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6章まとめ

調査の結果、縄文時代中期後葉の複式炉を伴なう竪穴住居跡が4軒、縄文時代の土坑が32薬、焼土

遺構が7墓、陥し穴遺構(Tピット)が2基、集石遺構がl基、柱穴様ピットが22基の計68基の遺構が検

出された。南北に長い調査区を北側、中央部、高側と分けた場合、北側調査区から集中して遺構が検

出されており、 68基中、 34基の遺構が確認された。これら遺構の内、竪穴住居跡が4軒検出され、い

ずれも複式炉を伴なっていた。その複式炉の形態は、 S105を徐いて土器埋設部十石囲い部÷浅い掘

り込み部から構成されていた。 S102はl軒の竪穴住居跡から2基の複式炉が検出され、炉の作り替え

が行われたものと考えられるD 南側においては、僅か5基の土坑が検出されたに過ぎない。残りの34

基は中央部からの検出であるが、 22墓が柱穴様ピットであることから、北側に比べれば遺構の密度が

低いものである。

調査区中央部東寄りから検出した特殊地形は、検出間もない墳、 S1三F13・14・24・25フラスコ状土

坑として調査を進め、その後SX13・14・24・25性格不明遺構に名称を変更したものであるが、次第に

その遺構としての性格付けが難しくなり、考古学的・地質地形学的見地から検討した結果、最終的に

特殊地形としたものである。

出土した遺物は、土器に関しては縄文時代中期後葉(大木9式期、 10式期)のものが圧倒的に多く全

体の8割近くになる。その他は後期前葉、晩期後葉から弥生時代にかけての土器が出土した。位置的

には、北端部の4軒の竪穴住居跡を含め、その周辺から縄文時代中期後葉に属する土器片が多く出土

し、それよりやや南に進んだ土坑群(SK16~ S K34)を中心にして、その周辺から晩期後葉~弥生時

代初頭の遺物が少量ではあるが出土した。そして更に南側へ進んだ調査区中央部のSK40・SK41土

坑及びSKP群柱穴様ピットを含め、その周辺からは縄文時代後期初頭の遺物が出土した。なお、南

側から検出した5基の土坑の内外からも縄文のみ施された土器片が出土している。摩滅が著しいこと

や小破片などから、時代を特定するのは困難であるが、土器の焼成-胎土などから縄文時代中期後葉

のものと考えられる。以上のことからこの台地は、北端部が縄文時代中期後葉の集落として利用され、

それよりやや南側が縄文時代晩期後葉から弥生時代にかけての土器を伴なう土坑が検出されるなど、

生活の痕跡を残している。更に南へ進み、調査区中央部が縄文時代後期初頭の土器片を伴なう土坑が

検出されていることから、縄文時代中期から、縄文時代晩期へ続く縄文時代後期においても、何らか

の人間活動の空間として活用されたことになる。
(註1)

これより先は、 4軒検出された竪穴住居跡の全てに複式炉を伴なっていたことから、秋田県内の縄
(註2)

文時代中期後葉・末葉(大木9式場、 10式期)の複式炉を伴なう竪穴住居跡について述べたい。複式炉は、

縄文時代中期後葉に、主に東北地方から北陸地方にかけての地域、大木式土器が出土する文化圏で検

出されることが多い。秋田県内においてその数がどれくらいになるのかは定かではないが、平成元年
(註3)

に由利地方で初めて複式炉が発見された象潟町の上熊ノ沢遺跡が調査された時点では、秋田県内59遺

跡から検出されたと報告されている。その後10年が経過し、近年は平成9年に調査された河辺町にあ
(註4)

る松木台車遺跡や井戸尻台 I遺跡、森吉町にある姫ヶ岱C.姫ヶ岱D遺跡、平成10年に調査された男
(註5)

鹿市にある泉野冷水遺跡などから複式炉を伴なう竪穴住居跡が検出されている。これら遺跡の中で特
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第6章まとめ

に注目されるのは、当該期の住居跡を46軒検出した松木台E遺跡(第2次調査)である。その多くはや

はり複式炉を伴なう。中央に墓と広場を設け、それを閤むように住居や建物が建ついわゆる環状集落

として報告されている。特に住居の中に作られた複式炉の浅い掘り込み部が、集落の中央を向いてい

ることや、廃絶行為として埋設土器の中にこぶし大の石を入れたり、何らかの決まりごとがあったと
(註6)

思われている。上熊ノ沢遺跡より前に調査されている秋田市の御所野台地遺跡群においては、中期後
(註7)

葉に属する住居跡が240軒検出されたと報告されており、その多くが複式炉を伴なっている。また、

前述の松木台車遺跡がある河辺町の七曲台においても、昭和58年から60年にかけて調査されており、
(註8)

中期後葉・末葉(大木9式期・10式競)に属する竪穴住居跡が6遺跡から15軒検出されており、その内複式
(註9)

炉を伴なうものは12軒である。米代川流域においては、秋元氏が平成3年に、中期の竪穴住居跡が検

出された遺跡は34遺跡を数えると報告している。その内大木9式期.10式期に属するものは27遺跡にな

る。特に注目されるのは、昭和57年に調査された鹿角市にある天戸森遺跡である。検出された中期の

竪穴住居跡140軒のうち、中期後葉・末葉(大木9式期.10式期)に属するものは67軒にも及び、大木8b

式期~9式期を入れると 78軒になる。当然ながら複式炉を伴なうものが多いが、その特色として、石

西部+浅い掘り込み部から構成される複式炉が主体をなすことである。一方、県の南部においては、
(註10) (註11)

千畑町の内村遺跡や間沢湖町の黒倉B遺跡がある。

以上、複式炉を伴なう縄文時代中期後葉の竪穴住居跡を中心に述べてきた。秋田県内の複式炉を伴

なう住居跡全てについて調べ上げたものではなく、あくまでも持関の許す限り調べたものである。地

域によっては、より具体的な研究分析がなされているところもある。今後更にこれらの研究成果をま

とめ、秋田県内の複式炉を伴なう住居の研究に少しでも役に立てば幸いである。ここ数年の間に、日

本海沿岸東北自動車道建設工事に伴なう緊急発掘調査など、この地域において再び大規模な開発が行

われるようになった。まだ報告書が刊行されていない松木台E遺跡(第2次調査)、井戸尻台 I遺跡、

上野遺跡、平成11年度調査の岱五遺跡などの整理が進むにつれ、この地域における縄文時代中期後

-末葉の居住形態の変遷や複式炉の機能などが明らかにされ、当時の生活の様子がわかるようにな

るだろう。

註 1 県の北部で多〈検出されている、石密部十掘り込阜、部から構成される形態の炉も、複数の空間をもつことから、複式炉

として捉えた。また、屋外炉の中で報告されている複式炉が存在するかもしれないが、今回の調査の対象にはしていな

し、。

註 2 第19表中の各遺跡の報告書に「大木9式期ム「大木10式期Jと記載されているものは、第19表の主な時期の項目では、そ

れぞれ「縄文時代中期後葉ム「縄文時代中期末葉」として記載した。

註 3 秋田県教育委員会「上熊ノ沢遺跡発掘調査報告書」秋田県文化財調査報告書第213集 1991.3 

註 4 秋田県埋蔵文化財センタ-r秋田県埋蔵文化財センタ一年報16J 1998・3
註 5 秋田県埋蔵文化財センター「秋田県壊蔵文化財センタ一年報17J 1999・3

註 6 安田忠市「秋田市御所野丘陵部遺跡群について一組文時代前期・中期の住居跡J~よねしろ考古 7号~ 1991・10

註 7 秋田布教育委員会『宅地造成に伴なう緊急発掘調査報告書 地ノ内遺跡~ 1997・3

註 8 谷地薫「七曲台における縄文時代の居住形態について一清住形態の変遷に関する一試論J秋田県埋蔵文化財センター「研

究紀要第5号J 1990・3

註 9 秋元信夫「米代)11流域の縄文時代中期の集落一居住形態の変遷についてJ~よねしろ考古 7号~ 1991・10

註10 秋田県教育委員会「内村遺跡発掘調査報告書:J秋田県文化財調査報告書第82集 1981・3

註11 田沢湖町教育委員会「黒倉B遺跡第l次発掘調査報告書J 1985・3

田沢湖町教育委員会「黒倉B遺跡第2次発掘調査報告書J 1986・3
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第6章まとめ

i図 秋開県における縄文時代中期後葉の竪穴住居跡に伴なう擾式炉検出遺跡位置図
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第19表 秋田県における縄文時代中期後葉・末葉の竪穴住居跡!こ伴う複式炉検出遺跡一覧表

-ω
日

番号 遺跡名 所在地 検出住居跡数 検出複式炉数 主な時期 備 考

餅田沢E 河辺町 4 3 中Jt日後禁~末'*

2 五坂台I 11 。 3 中Jt日後葉~求棄

3 石坂台市 I! 2 中期末現住

4 石坂台衣 I! 3 2 仁I"JtIlrを禁
b 松木台蛮 I! l 次次3 2 中期{是禁~末禁 炉の{乍りに規則lt有、

Ux46 34 環状袋務、廃絶儀礼の

可能性有

6 上祭沢 " 1不確定 中JtIl後葉か 「簡略化したt¥i式炉if3
態」と報告されている

井戸尻台 I I! 12 7 中期後禁~末葉 21主び3U寺JtIlある住居検
出

8 岱E I! 2 中期後葉

9 駒坂袋I 雄和町 2 2 中期後葉~末葉

10 鹿野P1976・3 I! 中期後書きか 石1奉i封土
11 野畑 私自子宮 8 Eドj羽末葉

12 下堤G I! 6 5 中期求書E

13 湯/沢B I! 16 6 中期後葉~末否定 7号住居2~正検出

14 坂/上E I! 35 35 仁iョ期末葉 32号住辰2基検出
15 湯ノ沢A I! 中期末葉

16 渇ノ沢C " 6 7 '1"1羽末禁 5号住居2基検出
17 下堤E I! 28 14 中期末葉 2.4号住居2基検出
18 下堤F 11 19 11 中期末葉

19 坂/上F 11 12 6 'I"JtIl末葉
20 渇/沢D " 13 8 仁村認後葉~末葉 8号住1l53~主検出

21 地蔵間B I! 32 26 中期末葉 9.30号住居2基検問
22 台A' 11 9(11寺!明不明2軒) 7 中期末禁 3号{主活2基検出
23 地方 11 15 17 中l符末葉 1.2.3.4号住居2基検出
24 台B " "ドjお求棄

25 下堤A 11 32 εI"JtIl求葉
26 下堤B 11 45 48 9"J沼末禁 2. 5， 6， 15. 26， 28' 31 

33 ，34 ，37号住居2基及
び23号住居3主主検出

27 狸崎B I! 1 次次 3 2 'I"J怨末葉 埋設士号号斜f立のものl
2ix2 軒あり

28 秋大農場関 λy 6 5 中期末禁 思設土器斜位のものl

ij[fあり

29 古野 I! 中期後葉

30 地の内 11 20 8 
31 泉野 男鹿市 8 2 中}滋末葉 炉効lのIドに2基複式炉

と考えられるものあり

32 延命寺 I! 

33 泉野冷水 11 18 16 中期末葉

34 居熊井 鹿角市 中期末葉

35 北の林I 11 3 2 中期末葉

36 北の林立 I! 6 4 '1"期末葉
37 上葛岡 I 11 中期末葉

38 上葛間五 11 3 1 SIlの立期のもの 中期末築

39 飛鳥平 九' b 4 中期末葉2
後期初頭2

|番号 遺跡名 所在地 検出住居跡数 検出複式炉数 主な時期 備 考

40 天戸森 11 l 次次140 38 中期{是禁~末禁 '1" 1t1l !堂書き~求書号%H、i:J;jl
Ux8 2 設士宮号あり

41 案内百 " 5 'i"J絹{走禁~オミ葉
42 御休堂 11 3 3 中期末葉~後期初sit

43 黒森山麓 11 5 5長方形ピット '1"矧後'*
44 三E内 11 2 
45 上野 大館市 13 2"il.E伴なう 中期{是葉~末葉

46 冷氷山根 11 2 中j町長喜善

47 中山 " 2 中j羽i企業
48 山王岱 " 14 8 中期後'lI~

49 鳴滝 I! 

50 上ノ山 I 11 4 1M庭部N石総炉 中期末

51 大内坂E 能代市 l石図炉としり、るが埋
設土器あり

52 語下I 11 5 
53 腹鞍の沢 11 2 l不限定 大木8a
54 寒川 I I! 6 3 中期後楽2.後期前禁l
55 鴇E 小坂町

56 大岱亜 11 6 
57 はりま館 11 |中期後禁

58 上岱 I 持仁町 19 中j切米禁

59 本道端 比内町 9 3 中JtIl末*
60 横沢 11 l不確定 |中期後"1三
61 桂の沢 森吉町 48 10 εTI羽後葉
62 姫ヶ岱C 11 }(炉のみ) 中j弱{老若E

63 姫ヶ岱D 11 7(住!舌4+炉3) 3~5 中j町長禁

64 竜毛沢館跡 ーツ井町 11 後期初E貞

65 烏野 11 

1 次次次次次次 32 

18 中JtIl後葉~来事E .2次調査の時に埋設土
Ux8 (1) 器を2f回倹出
3ix32 8 -特殊ピソトのある復

4ix39 18 式炉を多く検出

5ix45 18 -斜{立埋設土器あり

6ix37 18 
66 家の下 琴丘町 4 2(土器庖l設+周堤小土坑) 中j羽後'*
67 米ヶ森 協和町 9 5(6号住居合む) 中期末葉 l号伎賠石篠!封士、炉

の奥Eまに自然石を立て
たと思われる痕跡あり

68 寄騎館 11 2 2 中期末葉

69 太田 大曲市 8 3 中j弱後楽

70 内村 千畑町

71 小出 I 南外村 中i窃後葉 炉鹿設土器が2重にめ
ぐる

72 黒倉B 田沢湖町 1 次次l 
Ux7 3石隊出土

73 上熊ノ沢 象潟町 16 11 
74 上谷地 山内村 10 6 
75 小田N 11 9 
76 梨ノ木塚 増田町 5(4ij[f切り合L、) 2 中j羽後葉~末葉

77 小袋岱 上小阿仁村 21 5 
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